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3 . 「 和 漢 紙 文 献 類 緊 J 古 代 ・ 中 世編 デ ー タ
1 ） 麻紙 （ 「 和漢紙文献類東 J 古代 － 中 世編デ ー タ ）
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1 
> 
史
料
本
文
凡
書
位
記
料
麻
紙
者
、上
総
国
一
百
五
十
張
、下
野
国
一
百
張
、毎
年
進
之
。詔
書
料
黄
紙
者
、随
用
直
奏
、受
厳
入
所
。
凡
写
書
、上
紛
属大
字
長
功
日写
一
千
七
百
言
、中
功
日一
千
五
百
言
、短
功
日
一千
三
百
言
。
小
字
長
功
日写
二
千
三
百
言
、
中 功
二
千
言
、短
功
一
千
七
百
言
、
其
麻
紙
書
各
i成
殺
紙
一
百
言
、上
穀
紙
義
疏
長
功
日写
二
千
言
、中
功
日一
千
八
百
言
、短
功
日一
千
六
百
言
、
麻
紙
書
各
減
穀
紙
一
百
言
。
長
功
日択
麻
ー
斤
三
両
、議
一
斤
七
雨
、春
二
筒
、成
紙
一
百
七
十
五
張
、
中
功
日択
一
斤
、
裁
一
斤
四
筒
、春
二
両
、成
紙
一
百
五
十
張
、短
功
日択
十
三
両
、裁
一
斤
一
雨
、春
二
筒
、成
紙
一
百
二
十
五
張
、
凡
造
暦
用
度
者
、御
暦
三
巻
く二
巻
具
注
、
一
巻
七
曜
〉料
、上
紙
一
百
廿
緩
く請
図
書
寮
四
十
七
張
具
注
暦
料
、廿
三
張
七
陽
暦
料
、五
十
張
破
損
料
、n
有
閑
月
不
加
其
料
〉麻
紙
回
張
く湾
紙
料
。
請
内
蔵
寮
〉。
中 宮
、東
宮
各
二
巻
、
其
料
亦准
此
く破
損
料
在御
暦
料
五
十
張
内
〉
。頒
暦
ー
百
六
十
六
巻
料
、紙
二
千
六
百
五
十
六
張
く巻
別
十
六
張
、有
問
月
年
巻
別
加
ニ
張
〉。
襟
紙
料
五
十
六
張
く以
一
枚
充三
巻
〉。
草
案
料
一
百
廿
九
張
〈暦
草
廿
四
張
、
日度
草
十
五
張
、月
度
草
十
五
張
、交
蝕
草
五
張
、
五
星
度
草
五
十
張
、五
星
行
革
廿
張
〉。
暦
本
三
巻
料
九
十
張
く
四
十
七
張
具
注
本
料
、廿
四
張
七
曜
本
料
、十
九
張
頒
暦
本
料
〉。
年
料
別
貢
雑
物
、伊
賀
国
く紙
麻
五
十
斤
〉。
伊
勢
固
く紙
麻
百
五
十
斤
〉。
尾
張
国
〈紙
麻
九
十
斤
〉。
参
河
固
く紙
麻
十
斤
＞。
近
江
国
く紙
麻
ー
百
十
斤
〉。
美
濃
国
く紙
麻
六
百
斤
〉。
下
野
田
く麻
紙
一
百
張
〉。
出
羽
固
く紙
麻
ー
百
斤
〉。
若
狭
国
く紙
麻
ー
百
斤
〉。
越
前
国
く紙
麻
ー
百
斤
〉。
丹
波
国
く紙
麻
七
十
斤
。斐
紙
麻
ー
百
斤
〉。
低罵
国
く紙
麻
七
十
斤
〉。
因
幡
国
く紙
麻
七
十
斤
〉。
｛自
奮
国
〈紙
麻
七
十
斤
〉
。t
番磨
国
く紙
麻
ー
百
斤
＞。
美
作
国
〈紙
麻
七
十
斤
〉．
備
前
回
く紙
麻
豆
十
斤
〉。
備
後
国
〈斐
紙
麻
二
百
斤
〉。
周
防
固
く斐
紙
麻
百
こ
斤
〉。
紀
伊
国
く紙
麻
七
十
斤
〉。
阿
波
固
く紙
麻
七
十
斤
、受
紙
麻
ー百
斤
＞。
讃
岐
国
く紙
麻
百
五
十
斤
、
斐
紙
麻
ー
百
斤
＞。
伊
予
国
〈斐
紙
麻
百
一
斤
〉。
太
宰
府
く斐
紙
一
千
張
、麻
紙
二
百
張
、斐
麻
二
百
斤
〉。
凡
中
男
一
人
輪
作
物
く飛
騨
、
陸
奥
、出
羽
、萱
岐
、対
馬
等
国
嶋
不
輸
〉紙
四
十
張
。
斐
紙
麻
三
庁
、穀
皮
三
斤
二
両
／
伊
賀
国
中
男
作
物
紙
。伊
勢
国
中
男作
物
紙
。尾
張
問
中
男作
物
紙
。参
河
国
中
男作
物
紙
。駿
河
圏
中
男作
物
紙
。
甲斐
国
中
男作
物
紙
。武
蔵
圏
中
男作
物
紙
。
安
房
国
中
男作
物
紙
。上
総
国
中
男作
物
紙
。
下
総
国
中
男作
物
紙
。常
陸
国
中
男
作
物
紙
。近
江
圏
中
男
作
物
紙
。
美
濃
圏
中
男作
物
紙
。信
濃
田
中
男作
物
紙
。上
野
国
中
男作
物
紙
。下
野
国
中
男作
物
紙
。若
狭
国
中
男
作
物
紙
。越
前
国
中
男作
物
紙
。加
賀
国
中
男作
物
紙
。越
中
国
中
男作
物
紙
。越
後
回
中
男作
物
紙
。
丹
波
国
中
男
作
物
紙
。丹
後
国
中
男作
物
紙
。但
馬
国
中
男
作
物
紙
。
因
幡
国
中
男作
物
紙
。伯
雪
国
中
男作
物
紙
。
出
雲
国
中
男作
物
紙
。石
見
国
中
男
作
物
紙
。播
磨
間
中
男作
物
紙
薄
紙
。
備
後
圏
中
男作
物
紙
。安
芸
国
中
男作
物
紙
。周
防
国
中
男
作
物
紙
。
長
門
国
中
男作
物
紙
。
阿
波
国
中
男
作
物
紙
。讃
岐
圏
中
男作
物
紙
。伊
予
国
中
男作
物
紙
。
土
佐
国
中
男
作
物
紙
。肥
前
国
中
男
作
物
斐
皮
。
鐙
後
国
中
男
作
物
穀
皮
。
日向
国
中
男作
物
斐
紙
。大
隅
国
中
男
作
物
紙
。薩摩
圏
中
努
作
物
紙
。
標
需
唐
式
云
染
麻
需廿
五
張
、被
需
五
十
張
、襟
矯
討
張
、標
〈音
方
少
反
〉袖
端
也
、見
唐
韻
。
中
務
省
諸
E担蔵
人
所
明
年
暦
料
朱
沙
六
荷
、麻
紙
六
張
、締
二
丈
六
尺
、
陰
陽
寮
解
申請
写
来
年
料
暦
用
物
事
合
暦
百
七
十
九
巻
料
紙
三
千
三
百
:ft十
九
張
麻
紙
十
枚
御
暦
綴
紙
料
御
暦
十
三
巻
料
、紙
屋
紙
三
百
六
十
張
御
七
曜
一
院
、
大
皇
大
后
宮
、
皇
太
后
宮
、中
宮
、東
宮
各
一
所
、
上
頒
暦
百
六
十
六
巻
料
調
上
紙
二
千
九
百
丹十
一
張
各
一
巻
対
七
枚
目録
麻
紙
十
枚
〈下
中
務
〉
紙
屋
紙
三
百
六
十
張
調
上
紙
二
千
九
百
対十
一
張
（中
略
）右
写
来
万
寿
三
年
暦
料
、
用
度
雑
用
料
、依
例
陰
陽
寮
所
請
如
｛牛
万
寿
二
年
七
月
四
日
左
少
史
小
野
朝
臣奉
政
薫
巴記
云
。東
京
有
華客
侯
紙
。
即
倫
也
。故
麻
名
麻
紙
。木
皮
名
穀
紙
。網
名
網
紙
。古
不
言
級
者
。紙
来
有
之
。
衆
名
故
直
言
紙
也
。其
用
又
稀
。
天
子
之
宮
。但給
相
加
筆
札
而
己也
。
紙
麻
力ウ
ソ
唐
紙
紙
屋
紙
史
料
名
12
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13 
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16
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< 
2 
> 
史
料
本
文
お
ひ
ま
じる
よ
も
ぎ
が
島
の
臼麻
は
名
に
あ
ふ
不
死
の
君
か渓
ぞ
。
〈案
に覚
如
上
人
詠
な
り。
〉
量
実
、端
書
、
白麻
書
尽
之
問
、料
紙
下
品
候
、比
興
候
く云
々
〉
表
書
案
。
白麻
二
枚
書
之
。
以
一
枚
為
ネほ
氏封
之
。以
一
枚
為
立
紙
。捻
上
下
。表
書
如
例
。
今
日花
頂
僧
正
く定
助
＞被
談
問
事
、
（中
略
）／
ー
常
消
息
不
可
用
檀
紙
、可
用
自麻
事
、
／
如
住
院
入道
右
府
コ
ロ
口
口
ソカ
シ
、
有
消
息
端
書
白麻
払
底
〈云
々
〉
畳
紙
〈女
性
之
粧具
也
〉、
反
古
〈旧
文
也
〉、
表
紙
、
ネ凶
£、
唐
紙
、
引
合
、杉
原
く
日本
｛谷
杉
或
作
穏
未
詳
也
〉、
徳
紙
、厚
紙
、薄
様
、打
曇
〈打
或
作
内
＞色
紙
、
鳥
子
〈紙
色
如
鳥
卵
故
云
鳥
子
也
、
〉、
懐
紙
く懐
或
作
会
〉、
宿
紙
く簿
墨
之
紙
也
、又
云
紙
屋
之
紙
公
家
之
所
用
也
、
〉
、修
得
紙
く坂
東
豆
州
紙
名
也
色
薄
紅
也
〉、
自格
、
白麻
、魚
網
〈以
上
三
者
紙
異
名
也
〉、
短
籍
〈籍
字
作
尺
〉、
指
く紙
材
用
之
〉
紙
部
／
紙
〈
需
同
字
会
〉、
股
同
、高
樹
氏、
小
高
檀
紙
、卵
紙
、
引
合
、唐
紙
、厚
紙
、
簿
様
、色
紙
、杉
原
、
中
紙
、樹
氏、
肌
吉
、短
紙
、清
紅
紙
、薄
白
、懐
紙
、受
紙
、
草
紙
、標
紙
く標
F清
和
名
、
、文
書
〉、
表
背
、表
紙
、
装
背
、短
冊
、反
古
、卦
堺
〈同
界
同
字
＞輔
、格
先
生
く矯
名
〉、
待
国公
く同
〉、
好
時
侯
く同
〉、
格
葉
、
自麻
く同
〉
料
紙
、厚
紙
、
中
紙
、雑
紙
、
樹
氏、
薄
様
、横
紙
、椙
原
、扇
々生
々
、色
紙
、懐
紙
、表
紙
、標
紙
、唐
紙
、紙
麻
、草
子
、双
紙
、造紙
、
紙
之
異
名
一
白麻
、
白雲
、楕
菜
、
木
膚
、高
文
、染
翰
、
魚
網
、如
被
、
華客
｛命
、車工銭
、緑
紅
、
方
潔
、藤
皮
、兼
網
。
紙
名
、格
園
、橋
先
生
、列
l践
、
鴻
育
、
白麻
、
白筒
、
魚
網
、厚
様
、
薄
様
、
大
高
樋
紙
、
Jj、
高
指
紙
、唐
紙
、修
善
寺
、椙
原
、色
紙
、
内
舞
、
鳥
子
、
引
合
、宿
紙
2 ） 檀紙 － 陸奥紙 （ 「 和 漢紙文献類緊 J 古代 ・ 中 世編 デ ー タ ）
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26
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28
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冊
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23
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宮
23
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24 
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24 
国譲
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25
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宴
26
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時
二
王
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以
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27
抗
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事
27
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四
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36
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42
 
総
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42 
< 
1 
> 
史
料
本
文
紙
兼
名
苑
注
云
紙
古
文
作
需
〈和
名
加
美
〉紙
有
色
紙
、檀
紙
、
穀
紙
、紙
屋
紙
、松
紙
、阿
苔
紙
、斐
紙
、斐
薄
紙
等
名
、後
漢
和
帝
時
禁
倫
所
造
也
。
懐
よ
り陸
奥
紙
にて
引
き結
び
た
る文
の
、枯
れ
た
る簿
に
さ
した
る
を取
り出
で
た
り。
陸
奥
の
守
の奉
れ
るみ
ち
の
く紙
あ
り。
色
々
の
色
紙
積
み
て
、高
原
、
蘇
芳
の
机
に
ま
ゆ
み
の
紙
、
背
紙
、松
紙
、筆
な
ど積
み
て碁
代
に
した
り。
育
き透
箱
に陸
爽
紙
、
育
紙
な
ど積
み
て
出
し給
へ
り。
富
の
御
消
息
にて
、陸
奥
紙
に女
仰
書
き給
ふ
。
陸
奥
紙
の
い
と清
らな
る
に雪
降
りか
か
り
た
る枝
に文
を
付
け
た
る
、
陸
奥
紙
に
て
あ
る文
を
、蔵
人
の
少
将
の
君
して
奉
らす
。
青
きす
き箱
にみ
ち
の
くに
が
み
膏
紙
な
どつ
み
て
あ
り。
第
一
表
家
司姪弟
（註
略
）等
昇
表
案進
中 務
省
く
（中
略
）但
其
表
者
以
陸
奥
紙
書
之
、紙
員
重
文
一
枚
、
又
表
裏
二
枚
、
1首
畳
其
上
、文
以
一
枚
褒
之
〉
両
宮
記
云
省
官
付
内
侍
加
苑
是
近
衛
将
返
賜
表
取
裏
紙
一
枚
巻
表
上
入
曲
以
一
重
表
面与
返
加
苑
三
度
以
下
付
子
程
奉
不
加
苑
是
以
乃
陸
奥
紙
二
重
頭
別
延
天
理里
答
上
左
右
一
枚
於
殿
上
参
内
或
付
弟
三
度
賜
勅
答
下
賜
表
、
しづ
の
を
た
ま
き
く
りか
へ
し、
いや
しき
心
一
つ
を千
くさ
に
な
して
い
ひ
あ
つ
め
た
れ
は
（中
略
）
、近
江
の
海
の
水
茎
も尽
ぬ
べ
く書
き
あ
つ
め
ば
、み
ち
の
くの
ま
ゆみ
の紙
もす
き
あ
ふ
ま
じ
く
と云
に
、
〈云
々
〉
自
くき
よ
げ
な
る陸
奥
紙
に
、
い
と
い
とほ
そ
う書
くべ
くは
あ
らぬ
筆
して
文
書
き
た
る
。
枕
が
み
の
か
た
に
、朴
に紫
の
紙
は
りた
る扇
、
ひ
ろ
ご
りな
が
らあ
り、
み
ち
の
くに
紙
の
畳
紙
の
ほ
そ
や
か
な
る
が
、花
か
車工
か
、す
こ
しに
ほ
ひ
た
る
も九
帳
の
も
とに
ち
りぽ
ひ
た
り。
（中
略
）香
の
紙
いみ
じう
しめ
た
る
に
い
と
を
か
し。
前
近
き透
垣
の
も
と
に
、
を
か
しげ
な
る植
の
紅
葉
の
す
こ
し
もみ
ぢ
た
る
を
、折
らせ
給
ひ
て
、勾
械
にお
しか
か
らせ
給
ひて
、
柿
紙
を以
て
可
雷
、柿
紙
と云
は
檀
紙
四枚
合
て
、柿
を
曳
能
々打
、手
本
を書
又
写
して
も其
字
を
一
々
にえ
り明
て
、其
中
へ
筆
を入
て
、
文
字
を如
書
手
習
双
紙
を
置
て
え
りめ
の
あ
い
よ
り書
べ
し。
i由
紙
之
久成
て
墨
不
付
に
は
紙
を少
し湿
して
ぬ
ぐふ
て
可
書
、又
は
綿
に
油
を
少
し
しめ
し紙
の
上
を
薄
〈ぬ
ぐふ
べ
し、
さで
か
くべ
き
な
り
。
／
一
、
油
紙
の
油
を取
事
、
i自
を
曳
て
物
を
か
け
、や
が
て樋
紙
を巻
重
て火
に媛
め
て
堅
く捻
、て
懐
に入
て
、四
五
夜
も置
ぬ
、又
は
風
の
あ
た
らぬ
物
に入
て、
十
日計
置
ペ
し。
／
一
、檀
紙
打
紙
には
筆
を浮
て綴
緩
と取
て静
に
可
書
、打
紙
には
墨
を厚
く摺
る。
纏
紙
には
薄
〈摺
る
。／
一
、薄
紙
に物
書
事
、綿
に
て
上
紙
さそ
りて
可
書
、又
灯
心
を以
て
さ
そ
り可
書
、
又
油
を取
事
、夏
は
春
喜王
を
メiJ
て
ひ
ろ
げ
て
其
上
に
樹
氏を
置
け
草
を敷
鮒対日
此
一
夜
置
て可
見
な
り。
大
式
部
は
、み
ち
の
くの
か
み
の
め
、殿
の
宣
旨
よ
。
.E!P
令
申清
書
可
献
之
由
、
〈相
加
下
給
白色
紙
陸
奥
紙
等
依
檀
紙
凡
書
白色
紙
、是
天
慶
九
年
例
也
、
〉
陸
奥
紙
の
厚
ご
え
た
る
に
、匂
ひ
ば
か
りは
、深
う
しめ
給
へ
り。
陸
奥
紙
に
、
う
ち
とけ
書
き給
へ
る
さへ
ぞ
、め
で
た
き
。
陸
奥
紙
に
、
い
た
う古
め
き
た
れ
ど、
書
きざ
ま
、
由ぱ
み
た
り。
う
る
は
しき
紙
屋
紙
、陸
奥
紙
な
どの
ふ
くだ
め
る
に
、古
こ
と
ど
もの
、
目馴
れ
た
る
な
どは
、
御
文
は
、
い
と、
香
ば
しき
陸
奥
紙
の
、す
こ
し年
経
、厚
きが
、
貧
ば
み
た
る
に
、
白
き紙
の
、
H・
H・
ふ
くよ
か
な
る陸
奥
紙
に、
こ
の
文
の
言
葉
、
い
と
う
た
て
、強
〈、
憎
げ
な
る
さ
まを
、陸
奥
紙
に
て
、年
経
にけ
れ
ば
黄
ば
み
、厚
ご
た
え
た
る五
六
枚
、
さす
が
に
、
香
に
い
と深
く
しみ
た
る
に
、書
き給
へ
り。
陸
奥
紙
五
六
枚
に
、つ
ぶ
つ
ぶ
と、
あ
や
しき
鳥
の
跡
の
や
う
に書
きて
、
陸
奥
紙
に、
追
ひ
つ
ぎ
か
さ給
ひ
て
、
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
29
源
氏
物
語
宿
木
42 
30
御
堂
関
白記
44
寛
弘
6年
12
月
2日
31
 御
堂
関
白記
45
長
和
5 年
7月
10
日
32 
小
右
記
46
長
和
3年
12
月
22
日
33
 
小
右
記
47
治
安
3年
11
月
19
日
34 
小
右
記
47
万
寿
4 年
11
月
30
日
35
 
小
右
記
47
長元
2年
7月
16
日‘
36 
小
右
記
47
長
元
5 年
8月
28
日
37
左
経
記
48
寛
仁
2 年
2 月
5日
38
左
経
記
48
寛
仁
4年
8月
14
日
39
後
朱
雀
天
皇
震
翰
〈端
書
〉
当
今
御
48
長
久
5 年
〈近
衛
家
蔵
〉
筆
40
新
猿
楽
記
51
 
41
夜
の
寝
覚
巻
ー
52
 
》も.p.
.四こ�
42
 日
時
日
53
承
暦
4 年
7月
21
日
43 
帥記
54
承
暦
5 年
3月
15
日
44 
水
左
記
56
承
暦
3年
4月
26
日
45
讃
岐
典
侍
日記
十
六
御
重
態
57 
46
讃
岐
典
侍
日記
十
八
人
々
の
な
げ
57
き
47
殿
暦
63
康
和
4年
7月
5日
48
殿
暦
63
康
和
4 年
9月
17
日
49
殿
暦
63
康
和
4 年
10
月
7日
50
殿
暦
63
康
和
5年
12月
9日
51
殿
暦
64
天
仁
元
年
8月
13
日
52
殿
暦
64
永
久
元
年
正
月
1日
53
 
今
昔
物
語
巻
二
十
四
公
任
大
67
納
言
読
扉
風
和
歌
語
第
三
十
三
54
 
今
着
物
語
巻
二
十
四
播
磨
国
67
郡
司家
女
読
和
歌
語
第
五
十
六
55
今
昔伽
苦
二
十
八
68
 
< 
2 
> 
史
料
本
文
陸
奥
紙
に
、
ひ
き
もつ
くろ
は
ず
、
まめ
だ
ち
て
書
き給
へ
る
し
も
、
い
とを
か
しげ
な
り。
従
大
内
有
御
産
養
事
、御
使
左
近
少
将
宕
荘
、御
前
物
、
上
達
部
、侍
従
饗
、
大
掛
十
七
、
白絹
百
二
十
疋
、綿
五
百
屯
、信
濃
布
五
百
端
、紙
六
百
帖
、
屯食
廿
具
、
右
大
臣
、
内
大
臣
以
下
、
悉
参
入
。
…
・・・
博
士
三
人
賜
様
、数
献
後
、
置
紙
。
公
紙
甚
依
下
品
。
給
陸
奥
紙
。
i原
中
納
言
・…
・・在
別
紙
。
候
内
年
物
等
、令
献
宮
、沙
金
百
雨
、檀
紙
五
十
帖
。
色
紙
五
十
巻
。
前
陸
奥
守
済
家
並
按
察俸
料
、絹
四
十
疋
、
別
栂
紙
十
帖
、
師
升
貢忠
丞
相寄
文
書
檀
紙
、兼
通
書
紙
屋
紙
、太政
大
臣之
時
被
入
、依
関
白書
件
紙
欺
、古
伝
云
、表
或
書
紙
屋
紙
者
、以
是可
頼
通
書
白色
紙
無
所
拠
、以
次
人
可
書
檀
紙
敗
、
陸
奥
守
孝
義
志
檀
紙
十
帖
、
右
中
弁
頼
任
持
来
伊
賀
守
光
清
申
文
、
書
纏
紙
〈従
官
、
其
上
文
不
見
、書
但
紙
、
〉
出
羽
守
為
通
密
々進
陸
奥
紙
漆
等
。
先
奏
草
、決
奏
清
書
、
〈書
黄
紙
、
〉即
入
上
表
宮
、重量
償
紙
、
返
給
令
清
書
〈書
賛
紙
無
御
画
〉
（中
略
）
、次
頭
中 将
以
勅
答
〈無
上
紙
〉
入
表
答
、以
檀
紙
一
枚
褒
答
、
護
国
品
中
多
間
天
三
種
陀
羅尼
可
寄
進
奥
手間て
可
借
他
筆
者
也
。
四
郎
君
受
領
郎
等
刺
史
執鞭
之
図
也
（中
略
）常
担集
諸
国
土
産
、貯
甚
豊
也
、
所
謂
（中
略
）陸
奥
駒
又
檀
紙
、
陸
奥
紙
七
八
枚
ば
か
り
につ
き
もせ
ず
つ
く
して
、
さす
が
に
ま
た
、
ひ
き返
じ、
（中
略
）
こ
ま
ご
ま
と書
き給
て
、
中
に
しろ
き紙
の
、世
の
つ
ね
な
ら
ぬ
さ
ま
した
る
に
、
大
内
記
持
来
清
書
〈黄
紙
入
管
同
前
、
〉
（中
略
）
跳
取
御
表
笛
〈褒
檀
紙
、
被
結
中
云
々
〉被
持
参
了
。
上
加
菌
為
御
拝座
〈使
有
綱
朝
臣
、
告
文
左
衛
門
、権
佐
行家
朝
臣草
之
、檀
紙
書
之
、
〉和
j光
此
間
退
出
了
、
皇
女
令
子
宣
為
内
親
王
者
、
〈書
御
名
ニ
字
於
檀
紙
一
枚
所
下
也
、
〉
伊i
の
、
氷
な
ど参
らせ
御
汗
な
どの
ご
へ
と仰
せ
られ
ば
、
御
枕
が
み
な
る陸
奥
紙
して
御
貨
の
わ
た
りな
どの
ごひ
参
らす
るほ
どに
、
い
み
じ
く苦
し
くこ
そ
な
る
な
れ
。
わ
れ
は
御
汗
を
の
ご
ひ
まゐ
らせ
つ
る陸
奥
紙
を顔
にお
しあ
て
て
ぞ添
へ
ゐ
られ
た
る
。
余
着束
帯
、於
中
門
競
取
之
、過
昇
於
便
所
見
之
〈返；
給
之
時
、以
檀
紙
二
枚
表
答
（中
略
）
二
枚
ハ重
紙
也
、
重
一
枚
、次
又
重
〈天
〉巻
二
枚
又
以
一
枚
巻
英
上
、
而
返
給
時
懸
〉表
懸
紙
一
枚
也
、上
時
、紙
一
枚
云
々
、
画
上
檀
紙
二
枚
を
も
て押
褒
上
、
檀
紙
一
枚
か
さ
ね巻
、
か
け
紙
二
枚
、其
上
又
一
枚
を巻
入
宮
、以
樋
紙
四
枚
褒
上
、
名
字
見
了
、
〈書
横
紙
、
ウ
ラ紙
ア
リ、
カ
ケ
紙
ア
リ〉
余
以
中 将
、有
内
出
居
表
筈
並
檀
紙
等
を進
取
、I!
P持
来
、
理
髪
御
髪
を末
をご
に分
取
〈天
〉先
左
方
を褒
之
、用
檀
紙
、在
筈
懸
子
紙
ひ
ね
りを
取
て結
之
、
御
B手
風
を新
し
くせ
させ
給
ひ
て
、色
紙
に書
か
む料
に歌
読
ど
も
に仰
せ
給
ひ
て
、
（中
略
）
そ
この
御
歌
な
くば
、総
て色
紙
形
を書
か
る
ま
じ
き
な
り。
（中
略
）
此
れ
は
長
き名
か
な
、
とう
ち云
ひ
て
、懐
よ
り陸
奥
紙
に書
き
た
る款
を取
り出
で
て殿
に奉
り給
へ
ば
、
（下
略
）
綻
び
をば
縫
は
ず
して
、陸
奥
紙
の
破
れ
の
か
うぱ
しき
に文
を
書
きて
、
五
月
の
霧
雨
しけ
る程
、女
の
鏡
を
売
に定
基
朝
臣が
家
に来
た
りけ
れ
ば
、
取
入
て
見
る
に
、五
寸
許
な
る押
覆
ひ
な
る張
富
の
沃
懸
��
に賛
に
蒔
る
を陸
奥
紙
の
綾
き
に褒
て有
り。
ト� 、
史
料
名
56
今
昔
物
語
57
吉
本
説
話
集
58
 
大鎖
59
 
長
秋
記
60
 
長
秋
記
61
長
秋
記
62
長
秋
記
63
長
秋
記
64
 
長
秋
記
65
長
秋
記
66 
中
右
記
67
 
中
右
記
68
中
右
記
69
 
中右
記
70
 
中
右
記
71.
 
中
右
記
72 
中
右
記
73
類
繁
雑
要
抄
74 
類
家
雑
要
抄
75
魚
魯
愚
紗
76
 
魚
魯
愚
抄
77
 
魚
魯
愚
妙
78
 
魚
魯
愚
紗
79 
今
鏡
80
 
今
鏡
81 
兵
範
記
82
兵
範
記
83
兵
範
記
巻
冊
：頁
：
和
年
号
巻
三
十
品
不
賠
人
68
去
委
後
返
倭
語
第
十
一
公
任
の
丸
納
言
扉
風
69
の
歌
を遅
〈進
らる
る事 左
大
臣師
デ
70 72
天
永
2 年
12
月
14
日
72
天
永
4 年
7月
13
日
72
大
治
2 年
11
月
14
日
72
大
治
4 年
正
月
1 日
73
長
承
3年
12
月
5 日
73
保
延
元
年
4月
27
日
73
保
延
元
年
6 月
27
日
74
康
和
4 年
10
月
7 日
74
康
和
4年
7月
5日
74
 E東
和
5 年
12
月
9日
74
長
治
2年
正
月
20
日
74
長
治
2 年
2月
13
日
76
大
治
4年
4月
6日
76
大
治
4 年
7月
l日
巻
四
77 
巻
四
77
 
別
録
一
褒
硯
墨
筆
78
賜
外
記
喜本
或
秘
抄
78 
表
現
事
78 
或f.
.Z次
第
78
 
藤
波
の
下
第
六
83
 
竹
の
よ
紫
の
ゆ
か
り
第
七
83 84
久
安
5年
10月
16
日
85
仁
平
2年
8月
28
日
85
仁
平
4年
2月
11
日
< 
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> 
史
料
本
文
7k
に入
れ
て
見
け
る
を急
ぎ取
上
て
、陸
奥
紙
に褒
て
返
し遺
け
る
に
、其
の
紙
に此
な
む
書
き
た
りけ
る
。
（中
略
）
、
内
に持
入
て披
て
、
見
れ
ば
、酎
正に
此
く書
き
た
り。
別
人
の
歌
、
な
くて
も
あ
りな
む
、御
歌
な
くは
、お
ほ
か
た
、色
紙
形
を書
く
ま
じ
き
こ
とな
り。
（中
略
）懐
よ
り陸
奥
紙
に書
きて
進
りた
まへ
ば
、
ひ
ろ
げ
て
前
に
お
かせ
た
まふ
に
、
（上
略
）ー
す
ぢ
を
陸
奥
紙
に
お
き
た
るに
、
い
か
に
もす
き
ま
見
え
た
まは
ず
とぞ
申
し伝
へ
た
め
る。
（下
略
）
其
左
置御
孝
経
、
〈自
筆
寛
治
紙
墨
堺
、唐
羅
育
表
紙
薄
育
以
檀
紙
二
枚
褒
其
紛
也
上
横
褒
也
在
良
永
実
害
檀
紙
、敦
光独
書
伊l
紙
、各
相
加
案
可
留
本
家
在
也
、
引裏
紙
、
巻
加
一
審
紙
中
、
以
紙
経
結
其
中
、
頭
中
将
下
御
名
、書
祖
紙
一
枚
、殺
仁
、上
卿
結
申
、
〈無
礼来氏
〉
其
儀
知
新
式
〈去
廿
八
日付
蔵
人
大
学
頭
資
充
所
被
進
也
、
害
担
紙
以
弐
口
口令
清
書
、加
ネL
紙
、不
入
管
云
々
又
御
手
筈
蓋
敷
檀
紙
、
早
朝
奉
内
府
子
消
息
、借
申改
元
勘
文
等
、
乃
被
正
文
三
通
、
各
書
檀
紙
、
｛牛
十
所
願
寺
、書
檀
紙
、
目
下
加
署
、有
褒
紙
、無
ネほ氏
召
右
京
大
夫
定
笑
朝
臣
〈着
衣
冠
、
〉令
清
書
、
〈砲
紙
二
枚
、
〉殿
下
御
覧
清
書
之
後
、年
号
之
下
自筆
令
加
判
絵
、
自令
褒
表
紙
〈先
表
紙
一
枚
、
次
ネほ
氏二
枚
巻
重
次
共
其
上
又
ネほ
氏一
枚
也
云
々
〉
（中
略
）但
ネL
紙
只
一
枚
也
、
又
以
檀
紙
二
枚
推
褒
表
答
上
、
江
中
納
言
之
所
撰
申.
t,、通
、兼
実
、
〈件
二
名
書
横
紙
、勘
本
文
、不
書
年
号
〉
先
硯
、筆
塁
、褒
摺
紙
（中
略
）殿
下
兼
紙
捻
二
筋
入
御
懐
紙
中
令
持
給
也
、
三
度
、佐
多
勝
、懸
物
種
紙
十
帖
従
御
前
被
下
、
殿
下
加
御
名
紙
、入
曲
、以
檀
紙
令
褒
画
給
、
加
御
名
入
答
、以
梅
紙
令
褒
給、
手
筈
条
第
三
懸
子
納
云
々栂
紙
一
帖
。
廿
五
枚
硯
笛
条
懸
子
身
納
云
々檀
紙
一
帖
檀
紙
一
枚
硯
表
紙
端
左
上
端
当上
下
下
中
へ
押
入
如
羨焼
石
、
硯
（上
略
）可
摺
之
程
摺
付
墨
絵
之
高
植
紙
二
枚
褒
之
、縦
褒
押
入
上
下
也
要
抄
云
天
裳
九
年
八
月
十
日直
講
師
元
入
来
雑
言
次
云
硯
以
檀
紙
一
枚
褒
之
以
紙
端
当硯
左
耳
如
造
紙
上
下
如
褒
焼
石
、
以
家
司給
硯
墨
筆
等
於
外
記
／
褒
様
大
硯
一
面
〈檀
紙
二
枚
褒
之
推
入
上
下
〉
大
墨
一
廷
〈以
例
美
紙
褒
之
半
過
ヲ褒
之
件
ノ表
紙
ノ墨
ノ除
益末
ノ捻
自ハ
細
紙
捻結
之
如
↑亘
〉
白管
室者
二
巻
〈有
笠
柄
褒
ニ
不
巻
紙
枚
実
也
〉
以
上
墨
筆
等
表
加
之
以
栂
紙
二
枚
〈縦
褒
云
々之
〉
紅
梅
の
陸
奥
紙
に巻
き
た
る箇
、腰
に
さ
して
、琴
爪
生
して
ぞ
お
は
しけ
る
。
陸
奥
紙
して
ひ
き巻
きて
、錦
の
袋
に
も入
れ
ず
、
た
だ陸
鰍
恥
包
み
て
奉
られ
た
りけ
れ
ば
、
「い
と珍
しき
もの
な
りJ
と、
己
上
書
栂
紙
、各
有
裏
紙
懸紙
、
立
蒔
絵
銀.£.ft!
重
厨
子
一
双
、納
〈白
薄
犠
五
十
帖
包
ニ五
十
帖
都
百
帖
、檀
tJU榊
占、
美
紙
五
十
帖
〉
又
入
本
結
、檀
紙
等
置
之
、
史
料
名
84
兵
範
記
85
兵
範
記
86
兵
範
記
87
兵
範
記
88
兵
範
記
89
兵
範
記
90
兵
範
記
91
兵
範
記
92
兵
範
記
93
兵
範
記
94
兵
範
記
95
兵
範
記
96
兵
範
記
97
吉
記
98
吉
記
N
 
99
吉
記
o;
 
100
吉
記
10
1 
吉
記
10
2 
山線
記
10
3 
山塊
記
104
 
山線
記
10
5 
山線
記
106
 
山機
記
10
7 
山
塊
記
108
 
山機
記
109
 
山塊
記
110
 
山線
記
11
1 
山視
記
112
 
山模
記
11
3 
山根
記
114
 
山塊
記
115
 
山携
記
巻
冊
：頁
：
和
年
号
85
仁
平
4 年
3月
25
日
85
保
元
2 年
7月
5日
85
保
元
2 年
8月
14
日
86
保
元
3年
8月
11
日
86
保
元
3 年
10
月
16
日
86
保
元
3 年
12
月
18
8
86
仁
安
元
年
9月
7日
86
仁
安
2年
3月
23
日
86
仁
安
2 年
5月
17
日
86
仁
安
2 年
5月
23
日
86
仁
安
3年
6月
20
日
87
仁
安
3 年
12
月
10
日
87
嘉
応
元
年
6月
17
日
90
寿
永
元
年
2月
29
日
90
寿
永
3 年
3月
98
90
寿
永
3年
3月
11
日
90
寿
永
元
年
8月
14
日
90
元
暦
元
年
11
月
12
日
91
久
寿
2 年
5月
3日
91
保
元
3年
7月
4日
91
保
元
4 年
正
月
12
日
91
永
暦
元
年
12
月
5日
93
治
承
2 年
6月
28
日
93
治
承
2年
11月
12
8
93
治
承
3年
5月
3目
93
治
承
4年
2月
11
日
93
治
承
4年
2月
18
日
93
治
承
4年
2月
19
日
93
治
承
4 年
2月
20
日
93
治
承
4 年
3月
4日
93
治
承
4 年
4 月
10
日
93
治
承
4 年
10
月
23
日
史
料
本
文
三
通
皆
用
槽
紙
、
各
別
裳
懸
紙
等
如
常
、
其
上
安
御
硯
筆
台
三
代
集造
紙
、
下
階
納
薄
様
色
紙
、樹
氏
、打
紙
等
、
檀
紙
両
三
枚
〈己
上
掻
上
富
蓋敷
、纏
紙
入
之
〉
次
御
表
巻
調
、
裏
懸紙
等
、納
宮
中
、以
植
紙
四
枚
〈上
下
各
二
枚
〉褒
之
、結
中
、
中
階
置
硬
答
、
薄
様
檀
紙
美
紙
各
一
両
帖
、百
lj霞i
障
子
立
海
浦
蒔絵
御
厨
子
一
双
、居
間
火
取
硯
筈
、
置；毒
機
檀
紙
美
紙
各
両
三帖
、
< 
4 
> 
定
文
硯
居
折
敷
、
副
筆
墨
料
紙
二
巻
、
〈続
美
麗
槌
紙
各
三
枚
〉兼
｛諸
｛牛
所
、
先
是
檀
紙
五
六
枚
、御
表
笛
等
、
〈在
花
足
下
机
〉
置
御
座
前
、
〈｛牛
檀
紙
任
筈
法
切
調
之
樹
氏懸
紙
耕
地
、
〉
（中
略
）
次
檀
紙
一
枚
為
裏
紙
（註
略
）
又
二
枚
為
懸
紙
、英
上
一
枚
令
巻
給
、
奉
書
写
紺
紙
金
字
妙
法
蓮華
経
一
部
八
巻
、纏
紙
手
筈
二
合
、
次
階
、御
硯
宮
、檀
紙
、
美
紙
、
各
一
帖
、
彼
紙
八
枚
、結
緒
一
筋
（中
略
）表
紙
一
枚
、先
重
巻
之
、
次
懸
紙
二
枚
、其
上
又
一
枚
巻
調
之
、納
管
中
、以
四枚
褒
筈
上
、被
結
其
中
、
刑
部
大
輔
｛書
季
清
書
、用
槌
紙
、有
裏
紙
懸紙
等
、
本
画
納
表
、
〈留
裏
紙
、
文
巻
堅苦
紙
一枚
〉以
祖
紙
二
枚
奏
曲
、先
後
押
合
〈不
結
〉
、
塗
硯
富
一
合
、
檀
紙
三
帖
、
簿
様
ニ
帖
、火
取
母
一
合
、納
檀
紙
廿
四枚
、色
紙
十
二
帖
、
長
方
朝
臣納
朴
画
、以
栂
紙
四
枚
〈各
重
二
枚
〉褒
之
、
今
度
御
報
番
有
裏
紙
、其
上
巻
礼紙
二
枚
、
又
巻
一
枚
、
次
入
管
、
以檀
紙
四
枚
〈各
種
二
枚
〉褒
之
、結
中
如
例
、
皇
后
宮
権
大
夫
朝
卿
清
書
、料
紙
紫
裏
白紙
、有
薄
、
素
紙
御
経
十
二
部
、
奉
書
写
金
字
紺
紙
妙
法
蓮華
経
一
部
、
布
施
樋
紙
〔箱
〕
ニ
合
、
外
記
弘康
持
来
硬
筆
墨
、以
硯
表
徳
紙
、相
合
表
之
、結
中 定
様
鍬
、
左
府
所
信
給
之
硯
一
面
、
〈非
除
目硯互
硬
也
以
檀
紙
褒
之
〉本
様
料
筆
ニ
管
、
墨
一挺
〈以
檀
紙
褒
之
〉
以
使
者
返
上
之
、
予
仰
云
、硯
繊氏
、
次
親
経
持
参
硯
樹氏
、
（中
略
）側
部
不
及
膝
行
〈取
副
拐
、被
書
檀
紙
、殿
下
御
筆
也
略
下
〉
次
頭
弁
光雅
朝
臣
進
出
下
申 文
、
〈折
紙
用
檀
紙
、
自懐
中
取
出
之
余
件
申
文
加
懸
紙
結
中
口所
存
歎
〉
表
筈
褒
縁
、
以
檀
紙
四
枚
褒
之
、頗
引違
押
合
之
、所
下
者
当右
方
、
口上
者
当
中 央
也
、畳
間
植手
島
吉中
、
単
重
一
重
扇
〈褒
白檀
紙
〉
予
二
枚
続
檀
紙
三
巻
、
〈ニ
巻
可
入
、為
用
意
今
一
巻
相
具
也
、加
fl
紙
〉
（中
略
）成
憲
朝
臣
、披
見
加ネ
し紙
封
之
、
被
申
旨
被
害
檀
紙
、
宮
開
儲
沃御
覧
。
帖
紙
結
合
絹
錦
。
又
用
雑
紙
〈三
百
帖
、
自待
、門
彼
献
之
云
々
、
〉有
御
立
願
事
、
大
夫
於
御
前
被
害御
願
書
〈檀
紙
、有
裏
紙
、
無懸
紙
、
〉
令
中目
具
紙
筆
〈槌
紙
こ
巻
、各
続
一
枚
、加
野誠
一
枚
、
〉
勧
文
並
折
紙
、
以
紙
儲
吉之
〈｛牛
紙
捻
兼
用
、意
懐
中
云
々
、
〉
（中
略
）取
檀
紙
一
枚
巻
髭
末
〈件
樹
氏口
口
白ー
折
テ巻
之
、以
槌
紙
短
方
巻
也
、
如
口
立
文
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
〉以
紙
tt.
.t吉之
、
清
書
間
光雅
朝
臣
持
参
表
曲
〈稽
紙
八
枚
上
置
曲
、
加
細
中占
紙
持
参
、
抜
第
揖
退
、
〉
（中
略
）取
檀
紙
一
枚
テ表
ノj端
枚
ノ下
爾
重
テ巻
之
テ
、
又
取
二
枚
テ勝
訴ニ
加
テ
巻
之
テ
、
又
取
一
枚
テ
、其
二
枚
ノ懸
紙
ニ
又
懸
紙
ニ
又
懸紙
ニ
加
テ
、関
函
蓋
テ
、納
表
テ
、覆
蓋
テ
、
以
樹
氏四
枚
褒
之
．
別
当書
檀
紙
樹
受予
、
給
御
返
事
〈紅
悔
匂
檀
紙
三
枚
被
立
文
〉
、
定
長
於
北
面
書
之
、
〈樋
紙
自御
所
下
給
、
〉中
門
廓
被
褒
之
、
〈檀
紙
清
書
之
時
自御
所
。
下
給
紙
、
〉乍
重
徳
紙
二
枚
為
懸
紙
、又
以
一
枚
テ
二
枚
ノ懸
紙
ノ端
爾
加
之
納
答
、以
稽
紙
四
枚
テ
上
下
各
二
枚
ツ
ツ
ニ
テ
褒
之
チ
、以
細
峨
雌
中
テ
尻
頭
ヲ
、
自上
下
取
合
、
次
頭
弁
置
御
料
4野
氏、
光雅持
参
表
富
並
檀
紙
〈八
枚
也
、車
静
香帖
之
相
具
之
、
〉
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
116
 
山塊
記
94
元
暦
元
年
8月
24
日
117
 
山線
記
94
元
暦
元
年
8月
27
日
118
 山
根
記
95
治
員長
4年
正
月
26
日
119
玉
菜
95
承
安
元
年
9月
8日
12
0
三
長
記
96
建
久
6年
8月
19
日
12
1
編
御
記
96
建
永
元
年
4月
24
日
12
2
編
御
記
96
建
保
7 年
4月
11
日
123
編
御
記
96
承
久
4 年
4月
13
日
124
 
禁
秘
御
抄
下
改
元
97 
125
禁
秘
御
抄
南殿
97
 
12
6
禁
秘
御
抄
中
御
書
の
事
97
 
12
7
健
寿
御
前
日記
三
二
御
所
の
しつ
98
らひ
128
八
雲
御
抄
第
二
10
1 
� トQ� 
129
姶
玉
集
五
10
2 
130
建
礼門
続
右
京
大
夫
10
3 
集
13
1 
飾
抄
中
一
弓
箭
104
 
132
 
明
月記
104
建
仁
3年
8月
24
日
133
 
明
月記
105
建
仁
3年
12
月
10
日
134
 
明
月記
10
5建
暦
2年
12
月
28
日
13
5 
明
月
記
10
5
嘉
禄
3年
4月
13
日
136
 
明
月
記
10
6
天
福
元
年
7月
1 日
137
 
平
戸
記
10
9
仁
治
3 年
12
月
23
日
138
 
平
戸
記
109
実
元
2年
5月
27
日
139
古
今
箸
間
集
五
和
歌
11
1
久
寿
元
年
2月
15
日
14
0 
古
今
著
聞
集
十
一
蹴
鞠
11
3 
14
1 
古
今
著
聞
集
十
九
草
木
11
4 
142
 
古
今
著
聞
集
二
十
魚、
虫
禽
獣
11
4 
< 
5 
> 
史
料
本
文
押
遺
画
於
東
方
披
檀
紙
、其
上
披
置
表
、端
一枚
被
巻
、加
檀
紙
一
枚方を
裏
、
次
又
取
二
枚
、
乍
重
為
懸
紙
、
又
取
一
枚
、其
端
為
懸
紙
、披
函
蓋
納
表
。
加
裏
紙
懸
紙
納
曲
、其
上
以
檀
紙
四
枚
褒
之
結
中
、頭
弁
於
鬼
間
裏
表
面
於
纏
紙
二
枚
、
〈不
引
千
加
陪
、此
栂
紙
殊
高
也
、但
救
答
ハ一
枚
爾
文
引
千
加
陪
天
褒
之
欺
、
本
檀紙
ハ折
目
ノ付
テ
奈
陪
多礼
ハ
、為
故
実
事ほ氏
爾
テ
褒
也
、今
度
不
然
、此
担
紙
殊
高
シ
テ
、被
押
廻
也
、云
々
〉
文
書
紙
可
書
栂
紙
鍬
有
裏
紙
懸�
.！£又
封
料
細
紙
寵
慰
紙
内
、
今
日一
昨
日院
所
召
之
手
本
、以
基
繍
進
院
、付
定
能
可
進
之
白所
仰
也
、
〈手
本
四
巻
、大
文
字
一
巻
、合
五
巻
也
〉以
檀
紙
褒
之
、
置
硯
答
蓋
進
也
、返
々神
妙
思
食
者
。
次
召
樹
氏、
紙
二
巻
〈檀
紙
続
六
枚
、
件
樹
氏承
保
不
続
之
云
々
〉
勘
文
付
外
記
〈以
高
値
紙
一
枚
書
之
、不
加
唐
紙
只加
懸
紙
云
々
〉
（上
略
）以
消
息
付
奉
行
職
事
家
光
高
祖
紙
一枚
書
之
加
唐紙
〈不
加
重
紙
〉封
之
。
改
為
貞
応
、
（中
略
）貞
応
之
由
被
仰
下
畢
勘
文
続
高
檀
紙
二
枚
書
之
加
懸
紙
封
之
封
上
加
名
二
字
其
様
如
上
。
年
号
定
之
後
、主
上
於
朝
納
令
書
給
、其
儀
無
別
事
、
高
祖
紙
書
年
号
字
一枚
也
。其
後
万
之
可
書
之
。
巾子
紙
は
檀
紙
用
之
。
料
紙
女
房
許
多
事事
様
、後
々檀
紙
也
。
御
か
け
ご
、御
硯
、檀
紙
な
どば
か
りぞ
、御
あ
た
りに
は
あ
り
し。
作
法
歌
書
様
清
輔
朝
臣
目
、
一
首
歌
は
三
行
三
字
墨
黒
に可
書
、但
二
三
行
も吉
程
鍬
、五
首
己下
は
一
枚
及
十
首
ば
可
続
、皆
用
高
祖
紙
‘
（中
略
）女
歌
薄
様
若
檀
紙
一重
、五
首
己
上
は
面
の
方
へ
引返
て可
書
之
、
ネ凶
氏に
紅
梅
の
槽
紙
を
した
れ
ば
、
か
くい
ひ
っ
か
は
す
。
お
りな
らて
つ
つ
み
こめ
け
る梅
の
花
心
の
い
ろ
を見
す
る
な
る
べ
し。
返
し。
色
も
香
もつ
つ
む
袖
よ
りも
れ
出
る梅
に
は
あ
らで
蓮
花
な
る
らむ
。
女
官
して
、
あ
しで
の
した
ゑ
の
だ
ん
しに
、
た
て
ぷ
み
て
、
くれ
な
ゐ
の
うす
や
う
にて
、
稼
〈宿
老
之
人
、
周
白梅
紙
並
色
紙
、壮
年
之
人
、用
紅
梅
檀
紙
若
薄
様
、
随
年
老
少
、有
色
浅
深
、
〉
仁
安
三
年
四
月
三
日
、石
清
水
臨
時
祭
故
殿
用
拝
領
小
是正
合。
但
頚
紙
を差
改
。
〈云
々
〉
蝋氏
、
陸
奥
紙
或
積
紙
、好
事
雲
客
警
函
薄
様
附託透
夏
直
衣
〈云
々
〉
御
随
身
育唐
＊ru
守衣
、御
随
身
唐
紙
狩
衣
、御
随
身
蘇
芳
唐
紙
狩
衣
、
もた
せ
た
りつ
る物
〈褒
檀
紙
〉可
進
由
可
仰
御
共
｛寺
、予
帰
出
仰
大
路
進
敦
尚
、表
檀
紙
巻
物
を入
御
硯
蓋
持
来
、
色
々檀
紙
手
宮
、寝
所
前
立
厨
子
、
〈積
檀
紙
百
帖
〉
、紅
薄
様
為
火
鉢
下
、
依
夜
深
間
社
旬
、置
例
樋手刷十
帖
、事
了
退
出
平
初
公
音
信
、可
有
条
事
定
佼
議
等
云
々
、右
少
弁
為
経
奉
書
、
〈其
紙
高
値
紙
、
口
口
口代
々
未
見
高
檀
紙
之
書
状
〉
早
旦
、窃
発
等
名
字
、書
耕畳
紙
、
〈有
裏
紙
、
〉菌
！J書
状
今
朝
皮
子
手
箱
二
合
、
〈一
合
納
料
紙
廿
巻
云
々
〉一
合
納
檀
紙
十
帖
〈下
絵
五
帖
、水
又
五
帖
〉覧
以
同
檀
紙
為
中部
昔、
覧
富
二
合
〈合
別
納
檀
紙
十
帖
〉進
殿
下
、殊
被
感
仰
、
〈云
々
〉
（上
略
）竹
皮
子
一
合
〈但
口
等
納
檀
紙
十
帖
〉
〈云
々
〉
法
皇
美
福
門
院
御
同
事
に
て
、
鳥
羽
の
東
殿
よ
り勝
光
明
院
へ
御
幸
有
て
、庭
の
桜
を御
覧
ぜ
られ
！？
り、
先
阿弥
陀
講を
修
せ
られ
け
る
。法
皇
少
納
言
入
道
信
西
を御
使
に
て
、
御
歌
を
内
大
臣
大
納
言
等
に給
は
せ
け
り、
檀
紙
に書
て
さ
く
らの
枝
に付
られ
た
り。
〈云
々
〉
よ
ろ
しき
人
に
は僧
紙
薄
様
、
｛寺
の
量産
に
は
装
束
を給
、
御
前
よ
り蒔
絵
した
る硯
の
ふ
た
に菊
した
絵
に
した
る
檀
紙
を
しき
て
、
お
と
ど又
女
房
に
か
は
りて
、権
紙
にか
き
て
お
な
じ
〈む
す
び
つ
け
け
る
。
史
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年
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今
物
語
11
6 
14
4 
吾
妻
鏡
四
十
二
11
7
建
長
4 年
4月
10
日
145
 
う
た
た
ね
12
0 
146
 
吉
続
記
12
1
文
永
4年
6月
5臼
14
7
吉
続
記
12
2
文
永
5年
2月
28
日
148
吉
続
記
12
2
文
永
5年
6月
25
日
149
吉
続
記
12
2
文
永
8年
正
月
7日
15
0 
吉
続
記
12
2
文
永
8 年
9月
21
白
15
1 
吉
続
記
12
2
建
治
元
年
11
月
2日
Eト α 、A ココ
15
2
吉
続
記
12
2
建
治
元
年
12
月
26
日
15
3
吉
続
記
12
2
正
応
2年
9月
28
日
154
 
と
はず
が
た
り
巻
二
12
3 
155
 
とは
ず
が
た
り
巻
二
12
3 
156
 
とは
ず
が
た
り
巻
二
12
3 
15
7 
とは
ず
が
た
り
巻
三
12
3 
158
実
騎
卿
記
12
4
正
安
4年
2月
2日
159
源
平盛
衰
記
十
九
間
性
検
八
員
12
5
事
160
 
除
目抄
12
6 
16
1 
除
目抄
12
6 
16
2 
除
目抄
12
6 
16
3
花
園
院
御
記
12
7
正
中
2年
12月
11
日
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史
料
本
文
吉
水
前
大
僧
正
と聞
え
しは
、今
は
慈
鎮
和
尚
と申
にや
、天
王
寺
の
別
当
に成
て
、奔
堂
有
け
る
に
、上
重
お
ほ
く具
せ
られ
た
りけ
る
中
に
、
た
れ
が
し
と
か
や
い
ひ
け
る児
を
、天
王
寺
に有
ける
女
、
た
え
が
た
う思
ひ
か
け
て
、紅
悔
の
檀
紙
に
、心
も及
lまず
芦
手
をか
きて
、
この
ち
ご
の
も
と
に
お
こ
せ
た
りけ
り。
（宗
尊
）親
王
自関
本
宿
御
出
、米
一
泊
、着
御
園瀬
宿
、
（中
略
）美
精
好
絹五
十
疋
、美
絹
二
百
疋
、中占
絹二
百
疋
、紺
絹
二
百
端
、紫
五
十
端
、糸
千
雨
、綿
二
千
両
、檀
紙
三
百
帖
、厚
紙
二
百
帖
、
中 紙
千
中占
。
（中
略
）各
被
置
休
所
〈云
々
〉
春
の
の
どや
か
な
る
に何
とな
くつ
も
りに
け
る手
習
の
ほ
ん
ご
な
どや
りか
へ
す
次
で
に
、
か
の
御
文
共
を
と
り出
で
見
れ
ば
、硯
の
蓋
もせ
で
有
りけ
るが
、
か
た
は
らに
見
ゆ
る
を
引寄
せ
、
そ
ぎ落
した
る髪
を
お
しつ
つ
み
た
る陸
奥
国
の
か
た
は
らに
只
うち
J思
ふ
こ
とを
か
きつ
くれ
ど
、外
な
る灯
の
光
りな
れ
ば
筆
の
た
ち
と
も見
えず
、
自懐
中 取
出
小
折
紙
進
上
卿
、
〈光
朝
於
鬼
問
、高
祖
紙
ヲ折
紙
に折
テ
書
任
人
下
之
、
〉
（中
略
）
次
賜任
人
折
紙
於
弁
、弁
取
之
置
前
、次
置
勿
摺
墨
、染
筆
〈二
管
〉
之
後
経主婦氏
、次
第
書
之
、書
了
懐
中
小
折
紙
、除
書
取
i!J
m
起
座
、参
進
上
卿
座
前
之
、小
折
紙
自懐
中 取
之
、伝
上
卿
、
自殿
下
被
下
小
折
紙
、予
於
鬼
問
書
之
、
〈高
檀
紙
内
々
申出
〉
（中
略
）
自懐
中 取
出
小
折
紙
下
之
、
蔵
人
左
親
朝
参
進
朝
、進
御
名
字
勘
文
〈高
檀
紙
書
之
、於
鬼
問
兼
書
之
懐
中
之
〉上
郷
彼
覧
之
、
持
御
名
字
二
週
、
〈高
檀
紙
、無
裏
懸紙
〉
出
陣
下
口宜
、
〈可
載
呪
願
文
御
願
趣
也
、書
宿
紙
、
（非
折
紙
立
紙
也
）
、徒
手
持
之
、不
懐
中 如
何
、
〉上
卿
被
結之
、
〈於
口宣
者
不
結
敗
、
可
尋
、
〉
（中
略
）持
参
願
呪
文
〈書
高
祖
紙
〉
任
人
被
害
下
小
折
紙
、
（中
略
）加
害
写
可
下
歎
、
〈相
副
担
紙
被
下
之
、
〉書
様
如
此
、
〈各
折
紙
一
枚
喜
之
〉
殿
下
召
予
被
下
小
折
紙
、於
殿
下
御
前
書
写
之
、
〈高
値
紙
自御
所
被
下
之
〉
（中
略
）出
降
下
小
折
紙
〈先仰
任
人
之
後
自懐
中 取
出
下
之
、
〉
次
兼
仲
朝
臣表
面
檀
紙
中
車辞
書
〈樋
紙
ヲ
タ
タ
ミテ
置
檀
紙
上
〉等
持
参
、
置
御
座
前
、画
在
檀
紙
上
、
（中
略
）次
殿
下
御
表
加懸
紙
〈以
一
枚
重
端
巻
之
、次
以
二
枚
加稽
紙
、次
又
以
二
枚
加
之
〉入
画面
、改
裏
曲
被
結
中
、
〈以
償
紙
四
枚
押
合
被
褒
之
如
例
款
、師
釣
結
之
〉
公
卿
六
人
に太
万
一
つ
づ
っ
、女
房
た
ち
の
中
へ
、祖
泉氏
百
帖
ま
ゐ
ちせ
らる
女
房
た
ち
の
中
へ
は
、箔
、洲
流
し、
名
し
たへ
、紅
織
な
どの
槌
紙
百
。
局
にす
べ
りて
う
ち寝
た
る
に
、
い
ま
の
御
小
袖
の
つ
ま
に物
あ
り。
取
りて
み
れ
ば
、陸
奥
紙
を
い
さ
さか
破
りて
、
女
房
た
ち
の
中
叫
宣
紙
百
、染
物
な
ど
にて
や
うゃ
うの
作
り物
を
して
置
か
れ
、
引合
百
柏
、厚
紙
五
十
帖
進
入
、又
檀
紙
少
々置
之
、人
々分
取
了
。
八
百
部
の
転
読
、
か
つ
か
つ
供養
有
べ
し
とて
、
（中
略
）
己
上
回
種
を被
富lj
た
り、
砂金
八
両
、稽
紙
八
束
、
白布
八
端
、綿
八
箇
、都
合
八
種
の
布
施
也
。
執
筆
間
事
／
保
延
三
正
五
叙
位
内
大
臣殿
〈字
治
左
〉初
執
筆
晩
頭
召外
記
下
給
硯
筆
墨
知
信
朝
臣下
之
御
硯
令
能
洗
〈天
〉以
檀
紙
一
枚
褒
之
上
下
折
入
褒
之
〈白
管
筆
二
管
〉墨
〈頗
大
〉
以
檀
紙
一
枚
褒
之
奥
三
寸
許
返
墨
入
ニ
反
許
巻
其
上
筆
被
表
紙
た
け
に巻
て
上
下
を被
推撚
此
事
今
朝
召
予
〈云
々
〉
寛
元
二
十
二
十
七
京
官
除
呂執
筆
左
大
臣殿
〈同
上
〉硯
以
高
祖
紙
二
枚
被
褒
如
常
不
褒
して
被
下
之
外
記
褒
之
（中
略
）以
同
檀
紙
二
枚
紙
た
け
に褒
〈天
〉上
下
を
推返
て被
下
之
（上
略
）硯
以
栂
紙
二
枚
羨
之
如
例
〈檀
紙
頗
普
通
非
陸
奥
之
祖
紙
〉筆
如
例
墨
靭
摺
た
る跡
あ
り褒
て
被
下
之
以
檀
紙
二
枚
紙
た
け
に望号
之
上
下
を折
テ
被
下
之
硯
（下
略
）
今
朝
書
関
東
状
、
（中
略
）抑
状
二
枚
禽
之
、加
ネし
紙
、切
懸
封
之
、不
加
立
紙
、入
画
、以
讃
岐
檀
紙
一
枚
表
之
、上
下
書
封
如
恒
。
一
和
歌
樹
氏書
ゃ
う
、公
方
様
又
暗
の
時
、或
出
買に
て
の
時
ハ
、讃
岐
檀
紙
を上
下
切
調
て
、
た
か
さ
ー
尺
計
仕
候
な
り、
上
様
の
御
憶
紙
よ
り
ハ
、高
さ
ハ
恐
候
て候
問
、少
ひ
さ
く切
候
也
、機
ハ憶
紙
の
あ
り次
第
也
、但
袖
口ハ
手
打
置
i戻
程
候
也
、其
此
方
に
ハ
詠
の
字
を書
候
へ
〈候
（中
略
）女
房
の
懐
紙
ハ
、重
た
る薄
様
又
ハ薄
檀
紙
な
とに
、一
重
にか
くな
り、
面
計
に
か
きて
、ほ
と
けぬ
様
に押
ま
きて
、上
一
寸
四
五
分
を様
様
に押
折
也
、
内
々の
会
に
ハ
、
引
合
な
とを
も用
也
、
（下
略
）
E トE、 Dーコ‘
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今
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書
札
礼
167
書
札
礼
法
抄
168
庭
訪｜！
往
来
169
入
木
抄
170
入
木
抄
17
1 
園
太暦
172
 
国
太暦
173
河
海抄
174
 師
守
記
175
師
守
記
176
師
守
記
177
師
守
記
178
師
守
記
17
9
師
守
記
180
 
師
守
記
18
1 
師
守
記
182
師
守
記
183
師
守
記
184
 
師
守
記
185
師
守
記
186
 
師
守
記
187
 
師
守
記
188
師
守
記
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9
師
守
記
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蓬
生
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：頁
：
和
年
号
史
料
本
文
12
7 
ー
け
そ
う文
を
書
様
、
（中
略
）料
紙
ハ皆
色
々の
うす
や
うな
り、
時
に随
而
也
、又
中
々
に
引
合
な
とみ
ち
の
くの
か
ミも
え
な
らぬ
と源
氏
に
か
け
る
も
、
号｜
合
の
事
也
、
（下
略
）
12
7 
一
文
の
料
紙
ハ
、
（中
略
）源
氏
に
も書
て
候
、道
の
くか
ミの
え
な
らぬ
な
と
と申
へ
く候
ハ
、
当時
の
引合
事
にて
候
、
（下
略
）
12
7 
一
、
文
を筈
（中
略
）上
一
寸
あ
ま
り、
下
向
前
、是
は
引合
杉
原
な
どの
紙
也
。／
武
家
には
杉
原
な
らで
は
文
を
ば
か
か
ぬ
事
也
。
引
合
、祖
紙
な
ど
に
て
は
努
々不
可
書
。但
、
女
性
の
本
へ
の
文
には
、又
引合
、樋
紙
に
て
書
きて
、杉
原
にて
は
書
べ
か
らず
。女
性も
又
杉
原
に
て
文
書
事
は
な
し。
又
武
家
の
御
下
文紙
と申
は
、今
は鎌
倉
紙
也
。杉
原
には
あ
らず
。／
関
東
先
代
の
時
は
、武
家
の
書
札
は格
別
に分
明
に
見
え
た
り、
建
武
、暦
応
以
来
、武
家
御
在
洛
の
後
は
、
公
家
、武
家
、｛
曽家
の
書
札
、皆
同
じゃ
う
に害
事
お
ほ
し。
／
（文
書
の
宛
所
の
書
様
につ
い
て
）建
武
暦
応
以
後
、公
家
、
武
家
混
合
した
る事
とも
あ
り。
12
9 
讃
岐
円
座
問
視
紙
、
13
0 
料
紙
事
、細
々御
手
習
檀
紙
相
違
な
きか
、真
の
もの
は
打
紙
よ
く候
也
、凡
つ
ね
にな
に
を
も
可
被
用
候
、初
心
の
時
は
御
手
に書
付
け
候
は
ぬ
紙
に
は
蓄
に
く
く候
問
、
て
う
れ
ん
の
ため
には
何
紙
に
もか
き候
也
。
13
0 
御
筆
事
、
凡
筆
を
用
る事
料
紙
に
よ
り候
也
、打
紙
には
卯
毛
、只
の
紙
には
鹿
毛
にて
候
、指
紙
には
冬
毛
、杉
原
には
夏
毛
（下
略
）
、
130
延
文
2年
3月
26
日
招
引
実
遠
朝
臣令
清
書
百
首
愚
詠
、讃
岐
高
僧
紙
十
五
枚
切
続
〈高
一
尺
二
寸
〉
令
書
之
、
先
日相
談
宗
匠
樽
門
〈為
定
入
道
〉之
処
、
ー
尺
ニ
寸
13
1 文
和
5 年
3月
3日
13
2 
13
5暦
応
2年
8月
1日
13
5 暦
応
3 年
2月
2日
13
5
暦
応
3 年
4月
5日
13
5
暦
応
4 年
正
月
10
日
13
5
暦
応
4年
正
月
11
日
13
5
磨
応
4年
正
月
28
日
13
6 康
永
3年
正
月
10
日
13
6
康
永
3 年
8月
6臼
13
6
康
永
4 年
3月
11
日
13
6
康
永
4 年
5月
17
日
13
6
康
永
4 年
6 月
6臼
13
6
康
永
4年
9月
27
日
13
6
貞
和
元
年
10月
10
日
13
6
貞
和
元
年
11
月
13
6
貞
和
元
年
11
月
30
日
13
6
貞
和
2年
2月
68
八
分
為
寸
法
之
白返
答
者
、貞
和
予
ー
尺
二
寸
切
之
是先
公
懐
紙
〈元
応
〉正
本
見
及
有
之
、
の
如
此
、
今
度
非
可
相
違
、
侃
彼
寸
法
用
之
獄
、
又
未
被
行
中 殿
宴
之
間
不
可
書
応
製
痘
下
〈下
恐
上
誤
〉字
、如
此
之
時
大
箆書
姓
否
両
説
也
、
大
略
書
之
也
、
而
八
雲
抄
大
臣不
載
姓
之
由所
見
也
、
去
正
中
二
年
之
始
御
会
、先
公
為
前
左
大
臣不
令
書
給
、E
談
合
後
照
念
院
博
隆
被
定
了
、彼
時
沙
汰
之
次
第
在
文
書
也
、又
春
日間
詠
四
字
、
人
々大
略
之
、但
文Mi
楕
御
会
己
後
、
書
応
袈
匡上
之
時
或
略
之
、E
宿
老
人
大
略
不
審
之
、
先
公
元
応
御
百
首
為
当職
、
Ml
被
載
応
製
臣
上
不
令
書
給
、予
貞
和
不
審
之
、fJ1
又
今
度
不
書
之
也
（下
略
）
御
製
高
祖
紙
に被
遊
了
、
中 殿
御
会
以
前
は
、普
通
檀
紙
候
歎
「樋
紙
也
、陸
奥
国
よ
り祖
紙
を
す
きは
じむ
、檀
は
ま
ゆみ
の
木
也
、万
葉
にみ
ち
の
くの
ま
ゆ
み
の
紙
とあ
りJ
今
朝
椙
原
十
帖
進
上
家
君
（師
右
）
、次
進
頭
殿
（師
茂
）御
方
〈扇
三
本
筆
一
巻
墨
ー
廷
、
〉御
返
檀
紙
三舶
、
纏
紙
十
帖
也
、弟
子
二
人
間
道
、各
檀
紙
一
帖
、扇
一
本
也
、
植
草丘
一
束
、備
縫
加
布
施
、
内
々御
方
く予
母
儀
＞樹
氏十
帖
、
引
出
物
檀
紙
十
帖
、
中
紙
十
帖
引
出
物
家
君
美
紙
十
中占
、天
王
子
金
剛
十
束
也
、国
土
殿
檀
紙
三
帖
、扇
二
本
、
予
檀
紙
二
帖
、扇
一
本
、外
史
同
前
、家
国
檀
紙
口
巴
国
継
梅
紙
一
帖
賜
之
、
横
紙
十
帖
、
扇
子
一
本
、槌
紙
五
帖
、
扇
子
一
本
、外
史雑
紙
十
帖
、党
照
房
檀
紙
五
帖
、
扇
一
本
、
家
君
御
分
厚
紙
十
帖
、
中 紙
十
帖
、
内
々
御
方
檀
紙
十
申占
、
檀
紙
二
帖
、
御
布
施
、
中
紙
十
帖
、雑
紙
十
帖
、
今
日御
修
善
加
布
施
抱
紙
十
帖
縛
尼
御
方
、檀
紙
十
帖
女
房
御
方
、権
紙
十
帖
姫
御
前
御
方
、担
紙
十
帖
空
照
御
房
、雑
紙
十
中砂時
己殿
、檀
紙
十
帖
兵
部
大
夫
入
道
殿
、檀
紙
十帖
元
園
、折
紙
、
今
日御
修
善
加
布
施
檀
紙
十
帖
禅
尼
御
方
、樹
氏十
帖
女
房
御
方
、樹
氏十
帖
姫
御
前
御
方
、臨
氏十
附
柑
E服
、檀
紙
十
中占
外
記殿
、
檀
紙
十
帖
友
阿
、檀
紙
十
帖
普
覚
、檀
紙
十
帖
、
布
施
導
師
檀
紙
十
帖
、諸
僧
雑
紙
十
帖
く代
百
文
〉如
此
、
加
布
施
、御
料
人
4厳
正
十
帖
、
加
布
施
、
予
分
権
紙
十
帖
、女
房
御
方
分
櫨
紙
十
帖
、
加
布
施
内
々
分
担
紙
十
帖
、予
育
女
房
雑
紙
十
帖
〈代
一連
〉、
外
記
女
房
雑
紙
十
帖
く代
一
連
〉
今
日御
布
施
、視
紙
十
帖
、加
布
施
、雑
紙
十
帖
く代
一連
〉
今
日御
修
善
加
布
施
、担
紙
十
帖
空
照
御
房
、檀
紙
十
帖
友
阿
、
史
料
名
：頁
：
巻
冊
和
年
号
19
0 
師
守
記
13
6
貞
和
2年
正
月
25
日
19
1 
師守記
13
7
貞
和
3年
正
月
9日
19
2 
師
守
記
13
7
貞
和
3年
正
月
19
日
193
 
師
守
記
13
7
貞
和
3 年
2月
5日
19
4 
師守記
13
7
貞
和
3年
2月
6 日
19
5 
師守記
13
7
貞
和
3年
8月
22
日
19
6 
師
守
記
13
7
貞
和
3年
8月
23
日
19
7 
師守記
13
7
貞
和
5年
2 月
6 日
198
師
守
記
13
7
貞
和
5 年
2月
7 日
19
9
師
守
記
13
8
貞
治
5 年
正
月
13
日
20
0 
女
郎
花
物
語
14
0 
20
1 
め
の
と
さ
う
し
（乳
14
0 
母
草
紙
）
N
N
O 20
2 
義経
記
王
吉
野
法
師
判
官
14
2
を追
っ
掛
け
奉
る事
七
直
江
の
津
にて
14
2
笈
さが
さ
れ
し事
20
3 
義
経
記
20
4 
薩
戒記
14
2 応
永
33
年
正
月
26
日
20
5
下
学
集
下
巻
器
財
門
第
十
三
14
4
20
6 
看
関
日記
14
4
応
永
23年
3月
18
20
7
看
関
日記
14
5
永
事
2 年
11
月
6日
20
8
看
閣
日記
14
5永
事
5 年
正
月
20
日
20
9 
看
潤
日記
14
5
永
事
6年
4月
4 日
21
0 
看
関
日記
14
5
永
享
6 年
7月
24
日
21
1 
看
関
日記
14
6
永
事
13年
正
月
19
日
21
2
看
関
日記
14
6
文
安
5 年
2月
22
日
< 
8 
> 
史
料
本
文
指
原
十
帖
、植
紙
十
帖
被
進
上
候
引
出
家
君
御
分
厚
紙
十
中占
、
内
々檀
紙
十
帖
、姫
御
檀
紙
三
帖
、
中 紙
二
結
、
赤
子
中 紙
一
帖
、
引出
檀
紙
十
帖
、
今
日御
修
善
加
布
施
檀
紙
十
帖
姫
御
前
御
方
、植
紙
十
帖
空
照
御
房
、
檀
紙
十
帖
友
阿
、
檀
紙
三
十
帖
、
予
樋
紙
十
帖
、
加
布
施
樋
紙
十
帖
、
加
布
施
予
繍
紙
十
帖
、六
条
殿
纏
紙
十
帖
、
加
布
施
檀
紙
二
十
東
進
之
候
、
料
紙
厚
紙
十
帖
く代
五
百
文
、
〉内
々分
権
紙
十
帖
く代
二
百
二
十
文
〉、
姫
御
分
雑
紙
十
帖
く代
八
十
文
〉
権
口己
分
栂
紙
二
中占
く代
田
十
四
文
〉
らい
か
う口
檀
紙
一
帖
く代
二
十
二
文
〉
い
と
う口
檀
紙
一
帖
く代
二
十
二
文
〉
御
す
ず
りか
み
は
うす
や
う
、
大
た
か
、中
た
か
、
ほ
う
しよ
な
ど
と見
た
り。
此
ほ
う
しよ
とい
ふ
は
引合
の
事
を云
歎
。
御
扇
薄
菜
、
人
に
下
さ
れ
候
とも
、
十
本
と候
へ
ば
扇
つ
つ
み
て
、薄
ゃ
う
は
、
と
き
に
よ
り、
梅
か
さね
、
もみ
ぢ
が
さ
ね
ゃ
うの
、
う
す
や
う
に
つ
つ
み
て
、
そ
の
色
の
み
づ
ひ
き五
す
ぢ
に
て
か
らみ
候
、又
は
こ
とに
よ
りて
、五
本
三
ぽ
ん
出
され
候
も
ひ
きあ
は
せ
につ
つ
み
て
、
三
本
ま
で
は
うへ
を遊
ひ
候
、二
ほ
ん
一
本
は
た
だ
ひ
きあ
は
せ
、杉
原
ゃ
うの
も
の
につ
つ
み
候
ペ
し。
〈云
々
〉薄
ゃ
う
も十
て
う廿
申！Of�
へ
ば
、
だ
い
に
ひ
とつ
に
す
ゑ
申候
、
三
ぞ
くな
れ
ば
ー
そ
くっ
つ
す
ゑ
申候
、
か
よ
う
の
こ
と
は
玄
輝
もん
ゐ
ん
の
時
、
か
ま
く
らの
さ
か
み
の
入
道
の
女
房
、
いせ
へ
ま
い
りて
御
つ
ぽ
ね
まて
御
礼
申候
、御
字
多
院
よ
りの
勅
に
よ
り、
い
ろ
い
ろ
の
御
さ
ため
の
さ
ぶ
らひ
し云
々
、れ
う
し
とあ
らん
に
ひ
きあ
は
せ
、
た
か
だん
し
、
こ
た
か
だ
ん
し、
す
ぎ
は
らい
だす
べ
し
、又
け
さ
う
文
な
どに
うす
や
うな
に
か
さね
と
あ
り、
も
し人
れ
う
し給
は
り候
は
ん
とあ
らん
に
、
い
か
に
うつ
く
し
く
とも
、
か
さ
ね
の
し御
出
し候
ま
じ
く候
、
ま
た
男
な
ど、
け
さ
うふ
み
の
よ
う
とて
申
候
は
ば
、
御
や
り候
へ
、
こな
た
よ
りれ
う
し
と申
とて
御
っ
か
は
し候
ま
じ
く候
。
い
つ
の
程
に
か取
り給
ひ
け
ん
、
た
ち
ば
な
餅
を
、二
十
ば
か
り檀
紙
に包
み
て
、
ヨi
合
に取
り出
させ
給
ひ
け
り。
我
らは
羽
黒
に参
りて
、大
衆
を
催
して
、歓迎
へ
に参
らん
ず
る
な
りと
、
お
ど
され
て
、
ょせ
た
りけ
る
もの
も一
人
一
人
、
ち
りぢ
り
に
ぞ
な
りに
け
る
。
権
の
か
み
一
人
は
大
事
にな
りて
、
「笈
をす
す
ぎ
候
は
ん
に
は
、
い
か
ゃ
うの
事
を
仕
り候
ぞ
J
とい
ひ
げれ
ば
、
『権
現
も衆
生
利
益
の
御
慈
悲
な
れ
ば
、
か
た
の
ご
と
くに
て
こそ
あ
らん
ず
れ
。
先
づ
御
幣
紙
の
料
に
、栂
紙
百
帖
、
白米
三
石
三
斗
、
くろ
よね
（絃
）
三
石
三
斗
、
白布
百
端
、総
の
ぬ
の
百
端
、わ
しの
尾
百
尻
、
こが
ね
五
十
両
、毛
揃
へ
な
る馬
七
疋
、
あ
らご
も百
枚
、
こ
れ
敷
きて
つ
み
て
参
ら
せ
ば
、
か
た
の
ご
と
くな
り
と
も
、す
す
ぎ
て奉
ろん
J
と
ぞ
申
しけ
る
。
今
日花
頂
僧
正
〈定
助
〉被
談
間
事
、
（中
略
）／
一
常
消
息
不
可
用
檀
紙
、可
用
自麻
事
、／
如
住
院
入道
右
府
口
口
口
口
ソカ
シ
、
畳
紙
く女
性
之
粧
具
也
〉、
反
古
く旧
文
也
〉、
表
紙
、ネ
l紙
、唐
紙
、
引
合
、
杉
原
〈
日本
俗
杉
或
作
椙
未詳
也
〉、
檀
紙
、厚
紙
、
薄
様
、打
曇
〈打
或
作
内
〉色
紙
、鳥
子
〈紙
色
知
鳥
卵
故
云
鳥
子
也
、
〉、
懐
紙
〈懐
或
作
会
〉、
宿
紙
く薄
墨之
紙
也
、又
云
紙
屋
之
紙
公
家
之
所
用
也
、
〉、
修
禅
紙
く坂
東
豆
州
紙
名
也
色
薄
紅
也
〉、
白幡
、
白麻
、魚
網
く以
上
三
者
紙
異
名
也
〉、
短
籍
く籍
字
作
尺
〉、
格
く紙
材
用
之
〉
檀
紙
御
盃
高
値
紙
書
之
、加
ネほ
氏一
枚
。
竪
紙
如
t！！
。書
礼
事
大
通
院
鹿苑
続
殿
へ
御
礼
節
如
此
自彼
間
前
也
。
早
旦
大
光
明
寺
行
、
（中
略
）於
地蔵
殿
有
点
心
、被
進
御
引出
物
、
く予
、扇
、杉
原
十
帖
、若
宮
、如
意
宝
珠
、引
合
十
帖
、御
扇
、
椎
野
、
御
鼠
、檀
紙
十
帖
、前
宰
相
、庭
田植
紙
十
扇
。殿
上
人
各
五
明
一
本
同
前
。
〉
今
日御
百
首
清
書
大
高
僧
紙
く甘枚
〉書
之
。
定
直
、康
直
参
、御
帯
以
高
祖
紙
衰
之
く縦
様
ニ
表
。
上
下
押
折
、檀
紙
ヲ切
て
、一
寸
許
ニ
帖
テ
中
ヲ結
。
〉
高
檀
紙
十
帖
、備
中
祖
紙
十
陥合
、千
秋
万
歳
御
祝
着
也
（中
略
）上
様
二
重
引十
峨氏
、祝
着
也
。
高
檀
紙
、硯
、清
書
畢
、奏
之
、則返
給
、次
其
人
於
便
野
照
之
、
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
21
3
康
富
記
14
7 応
永
30
年
8月
l日
21
4
康
富
記
14
7
嘉
吉
2 年
8月
1 日
21
5
康
富
記
14
7
嘉
吉
2 年
10
月
1日
21
6
康
富
記
14
7
嘉
吉
2 年
10
月
9日
21
7
康
富
記
14
7
嘉
吉
2 年
10
月
13
日
21
8
康
富
記
14
7
嘉
吉
3年
9月
9日
21
9
康
富
記
14
7
嘉
吉
4年
正
月
29
日
22
0
康
宮
記
14
8
嘉
吉
4年
正
月
29
日
22
1 
康
富
記
14
8
文
安
元
年
8月
1 日
22
2
康
富
記
148
文
安
4 年
8月
1 日
fト 、田、
コj 園‘
22
3
康
富
記
14
8
文
安
4 年
8月
26
日
22
4
康
富
記
14
9
文
安
5年
8月
lB
 
22
5
康
富
記
14
9
文
安
5年
8月
3 日
22
6
康
富
記
14
9
宝
徳
元
年
10
月
16
日
22
7
康
富
記
14
9
宝
徳
元
年
10
月
21
日
22
8
康
富
記
15
0
享
徳
2 年
8月
1 日
22
9
康
富
記
15
0
享
徳
3年
正
月
5日
23
0
康
富
記
15
0
享
徳
3 年
8月
3日
23
1
康
富
記
15
0
享
徳
4年
正
月
5日
23
2
康
富
記
15
0
康
正
元
年
8月
l日
23
3
損
壊
集
15
1 
23
4 
文
明
十
八
年
紗
本
類
15
3 
集
23
5
文
明
日々
記
15
4
文
明
14 年
23
6
和
歌深秘
抄
15
4 
< 
9 
> 
史
料
本
文
詣
高
倉
、�
J式
祝
着
如
常
、予
為
祝
、杉
原
樽
紙
十
帖
、
（中
略
）同
杉
原
種
紙
一束
小
塗
桶
一
対
、
北
殿
進
入
了
、
今
日為
八
朔
御
礼
、
引合
十
帖
、箱
一
、
（中
略
）伏
見
殿
宮
御
方
進
入
之
、
文
引
合
十
合
、金
覆
輪
引
合
十
帖
等
送
給
之
、
又
太
万
、鍋
、
く酒
湧
〉引
合
一
束
等
、
（下
略
｝南
巴
之
令
節
、
中 華
之
嘉
珍
、
祝
着
幸
甚
、
（中
略
）杉
原
十
帖
、症
十
枚
進
候
、期
面
賀
候
也
。外
史
之
亭
進
入
ノ分
i酉
鍋
、
（中
略
）jg
報
引合
十
帖
（中
略
）御
返
、太
万
一
娠
、杉
原
植
紙
十
帖
、径
三
枚
也
（下
略
）
日次
事
被
尋
之
後
、重
可
被
仰
也
、
料
紙
大
高
檀
紙
フ
クサ
也
。
告
文
書
様
口伝
之
事
（中
略
）
ふ
くさ
紙
には
鹿
の
毛
、打
紙
には
兎
の
毛
、強
紙
には
狸
の
毛
、
此
等
似
合
て
よ
き也
と云
々
、御
告
文
高
指
紙
の
ふ
くさ
紙
な
らば
、鹿
毛
の
筆
可
宣
之
由被
示
之
、御
告
文
は
、一
夜
神
事
して
可
書
也
云
々
、
告
文
紙
二
枚
もあ
れ
三
枚
もあ
れ
可
続
也
、
是
白殿
下
御
告
文
予
令
清
書
之
、
早
朝
行
水
精
進
致
斎
了
、御
料
紙
高
4厳
正十
枚
、
自殿
下
被
副
御
草
被
下
之
、頭
弁
明
隻
朝
臣被
取
之
、
フ
クサ
紙
也
、
三
枚
続
テ
書
之
、
タ
ケ
ハ紙
の
分
上
下
少
二
三
分
許
切
調
之
、
（中
略
）峡
書
終
て
、高
檀
紙
一
枚
を以
て
立
さ
ま
に褒
て納
富
蓋
、
端
作
令
談
合
菅
少
納
言
継
長
書
進
之
、
小
高
檀
紙
也
、
（中
略
）今
日懐
紙
令
荷
量
高
辻
給
事
中 撃
、
予
一
見
了
、
高
檀
紙
也
、
三
枚
に書
之
、加
ネほE
、消
息
之
中 巻
加
之
、有
表
表
、其
調
様
注
ー紙
了
、
勘
文
に加
懸
紙
一
枚
く不
封
之
〉巻
加
消
息
之
ネほ応宣
之
、以
紙
捻
上
下
結
之
、
（中
略
）勧
文
高
植
紙
一
枚
に書
て
宇ほ氏
一
枚
を加
てネ
L紙
の
奥
の
程
を一
寸
許
切
て
帯
に
して
封
す
る也
。
八
朔
御
礼進
上
（紙
）宮
御
方
分
、
引合
十
帖
、鷹
司殿
杉
原
十
帖
、i
青史
亭
植
紙
十
帖
、蔵
氷
方
栂
紙
十
帖
、飯
肥
所
杉
原
十
帖
、
自大
宮
栂
紙
十
帖
、返
報
檀
紙
一
束
、
八
朔
御
礼処
々
進
入
分
、檀
紙
十
帖
、唐
銅香炉
一
、進
入
伏
見
殿
、又
同
紙
十
帖
、唐
詩
正
音
一
部
、
く一
冊
〉親
王
御
方
進
上
之
、
同
紙
十
帖
く云
々
〉
小
高
檀
紙
書
之
、
八
朔
之
御
ネ[J
JE一
束
く杉
原
懐
紙
〉、
御
太
万
く金
覆
輪
〉一
腹
進
上
防
御
所
了
。
又
金
覆
輪
一
娠
、杉
原
檀
紙
十
帖
、大
茶
一
、i
豊飯
尾
肥
前
入
道
許
、
自前
官
務
亭
三
種
送
賜
、
く杉
原
檀
紙
十
帖
五
明
一
本
道
芝
一
疋
等
也
〉祝
箸
、
八
朔
御
返
、黒
作
御
太
万
杉
原
繍
紙
十
帖
被
送
下
、祝
著
、
朔
旦
旬
御
次
第
御
草
並
御
料
＊ru
宣
紙
十
二
枚
被
続
之
被
下
、
可
清
書
之
由被
仰
下
之
、
御
草
御
料
紙
く高
檀
紙
十
二
枚
被続
之
縦
也
〉、
先
日被
下
了
、
大
前
倒
門
殿
引
合
十
帖
、金
覆
輪
一
、
高
倉
殿
杉
原
植
紙
十
帖
、
（中
略
）
自官
務
、引
合
十
帖
く云
々
〉、
王
紙
御
申文
高樹
氏也
、清
書
して
加
裏
紙
並
tlJ
JE了
、省
奏
強
紙
也
、清
書
して
加
野
邸
L紙
了
、
防
御
所
、御
剣
一
腰
〈御
返
四
日被
下
之
金
太
万
引
合
十
帖
〉貌
王
御
方
、茶
碗
染
付
くへ
ウ
タ
ン
〉愛
水
入
、杉
原
十
帖
く御
返
銚
子
提
、
杉
原
十
帖
四
日被
下
之
〉大
炊
御
門
殿
杉
原
十
帖
進
入
之
武
者
小
路
若
公
杉
原
十
帖
、御
返
引合
十
帖
、飯
尾
肥
州
杉
原
十
帖
、官
務
送
給
分
返
報
道
之
分
担
紙
五
帖
、
式
部
省
奏
強
紙
也
、代
自庭
回殿
十
匹
被
送
之
、
王
子
御
申
文
高
檀
紙
也
、
檀
紙
十
帖
、
御
返
扇
一
本
引合
十
帖
、御
室
、
杉
原
十
帖
、真
光
院
殿
、
引
合
十
帖
、
自宮
務
送
給
分
、積
紙
十
帖
、
紙
部
／
紙
く
矯
同
字
会
〉、
股
問
、高
値
紙
、
小
高
檀
紙
、
卵
紙
、引
合
、唐
紙
、厚
紙
、薄
様
、
色
紙
、杉
原
、
中 紙
、雑
紙
、肌
吉
、短
紙
、清
車政氏
、
薄
白
、懐
紙
、
繁
紙
、
草
紙
、標
紙
〈標
需
和
名
、
、文
書
〉、
表
背
、表
紙
、装
背
、短
冊
、反
古
、主
ト堺
〈同
界
同
字
〉輔
、緒
先
生
〈需
名
〉、
緒
国
公
く同
〉、
好
時
侯
〈同
〉、
格
菜
、
自麻
〈向
〉
料
紙
、厚
紙
、
中
紙
、
雑
紙
、薄
紙
品
薄
様
、檀
紙
、椙
原
、
扇
々生
々
、色
紙
、
懐
紙
、
表
紙
、標
紙
、唐
紙
、紙
麻
、
草
子
、双
紙
、造
紙
、
紙
之
異
名
一
白麻
、
白雲
、情
葉
、木
膚
、高
文
、染
翰
、魚
網
、如
被
、薬害
倫
、
手話
室、
緑
紅
、方
潔
、藤
皮
、兼網
。
俗
に栂
紙
の
事
を大
高
と云
、
い
か
な
る放
と云
を不
知
、
人
に
問
に答
る人
な
し。
一懐
紙
の
寸
尺
の
事
、
懇
に
しる
し可
被
下
候
、四
品
な
ど
の
か
た
は
、長
か
ね
ー
尺
一
寸
ば
か
りに
て
候
、
高
祖
紙
た
る
べ
く候
、
た
だ
尋
常
の
仁
は
ー
尺
七
八
分
ば
か
り、
そ
れ
も貴
人
な
ど参
会
の
時
は
、長
を一
二
分
つ
づ
め
らる
べ
く候
な
り、
又
人
に
よ
り候
て
、
一
尺
四
分
又
は
六
分
に
も
申付
候
、
己
前
以
面
会
申候
問
、不
能
一
二
候
。
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
23
7 
蔭
涼
軒
目録
155
永
事
8年
閏
5月
13
日
23
8 
蔭
j京事干
目録
15
5
永
享
8年
9月
27
日
23
9 
蔭
涼
軒
目録
15
5
永
事
12 年
5月
28
日
24
0 
蔭
涼
軒
目録
15
5
嘉
吉
元
年
6月
23
日
24
1 
蔭
涼
軒
目録
155
長
禄
4 年
2月
12
日
24
2
蔭
涼
軒
目録
15
6
長
禄
4 年
5月
24
日
243
 
蔭
j京
軒
目録
15
6
寛
正
3年
6月
20
日
24
4 
蔭
涼
軒
目録
15
6
文
明
17 年
4月
14
日
24
5 
内局
柱
礎
抄
158
 
れ�
コJ 
24
6
夜
鶴
庭
訪II
抄
15
9 
24
7
夜
鶴
庭
訪l砂
15
9 
24
8
夜
鶴
庭
訓
抄
15
9 
24
9
東
常
縁
関
書
（東
野
15
9 
州
問
書
）
25
0 
東
常
縁
関
書
（東
野
15
9 
州
間
書
）
25
1
親
長
卿
記
16
0
文
明
3年
3月
22
日
25
2
親
長
卿
記
16
0
文
明
4 年
8月
17
日
25
3
宣
胤
卿
記
16
4長
享
3年
8月
1 日
254
 
宣
j鼠
卿
記
16
5
文
亀
3年
亙
月
12
日
25
5
宣
胤
卿
記
16
5
永
正
元
年
8月
1 日
25
6
宣
胤
卿
記
165
永
正
3年
2月
7 日
257
 
宣
胤
郷
記
16
5
永
正
3年
8月
1日
25
8
宣
胤
卿
記
16
5
永
正
8年
3月
26
日
史
料
本
文
鹿
王
院
御
成
、御
斎
、
上
進
物
、御
小
袖
三
重
、盆
一
枚
、君
沢
山水
絵
四
幡
、
牧
渓
竜
虎
二
幡
、
高
祖
紙
、椙
原
各
十
帖
也
、
栖
真
院
御
成
、御
点
心
、御
号l物
三
幅
一
対
絵
、盆
一
枚
、
御
小
袖
二
重
、扇
子
二
十
本
、高
檀
紙
、
杉
原
也
、
< 
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勝
定
院
御
成
、御
焼
香
、御
斎
、御
小袖
三
重
、盆
、段
子
、
高
檀
紙
杉
原
各
十
帖
、御
談
i義
満
散
、御
布
施
百
貨
文
被
進
、上
様
御
小
袖御
重
、
盆
、香
合
、
引合
十
帖
4必隻
、各
請
取
奉
懸
御
目。
雲
沢
軒
御
成
、御
点
心
、御
小
袖
三
重
、盆
二
枚
、綿
子
三
端
、
筆
瓶
一
ケ
、
高
僧
紙
杉
原
各
十
帖
、春
軒
問
物
、御
小
袖
三
重
、香
合
一
ケ
、
絵
三
幡
、盆
二
枚
、高
檀
紙
杉
原
各
十
帖
一
万
疋
、玉
j関
車干
御
斎
、御
小
袖
三
重
、綴
子
三
端
、盆
一
枚
、高
権
紙
杉
原
各
十
帖
被
献
。
早
展
、奉
報
徳
雲
院
御
成
事
也
、徳
雲
院
御
成
、
御
斎
、先
於
昭
堂
側
焼
香
、
御
扇
子
甘
柄
、高
檀
紙
十
帖
献
之
、御
相
伴
衆
杉
原
十
帖
、
綾
子
一
各
受
之
、
小
高
檀
紙
一
束
七
百
文
、杉
原
十
重
四
百
文
、
杉
原
ニ
東
一
貫
文
、
以
瑞
渓
和
尚
可
致
目通
之
由被
仰
出
也
、改
阿
禰
陀
院
進
上
杉
原
、作
小
高
纏
紙
也
、常
住
方
加
以
小
高
値
紙
也
方
丈
進
物
、
（中
略
）水
色
高
檀
紙
十
帖
、乃
御
寄
進
干
相
園
、
上
位
記
料
紙
様
／
上
古
者
紙
紐
紬等
非
当代
之
様
也
但
於
親
王
位
記
者
今
猶
如
形
為
装
束
位
記
也
く其
様
見
奥
〉／
延
喜
内
記
式
装
束
位
記
式
云
神
位
記
三
位
己
上
者
鱗限
撤奇
帯
黄
楊
紬
親
但
正
位
記
者
白紙
表
白呉
緩
裏
紫
羅
標
緑
綾
裳
鱗奇
帯
赤
木
軸
三
位
以
上
者
緩
鰍
隷
総
符
帯
黄
楊
紬
五
位
以
上
者
白紙
白線
鳥
帯
厚
朴
車曲
、／
又
柱
史
抄
云
公
卿
位
記
青
紙
或
人
云
緑
紙
羅
表
存邸奇
比
保
赤
木
純
／
抑
当時
之
様
く近
例
自何
時
分
儀
裁
可
勘
見
也
〉神
位
記
井
三
位
以
上
等
者
樹
丘く
又
云
青
紙
〉同
紙
標
〈表
紙
事
也
〉
白鰍
Eく
様
紙
〉絵
木
輸
等
也
、親
主
位
記
者
〈如
形
為
装
束
也
〉縁
紙
臼綾
襟
裏
紫
く表
白梅
花
也
裏
紫
期
目也
〉赤
木
軸
く用
蘇
芳
也
〉鱗奇
帯
く当
時
如
経
師
之
所
月
之
主H
if!.
有
善
悪
也
〉四
位
以
下
者
用
車邸£屋
紙
く宿
紙
〉標
同
紙
く檀
紙
〉於
帯
紘
等
者
同
公
卿
此
無
殊
事
／
加
叙
位
記
事
悉
皆
用
白紙
也
卿
位
雲
客
無
差
別
／
襟
江
次
第
御
抄
云
今
案
縁
標
謂
表
紙
也
／
調
料
紙
様
〈付
標
紬
紐
〉／
先
緑
紙
者
檀
紙
萌
黄
に
染
る也
、
〈
カ
リヤ
ス
と云
物
を
煎
じた
る
に青
花
の
水
に出
し合
で
染
る
な
り、
＞｛
.§.育
紙
黄
紙
宿
紙
等
、叙
位
以
前
、御蔵致沙
汰
也
、不
足
之
時
、
染
檀
紙
也
、
〈又
者
為
結
構
之
持
染
之
也
〉
料
紙
は
檀
紙
か
な
らず
三
枚
墨
よ
けれ
ど
も
き
らめ
か
ぬ
料
紙
は厚
紙
、檀
紙
、唐
紙
な
どの
墨
っ
か
ぬ
あ
り
出
家
して
戒牒
と申
もの
あ
り、
四
月十
一
月
に
あ
り、
種
紙
した
絵
あ
り、
三
枚
お
くに
比
丘
と
いふ
と
こ
ろ
を
は
必
三
行
に書
ペ
し、
く
云
々
〉 正
月十
一
日
く宝
徳
三
年
〉宝
徳
三
年
招
庵
公
方
へ
初
て
出
仕
有
り、
梶
井
殿
に御
定
有
り、
若
君
の
仰
に
て
歌
を書
く被
進
料
紙
こ
た
か
だ
ん
し
な
り。
先
紙
一枚
をこ
に切
て
く竪
切
也
〉竪
を績
に成
て続
加
る也
紙
数
大
方
表
紙
の
外
三
枚
を用
る也
但
四
枚
も書
次
第
也
つ
ぎ表
紙
同
紙
を
用
る
也
前
に二
切
たる
英
一
枚
の
紙
を績
に三
枚
に切
て表
紙
に用
る也
長
は
幸
にj
震と
同
物
な
れ
ば
重
て
長
を
調
る
に不
及広
さ
を計
ふ
程
に三
に又
切
て用
れ
ば
宜
き程
也
此
表
紙
をは
本
料
紙
の
外
の
方
に続
也
く何
の
物
も表
紙
は
如
此
也
〉紐
は
徳
紙
く
小
ヲ！
合
〉を
三
分
に切
て
問
中
程
に付
也
表
紙
の
内
の
方
に付
る也
紬
は
桧
木
を
削
て
よ
下
に一
分
計
つ
つ
余
す
也
事丸
した
る人
の
位
記
に
は
自
〈能
桧
木
を用
る也
少
太
をffH!
J也
叙
位
等
の
雑
々
の
位
記
には
杉
木
な
どを
も用
也
。
く御
料
紙
事
有
御
尋
、
可
為
高
檀
紙
欺
、搾
折
二
枚
敗
、
予
申云
、故
院
被
出
御
点
之
時
、高
植
紙
に
も只
引
合
に
も随
御
所
在
也
、押
折
二
枚
被
遊
之
白
申入
了
、
〉
折
宿
紙
書
之
、各
見
廻
撃
、
（中
略
）
申出
檀
紙
、於
段
上
、元
長
書
御
名
字
ニ
字
、
樋
紙
十
帖
並
虫
飽
進
禁
裏
、員
lj御
返
被
下
杉
原
十
帖
御
扇
一
本
、
檀
紙
二
帖
扇
一
本
遺
之
、文
使
扇
一
本
遺
之
、
禁
裏
進
檀
紙
十
帖
虫
健
、中
納
言
御
太
万
、御
返
同
十
帖
、
件
疑
状
高
檀
紙
之
問
、如
常
可
巻
加
候
事
不
可
叶
｛戻
、
抱
紙
十
帖
香
炉
也
、
御
名
字
覚
進
、書
高
檀
紙
一
枚
、
く勅
筆
ヲ職
事
写
之
下
之
立
紙
、無
ネL
紙
云
々
、
》
ト�史
料
名
25
9
宣
胤
卿
記
26
0
三
中
口
伝
（三
条
中
第
二
乙
山
口
伝
）
26
1
三
中
口
伝
（三
条
中
第
二
乙
山
口
伝
）
26
2
三
中
口
伝
（三
条
中
第
三
山
口伝
）
26
3 
大
乗
院
寺
社
量産
事
記
264
 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
265
 
大
乗
院
寺
本土
雑
事
記
26
6
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
267
 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
26
8
大
乗
院
寺
出産
事
記
26
9
大
乗
院
寺
社
殺
事
記
270
 
大
桑
院
寺
社
雑
事
記
27
1 
宗
五
大
草
紙
27
2
宗
五
大
草
紙
27
3 
二
水
記
27
4
新
板
塵
i樹
草嚢
紗
27
5 
天
聴
集
27
6
天
聴
集
27
7
藻
塩
草
巻
冊
：頁
：
和
年
号
16
5
永
正
14年
9月
23
日
16
9 
16
9 
16
9 
17
0
康
正
3 年
2月
16
日
17
0
康
正
3年
8月
lfヨ
17
0
長
禄
元
年
11
月
15
日
17
0長
禄
2年
9月
10
日
17
0
長
禄
3年
2月
19
日
17
0
寛
正
2年
正
月
1 日
17
1寛
正
5 年
6月
19
日
17
4 
日月
応
6年
2月
29
日
17
4 17
4 
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史
料
本
文
今
日為
御
礼
参
大
樹
、千
疋
高
樋
紙
十
帖
扇
等
進
上
云
々
。
-R
普物
問
事
／
�奥
様
事
／
御
本
は
薄
様
の
鑓
紙
よ
り立
さ
ま
に型軽
て
可押
折
槽
紙
に
は
唐
草
、尾
長
鳥
可
宣
裏
方
に
は蝶
Jj、
鳥
を問
可
書
也
。
表
に
は
唐
草
の
方
を
内
に
て
可
褒
。褒
物
長
八
尺
広
一
尺
ー
す
許
。錦
無
定
色
。
下
絵
松
折
校
鶴
定
事
也
。車
読
者く
玉
〉。
長
九
尺
五
寸
許
。
内
府
〈忠
親
公
〉説
に
は
本
体
組
也
。表
物
可
随
面
色
。錦
不
依
時
節
用
打
裏
也
。
（一
贈
物
問
事
）／
以
下
絵
檀
紙
褒
物
事
／
檀
紙
は以
下
絵
方
、
内
にて
何
物
を
も可
褒
之
、
－
�自
説
装
束
事
／
御
休
？!f
l，諸
物
事
／
法
勝
寺
御
幸
之
時
有
之
、但
件
御
硯
張
蓋
也
、
為
芸
儀
也
／
（以
下
図
の
説
明
中
に
）美
紙
一
帖
、
不
具
檀
紙 様
物
御
見
沙
汰
檀紙
二
東
也
、
白布
一
端
並
杉
原
、樋
紙
一
束
為
恒
例
進
社頭
了
、一
安
｛立
寺
殿
ニ御
！塁
進
之
、
白布
一段
杉
原
十
帖
扇
一
本
、一
出
世
世
間
御
！雪
道
上
分
、
杉
原
十
帖
く仏地
院
〉、
担
紙
十
帖
く弊
舜
〉、
檀
紙
十
帖
、一
厚
紙
七
束
代
九
百
文
。
高
値
紙
二
番
之
、
同
立
文
ナ
リ。
杉
原
一
束
、檀
紙
一
束
、雑
紙
五
束
、雑
紙
百
束
、
百
廿
文
備
中引
合
ニ
帖
、
三
百
文
杉
原
一
束
、百
五
十
文
杉
原
三
帖
く蚊
張
料
〉、
四
十
文
杉
原
ー
帖
く
カ
ミ
ヨ
リ
ノ用
〉
櫨＊i
ニ
束
云
々
、
中
紙
一
帖
、厚
紙
一
帖
俸
物
杉
原
一
束
、槽
紙
四
束
、扇
一
本
、
俸
物
事
上
品
厚
紙
十
く各
十
帖
宛
〉纏
紙
く各
十
帖
宛
〉
大
高
徳
紙
一
束
二
貫
く練
台
心
也
＞。
上
折
紙
調
候
様
の
事
／
一
、先
折
紙
の
た
け
の
高
きは
狼
籍
也
、公
方
様
へ
は
常
々
公
家
門
跡
大
名
衆
は
、
備
中
紙
に
、高
檀
紙
を、
一
重
二
つ
に折
て御
用
候
、御
供
衆
同
前
、大
か
たの
人
は
、小
引
合
、
杉原
な
ど被
用
候
。
下
十
月
ゐ
の
この
時
、御
ま
い
り切
とて
、
きん
とん
の
よ
う成
もち
参
候
、
そ
れ
を
直
に
、面
々其
外
人
に
よ
りて
御
給
候
、又
不
参
時
、
諸
国
又
御
前
に
て
、
え給
候
！ま
ぬ
人
の
方
へ
申
次
して
申
出
され
候
、其
つ
つ
み
紙
に
け
ぢ
め
候
、
大
名
衆
其
外
国
大
名
きっ
と
した
る方
へ
は
、
下
絵
の
紙
に包
ま
れ
候
、大
方
の
人
へ
は
、切
は
くの
紙
につ
つ
まれ
候
、す
ゑ
ず
ゑ
は
引
合
ー
か
さ
ね
に
つ
つ
まれ
候
、
つ
つ
み
や
うは
、
観
世
大
夫
に
は大
名
の
ご
と
く、
下
絵
の
紙
につ
つ
まれ
候
。／
大
名
は
備
中紙
の
小
高
檀
紙
を一
重
二
に折
て御
用
候
、御
供
衆
同
前
、大
か
た
の
人
は
小
引
合
、杉
原
な
ど被
用
候
。
176
大
永
5年
3月
24
日
此
B初
、和
歌
御
会
並
御
遊
也
。
（中
略
）高
値
紙
二枚
を重
て書
之
、高
さ
ー
尺
三
寸
二
分
、端
作
の
は
し三
寸
五
分
許
な
り。
高
樹駒
1ひ
ろ
き問
、
一
寸
あ
ま
り端
な
り。
懐
紙
寸
法
、
古
今
無
定
様
云
々
。n
然
大
方
間
合
て書
之
事
。二
枚
重
事
、是
又
無
益
事
鍬
。
然
ど
も
当時
料
紙
以
外
軽
薄
た
る問
、以
了簡
如
此
也
。
古
くも
又
か
くあ
り
と云
々
。
17
6 
く第
七
〉
紙
屋
事
く付
紙
屋
川
事
宿
紙
ト云
事
陸
奥
国
紙
事
引
合
ト云
事
〉／
カ
ミヤ
。
紙
と云
は
、何
な
る紙
に
か
、宿
紙
と書
く
、
又
紙
屋
紙
共
書
也
。
又
カ
イ
カ
ミ共
云
にや
、
苦
し大
内
の
紙
屋
にて
調
せ
しか
は
、紙
屋
と
申也
。紙
屋
川
共
云
も、
此
紙
i慶
る河
な
れ
ば
、
此
名
を得
る也
。然
を
今
神
の
字
を
用
る人
あ
り、
t.ti.あ丘
き故
欺
、二
条
の
主要
政
家
の
舟
八
帖
の
名
寄
に
も
、紙
の
字
にて
侍
り、
是
を宿
紙
と害
事
は
、
普
し此
紙
屋
に
、結
番
して
、宿
直
せ
し故
に
、宿
紙
と書
也
。則
是
を
、
カ
ミヤ
と読
也
、薄
墨
色
の
紙
な
るべ
し、
当時
滋
反
と云
也
．
公
家
の
料
紙
也
、給
旨
な
ん
とに
用
るか
放
に
、俗
に
は
、給
旨紙
と云
敗
、
自
余
に
も用
れ
ば
こそ
。業
平
の
宿
紙
にて
、手
を
書
け
る
。伊
勢物語
、朱
雀
院
の
塗
穏
に
あ
り
ける
と
申
め
り、
源
氏
に
ミチ
ノク
紙
と云
は
、檀
紙
の
事
とな
ん
、栂
紙
lま
陸
奥
よ
り始
ま
りけ
る也
。
俗
に
引
合
と云
は
是
也
。
男
女
の
心
を通
す
に
、筆
を尽
し、
詞
を
か
ざ
りて
、染
思
色
顕
し、
積
涙
の
淵
を知
せ
ん
志
を遂
る
、玉
隠
さ
に
、
此
紙
を
用
る放
に
、
号l
合
とは
申
とか
や
、此
檀
紙
に大
小
あ
り、
当時
小
きを
の
み
、
ヲi
合
と云
と思
ふ
人
あ
り。
17
8
天
文
4年
5月
13
日
浄
花
院
当
住
御
礼
参
。
〈善
妙
院
云
々
〉小
高
檀
紙
十
帖
、
香宮
進
上
。
17
8
天
文
4年
8月
28
日
又
少
将4朋美
染
筆
頭
弁
申出
也
。此
分
大
高
僧
紙
一行
書
了
。
17
8 
み
ち
の
く紙
文
み
ち
の
くの
か
み
との
の
字
を入
れ
て
も云
也
、奥
州i
よ
りす
き始
め
た
る紙
な
り。
E、コ E、3 ・h
史
料
名
27
8
大
舘
常
興
日記
27
9
逐
歩
色
葉
集
28
0 
楚
礎噺
余
28
1 
楚
騒噺
余
28
2
窪
騒噺
余
28
3
言継
卿
記
28
4 
言
継
卿
記
28
5
言
継
卿
記
28
6
言
継
卿
記
28
7
言
継
卿
記
28
8
言
継
卿
記
28
9
言
継
卿
記
290
 
言
継
卿
記
29
1 
言
継
郷
記
29
2
言
継
卿
記
29
3
言
継
卿
記
29
4 
言
継
卿
記
29
5
言
継
卿
記
296
 
言
継
郷
記
29
7
言
継
卿
記
29
8
言
継
卿
記
299
 
言
継
卿
記
30
0 
言
継
卿
記
30
1 
多
聞
院
日記
30
2
鹿苑
日銭
30
3
鹿苑
B録
30
4
鹿苑
日録
30
5
鹿苑
臼録
30
6
鹿苑
目録
30
7
鹿苑
日録
30
8
鹿苑
目録
巻
冊
：頁
：
和
年
号
17
8
天
文
10 年
8月
朔
日
178
 
18
2 18
2 
18
2 183
大
永
7 年
8月
30
日
18
4
天
文
2 年
12
月
10
日
18
4
天
文
3年
正
月
26
日
18
4
天
文
3年
3月
20
日
18
4
天
文
3年
4月
2 B
18
4
天
文
4年
正
月
20
日
18
5
天
文
15 年
8月
1 日
188
天
文
23
年
12月
6日
188
天
文
24
年
正
月
18
日
18
9
弘
治
3年
正
月
18
日
18
9
永
禄
3年
正
月
3日
18
9
永
禄
3年
2月
6日
19
0
永
禄
8年
4月
24
日
19
0
永
禄
8年
4月
27
日
19
0
永
禄
8年
12
月2
5 日
19
1 永
禄
9年
12
月
21
日
19
1永
禄
12年
7月
2臼
19
1永
禄
13年
4月
29
日
20
1天
正
16 年
5月
4 日
20
3
日月
応
9年
正
月
1日
20
3
天
文
5年
2月
22
日
20
3
天
文
6年
正
月
9 日
20
4
天
文
7年
正
月
9日
20
4
天
文
8年
正
月元
旦
20
4
天
文
9年
正
月元
旦
20
4
永
禄
9年
5月
7 日
< 
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史
料
本
文
六
角
霜
台
よ
り為
八
朔
祝
儀
如
去
年
程
々以
目録
進
上
之
、
（中
略
）嵐
長十
帖
く引
合
也
〉
紙
名
、緒
国
、格
先
生
、�
1j藤
、鴻
育
、
白麻
、
白筒
、魚
、綱
、厚
様
、薄
様
、大
高
償
紙
、小
高
檀
紙
、唐
紙
、修
善
寺
、福
原
、色
紙
、
内
曇
、
鳥
子
、
引
合
、宿
紙
栂
紙
の
製
法
、板
に付
て不
乾
、縄
に
か
け
て
干
、朝
露
に
あ
て
て
しわ
の
よ
り
た
る
を少
し打
也
。
今
日越
前
に於
て行
ふ
檀
紙
の
製
法
は
、紙
を
二
枚
重
ね
て
板
に
は
り、
上
の
一
枚
を手
元
に引
く如
くは
が
し栂
紙
特
有
の
敏
を
生
じた
る
処
を
、
そ
の
ま
ま縄
に
か
け
て乾
燥
す
る
との
事
で
あ
る
。檀
紙
の
鍛
の
大
小
引は
が
す
手
加
減
に
よ
っ
て
生
ず
るの
で
あ
る
。
（但
し、
平
安
時
代
の
檀
紙
には
a�
は
な
か
っ
た
もの
と思
う
）
備
中
紙
大
高
徳
紙
、小
高
栂
紙
、
引
合
、広
瀬
ヤ
ナ
イ左
衛
門
く所
名
也
松
山城
主
被
官
ナ
リ
＞、
i度
辺
八
郎
左
衛
門
く名
字
今
官
〉。
ヤ
ナ
イ左
衛
門
只
一
人
して
此
の
紙
を作
る也
。不
許
此
紙
余
人
、但
引合
は
同
名
者
に許
す
也
。
大
高
、
小
高
は
不
許
也
。
予
申
次
也
、進
物
檀
紙
〈引
合
也
〉
景
雄
来
、途
中
へ
下
、
云
々
、書
状
認
遺
候
、
同
職
事
交
名
調
下
候
、檀
紙
折
紙
に如
此
、四
条
中
将
へ
も向
調
遺
了
、
纏
紙
不
足
分
局務
へ
所
望
之
需
、五
枚
到
、又
硯
蓋
借
用
｛戻
了
、
小
高
祖i
紙
一
重
書
、上
に立
文
候
了
、
囲
碁
有
之
、懸
物
檀
紙
一
帖
被
出
候
、高
倉
三
位勝
にて
拝
領
也
、
短
小
本
絡
にて
結
之
、
次
檀
紙
二
枚
多
刀
取
出
之
、檀
紙
に
て
髪
を
巻
、先
右
次
左
、紙
徐
にて
結
之
、
禁
裏
へ
御
たの
む
進
上
、杉
原
十
帖
、香
呂
一
、親
王
御
方
へ
作
檀
紙
十
帖
進
上
（中
略
）同
御
返
禁
裏
十
帖
、打
曇
十
五
枚
、親
王
御
方
十
帖
風
雨
、云
々
御
懸
物
小
高
檀
紙
一帖
被
出
之
、
御
懸
物
小
高
檀
紙
、
ヲl
合
、杉
原
く各
帖
〉被
出
之
、
次
老
母
甲州
紙
く号
藁
檀
紙
〉二
束
、蝋
燭
廿
丁
銭
とて
賜
之
、今
朝
腐
紙
二
帖
同
賜
之
、会
障
子
申付
令
張
之
、
老
母
文
、新
光
明
寺
忍
誉
返
事
、
甲州
之
藁
纏
紙
一
束
く百
四十
枚
〉被
送
之
、
五
献
之
時
檀
紙
十
中占
折
紙
〈二
千
疋
〉被
遺
之
、広
橋
大
納
言
持
参
也
。
梨
門
へ
参
、小
高
檀
紙
五
枚
被
下
了
、
御
懸
物
小
高
檀
紙
一
帖
被
出之
、
檀
紙
代
百
疋
大
高
檀
紙
一
枚
書
之
、
杉
原
二
東
五
帖
引合
二
帖
小
高
檀
紙
一
帖
鳥
子
廿
五
枚
等
召
寄
了
、
問
御
方
御
所
ハ＃
原
く三
束
〉長
橋
へ
杉
原
く三
帖
〉禁
裏
へ
御
盆
香
合
樹
時
代
四
百
疋
、
主
上
様
へ
関
白
ヨ
リ進
上
物
事
（十
三
J点
）
高
タ
ンシ
十
帖
ア
リ
。
各
出
二
百
銭
杉
原
十
帖
以
謝
駕
、五
百
者
以
百
銭
湯
一帖
府
側
宣紙
一
束
謝
駕
。
（中
略
）恵
、百
文
一
帖
前
畑
紙
十
帖
、年
々為
例
也
、
進
香
合
盆
小
高
旦
紙
、進
上
有
折
紙
、進
上
香
合
一筒
、盆
一
枚
、小
積
極
紙
十
帖
。
早
天
赴
�t鹿
、為
衆
僧
、行
力
、地
下
、年
老
営
斎
、入
浴
、総
那く
仁
〉与
百
扇
、美
濃
雑
紙
二
帖
〈百
銭
之
返
也
＞71十
二
文
扇
、旦
紙
ニ
帖
与
典
座
、
く百
銭
之
返
也
〉十
銭
扇
、美
濃
紙
二
帖
堂
僧
与
之
〈狸
毛
一
対
返
之
也
＞大
工7f
十
二
片
扇
、E
紙
十
帖
与
之
、廿
片
扇
、E
紙
五
粘
棟
梁
与
之
。
維
那百
銭
、美
f餅
底二
条
、扇
一
本
、美
濃
二
条
堂
僧
、
（中
略
）.§.
紙
一
束
、棟
決
廿
片
、扇
一
本
、旦
紙
五
条
、
出
官
得
丸
礼
一緒
、杉
原
十
帖
扇
子
遺
之
、
（中
略
）出
馬十
帖
、扇
子
、
与
杉
原
一
束
、扇
子
。
杉原
二
条
、
一
百
銭
与
之
、旦
紙
二
条
、帯
一
筋
与
之
、亘
紙
十
帖
、鼠
子
与
之
。杉
原
一
束
、鼠
子
蔭
涼
持
来
。
蔭
涼
目
、諸
山
小
高
檀
紙
五
枚
、十
利
五
枚
、
出
世
之
仁
可
出
之
云
々
、前
代
者
御
料
所
在
備
中
之
図
、備
中
者
紙
之
名
所
也
。書
出
奉
行
取
自
御
料
所
来
店氏
書
之
。
< 
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> 
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
史
料
本
文
30
9
鹿苑
目録
20
4
永
禄
9年
5月
15
日
請
帳
大
高
檀
紙
31
0 
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
6
文
明
9 年
6月
23
日
御
ひ
っ
し新
す
。
だ
ん
し十
て
う
ま
い
る。
31
1 
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
文
明
16
年
4月
19
日
せ
ん
ゅ
う寺
の
ち
ゃ
う
ろ
う
しん
め
い御
れ
い
に
ま
い
らる
る
。御
か
う
は
い
ふ
くろ
に
入
、
こ
た
か
た
ん
し十
帖
ま
い
る
、御
た
いめ
ん
あ
り
、
宮
の
御
か
た
へ
も御
あ
ふ
き
、す
き
は
ら十
帖
ま
い
る
。
3 1
2  
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
文
明
16
年
4月
29
臼
め
う心
寺
の
しん
め
い入
院
の
御
れ
い
に
ま
い
らる
る
、御
ほ
ん
、
こ
た
か
た
ん
し十
帖
ま
い
る
。
31
3 
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
延
徳
2年
7月
24
日
御
か
う
は
こ
、
こ
た
か
た
ん
しま
い
る
。
31
4 
御
湯
殿
の
上
の
B記
20
8
明
応
6 年
4月
5 日
か
け
ます
あ
わ
よ
りの
ぼ
りて
御
み
や
にす
か
ため
つ
ら
しき
か
み
三
て
う
しん
上
の
よ
し、
（中
略
）御
か
う
は
こ
、
こ
た
か
たん
し十
て
う
ま
い
る
。
31
5
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
8
大
永
7 年
正
月
14
日
御
代
は
しめ
の
ひ
ほ
う
に
よ
りて
、
とん
す
、
こ
た
か
たん
し十
て
うっ
か
は
さ
る
る
。
31
6 
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
9
天
文
17 年
5月
7 日
た
ん
しの
代
百
疋
ま
い
る
。
31
7 
御
湯
殿
の
上
の
日記
21
0
弘
治
2年
正
月
17
日
こ
た
か
、御
あ
ふ
き
ま
い
る
。
31
8
御
湯
殿
の
上
の
日記
21
0
弘
治
4年
正
月
17
日
こ
た
か
だ
ん
し、
ほ
ん
、
か
うは
この
代
四
百
疋
まい
る
。
3 1
9
御
湯
殿
の上
の
日記
21
0
永
禄
元
年
3月
9 日
十
て
う
、
こ
た
か
だ
ん
し十
て
う
、
み
の
か
み
ー
そ
く
しん
上
申
。
N
N
m 
3 ） 引 合 （ 「 和 漢紙文献類緊 」 古代 ・ 中 世 編デー タ ）
史
料
名
1 
戯麟
抄
2 
実
務
卿
記
3 
実
明
卿
記
4 
今
川
了俊
書
札
礼
5 
今川
了俊
書札
礼
6
書
札
礼
法
抄
N
N
斗
7
師
守
記
8
後
深
心
院
関
自記
9
女
郎
花
物
語
10
 め
の
と
さ
う
し
（乳
母
草
紙
）
11 
海
人
渓
芥
12
義
経
記
13
下
学
集
14 
看
間
日記
15
看
関
日記
巻
冊
：頁
：
和
年
号
巻
九
34
 
12
4
正
安
4 年
2月
2日
124
嘉
元
2年
11
月
5日
12
7 
12
7 
12
7 
13
7
貞
和
5 年
11
月
27
日
14
0
応
安
5年
9月
17
日
140
 
14
0 
14
1 
五
吉
野
法
師
判
官
14
2
を追
っ
掛
け
奉
る
事
下
巻
器
財
門
第
十
三
14
4 14
4
応
永
23
年
8月
l日
14
4
応
永
23年
8月
3日
< 
1 
> 
史
料
本
文
書
状
妹
用
意
事
、先
紙
は
皆
板
自の
方
を
裏
とす
る也
、但
し杉
原
は
板
目面
也
、
一
重
を取
両
方
の
端
を合
て
見
に長
方
を
端
とす
ペ
し。
（中
略
）立
文
之
時
は
此
上
lこt
li!t
とて
一
紙
を巻
て
上
所
く謹
上
進
上
等
の
言
を
か
くな
り
〉あ
る
べ
きを
は
内
封
lこ
は
せ
ざ
る也
、上
所
な
くば
や
か
てネ
凶氏
も
な
し、
ネし
紙
を
して
紙
の
礼
の
上
を封
ず
る
は
、
是
を内
封
とは
云
也
。
一
重
の
面
の
紙
の
端
を
中
よ
り上
て切
て！
績に
巻
て封
ず
る
也
。
く云
々
〉一
、公
家
へ
折
紙
な
ど寄
進
す
る時
は杉
原
不
可
叶
、引
合
に可
書
也
。公
家
よ
りは
曳
合
よ
り外
は御
状
あ
そ
ば
され
ず
、
武
家
よ
りは
公
家
へ
引
合
に
書
て
状
を進
上
す
べ
か
らず
、杉
原
にて
可
書
也
、折
紙
をば
曳
合
に
て
公
家
へ
は
可
進
。
引合
百
帖
、厚
紙
五
十
帖
進
入
、又
得
紙
少
々置
之
、人
々分
取
了
。
〈省
略
〉
一
和
歌
憶
紙
書
ゃ
う、
公
方
後
文
晴
の
時
、
或
社頭
にて
の
時
ハ
、讃
岐
償
紙
を上
下
切
調
て
、
た
か
さー
尺
計
｛土
候
な
り、
上
様
の
御
懐
紙
よ
り
ハ
、
高
さ
ハ恐
候
て
候
問
、少
ひ
さ
く切
候
也
、横
ハ懐
紙
の
あ
り次
第
也
、但
袖
口
ハ手
打
置
候
程
候
也
、其
此
方
にハ
詠
の
字
を書
候
へ
く候
（中
略
）女
房
の
懐
紙
ハ
、
重
た
る薄
様
又
ハ薄
檀
紙
な
とに
、一
重
に
か
くな
り、
面
計
にか
き
て
、ほ
と
け
ぬ
様
に押
ま
き
て
、よ
一
寸
四
五
分
を繊
様
に押
折
也
、
内
々
の
会
に
ハ
、
引
合
な
とを
も用
也
、
（下
略
）
一
文
の
料
紙
ハ
、
（中
略
）源
氏
に
も書
て
候
、
道
の
くか
ミの
えな
らぬ
な
と
と
申へ
く候
ハ
、
当時
の
引
合
事
に
て
候
、
（下
略
）
一
、
文
を書
（中
略
）上
一
寸
あ
ま
り、
下
同
前
、是
は
引
合
杉
原
な
どの
紙
也
。／
武
家
には
杉
原
な
らで
は
文
を
ば
か
か
ぬ
事
也
。
引
合
、
檀
紙
な
ど
に
て
は
努
々不
可
書
。
但
、女
a性
の
本
へ
の
文
には
、
又
引合
、檀
紙
に
て
書
きて
、杉
原
に
て
は
書
べ
か
らず
。
女
陸も
又
杉
原
に
て
文
書
事
は
な
し。
又
武
家
の
御
下
文
紙
と申
は
、
今
は
鎌
倉
紙
也
。杉
原
に
は
あ
らず
。／
関
東
先
代の
時
は
、武
家
の
書
札
は
絡
別
に分
明
に
見
え
た
り、
建
武
、暦
応
以
来
、
武
家
御
在
洛
の
後
は
、公
家
、武
家
、僧
家
の
書
札
、
皆
同
じゃ
う
に害
事
お
ほ
し。
／
（文
書
の
宛
所
の
書
様
に
つ
い
て
）建
武
暦
応
以
後
、
公
家
、武
家
混
合
した
る事
と
も
あ
り。
椙
原
二
帖
（百
文
｝
、
引
合
こ
か
さ
ね
、
今
日注
意
見
書
引合
二
枚
〈重
之
如
常
状
〉暦
応
之
比
、故
殿
御
i主i笠
如
此
。
御
す
ず
りか
み
は
う
す
や
う
、大
た
か
、中
た
か
、
ほ
う
しよ
な
ど
と見
た
り。
此
ほ
う
しよ
とい
ふ
は
引合
の
事
を云
欺
。
御
扇
薄
葉
、人
に
下
さ
れ
候
とも
、十
本
と候
へ
ば
扇
つ
つ
み
て
、薄
ゃ
うは
、
と
き
に
よ
り、
梅
か
さ
ね
、
もみ
ぢ
が
さ
ね
ゃ
うの
、
うす
や
う
につ
つ
み
て
、
そ
の
色
の
み
づ
ひ
き五
す
ぢ
に
て
か
らみ
候
、
文
は
こ
と
に
よ
りて
、五
本
三
ぼ
ん
出
さ
れ
候
も
ひ
きあ
はせ
につ
つ
み
て
、
三
本
ま
で
は
うへ
を遊
ひ
候
、
二
ほ
ん
一
本
は
た
だ
ひ
き
あは
せ
、杉
原
ゃ
うの
もの
に
つ
つ
み
候
ベ
し。
く云
々
〉薄
ゃ
う
も十
て
う廿
申酎
戻へ
ば
、
だ
い
に
ひ
とつ
にす
ゑ
申
候
、三
ぞ
くな
れ
ば
ー
そ
くっ
つ
す
ゑ
申候
、
か
よ
う
の
こ
とは
玄
輝
もん
ゐ
ん
の
時
、
か
ま
く
らの
さか
み
の
入
道
の
女
房
、
いせ
へ
ま
い
りて
御
つ
ぽ
ね
ま
て御
礼
申候
、御
字
多
院
よ
りの
勅
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
の
御
さ
た
め
の
さぶ
らひ
し云
々
、
れ
う
し
と
あ
らん
に
ひ
き
あ
は
せ
、
た
か
だ
ん
し、
こ
た
か
だ
ん
し、
す
ぎは
らい
だす
べ
し、
又
け
さ
う
文
な
ど
に
うす
や
うな
に
か
さね
とあ
り、
も
し入
れ
う
し給
は
り候
は
ん
と
あ
らん
に
、
い
か
に
うつ
く
し
く
とも
、
か
さね
の
し御
出
し候
ま
じ
く候
、
ま
た
男
な
ど
、
け
さ
うふ
み
の
よ
う
とて
申
候
は
ば
、御
や
り候
へ
、
こ
な
た
よ
りれ
う
しと
申
とて
御
っ
か
は
し候
ま
じ
く｛
展。
近
頃
は将
軍
家
に
も女
房
達
皆
異
名
を
申
す
と云
々
、御
3震
をば
を
め
ぐ
りと
云
、常
に
を
ま
は
り
と云
は
わ
ろ
し、
杉
原
（穏
原
）
を
ぱ
ス
イ
ハ
、
引
合
をは
ヒ
キ
と申
也
、
い
つ
の
程
にか
取
り給
ひ
け
ん
、
たち
ば
な
餅
を
、二
十
ば
か
り纏
紙
に包
み
て
、
引
合
に取
り出
させ
給
ひ
け
り。
畳
紙
く女
性
之
粧具
也
＞、
反
古
〈旧
文
也
〉、
表
紙
、t
li.LI;
、唐
紙
、引
合
、杉
原
く
日本
俗
杉
或
作
椙
未
詳
也
〉、
権
紙
、厚
紙
、薄
様
、打
曇
〈打
或
作
内
〉色
紙
、
鳥
子
く紙
色
知
鳥
卵
故
云
鳥
子
也
、
〉、
懐
紙
く懐
或
作
会
〉、
宿
紙
〈薄
墨
之
紙
也
、又
云
紙
屋
之
紙
公
家
之
所
用
也
、
〉、
修
禅
紙
く坂
東
豆
州
紙
名
也
色
薄
紅
也
〉、
白棒
、
白麻
、魚
網
〈以
上
三
者
紙
異
名
也
〉、
短
籍
く籍
字
作
尺
＞、
格
く紙
材
用
之
〉
仙
洞
進
物
。
〈金銅燭
台
一
対
、唐
松
伎
打
付
銚
子
提
、
引合
;lft
帖
〉
御
室
へ
御
i！
被
進
く唐
絵
ー
幅
引
合
対
帖
〉、
自相
応
院
被
進
く銚
子
提
、杉
原
十
帖
〉御
返
被
付
廻
〈石
鉢
、
引合
十
帖
。
〉圏
宰
相
相
当始
而
献
之
〈僑
懸
。杉
原
十
帖
。
〉
�、 pコ :> 
史
料
名
16 
看
関
日記
17
看
関
日記
18
看
問
日記
19
康
富
記
20
康
富
記
21 
康
管
記
22
康
富
記
23
康
欝
E
24
康
欝
己
25
康
欝
日
26
康
宮
記
27
康
宮
記
28
康
富
記
29
康
富
記
30
康
富
記
31 
康
富
記
32
康
富
記
33
康
富
記
34
損
壊
集
35 
二
判
問
答
36
 
蔭
涼
軒
目録
37
酷
稗
旧録
38
 臨
璃
干目
録
巻
冊
：頁
：
和
年
号
14
5
応
永
26
年
8月
1日
14
5
応
永
27
年
12
月
24
日
145
永
事
5年
正
月
20
日
14
7
嘉
吉
2年
8月
1 日
14
7
嘉
吉
3年
8月
1日
148
文
安
元
年
8月
lB
148
文
安
4 年
8月
11
日
14
9
文
安
5年
8月
5日
14
9
宝
徳
元
年
8月
3日
14
9
宝
徳
元
年
8月
76
14
9
宝
徳
2年
正
月
19
日
14
9
宝
徳
2年
8月
1日
14
9
宝
徳
3年
8月
1日
14
9
宝
徳
3 年
8月
11
日
15
0
掌
徳
2年
8月
1日
15
0
享
徳
2年
10
月
25
日
15
0
享
徳
3年
8月
3日
15
0
康
正元
年
8月
1 日
15
1 
.15
2 
< 
2 
> 
史
料
本
文
仙
洞
御
j岳
く茶
碗
。
大
香
炉
、銚
子
提
、
引合
所
的
、
〉付
永
基
進
之
如
例
。室
町
殿
く沼
海
。銚
子
援
、
引合
五
十
帖
。
〉若
公
御
方
。
〈胡
銅
具
三
足
。
銚
子
提
。
引合
ftt
帖
〉進
之
。入
夜
御
返
到
来
。
…
…
若
公
。
く銀
香
富
。香
合
。銚
子
提
。
引合
十
帖
。
正
永
持
参
、練
寅
三
重
御
沈
ー
襲
、
く紅
薄
様
褒
之
〉、
引合
十
中
占拝
領
。祝
看
無
街
。
早
旦
大
光
明
寺
行
、
（中
略
）於
地
蔵
殿
有
点
心
、4あ隼
御
引出
物
、
く予
、扇
、杉
原
十
帖
、若
宮
、
知
意
宝
珠
、
号！
合
十
帖
、御
扇
、
椎
野
、
御
扇
、檀
紙
十
帖
、前
宰
相
、庭
回纏
紙
十
扇
。殿
上
人
各
五
明
一
本
間
前
。
〉
今
日為
八
朔
御
礼
、
引
合
十
帖
、箱
一
、
（中
略
）伏
見
殿
宮
御
方
進
入
之
、又
引
合
十
合
、金
覆
輪
引
合
十
帖
等
送
給
之
、又
太
万
、鍋
、
く濁
湧
＞引
合
一
束
等
、
（下
略
）南
呂
之
令
節
、
中華
之
嘉
珍
、祝
着
幸
甚
、
（中
略
）杉
原
十
帖
、j[
十
枚
進
候
、期
面
賀
候
也
。外
史
之
亭
進
入
ノ分
酒
鏑
、
（中
略
）返
報
号！合
十
帖
（中
略
）御
返
、太
万
一娠
、杉
原
積
紙
十
帖
、廷
三
枚
也
（下
略
）
禁
裏
様
八
朔
御
礼
（中
略
）注
折
紙
。
（中
略
）後
白
白伏
見
殿
御
返
、
引
合
十
帖
、銚
子
提
也
、
白鷹
司
殿
、杉
原
十
帖
、
（下
略
）
八
朔
御
礼進
土
（紙
）宮
御
方
分
、
引
合
十
帖
、鷹
司澱
杉
原
十
帖
、清
史
亭
檀
紙
十
帖
、蔵
氷
方
檀
紙
十
帖
、飯
肥
所
杉
原
十
帖
、
自大
宮
檀
紙
十
帖
、返
報
檀
紙
一
束
、
一
昨
日八
期
御
返
〈引
合
御
太
万
御
扇
等
〉
つ
い
た
ち
の
御
返
に候
、
こ
と
さ
らば
か
りに
候
、御
た
ち
、
ひ
き十
で
うっ
か
は
され
候
、
く云
々
〉
自鷹
司殿
御
返
太
万
引合
十
帖
被
送
下
了
八
朔
御
返
に
、御
太
刀
〈黒
〉、
号｜
合
十
帖
被
下
之
、
（中
略
）八
朔
御
返
引
合
十
帖
黒
太
万
一
腰
被
送
下
、祝
著
了
、
其
返
報
黒
太
万
一
腰
、
引合
十
帖
送
給
云
々
、
引
合
十
柏
、盆
〈越
前
物
〉一
、為
ヲ！
物
持
参
之
、文
杉
原
十
申占
被
与
之
、
入
夜
自宮
務
三
種
〈引
合
、香
炉
、綜
等
〉送
賜
之
、
即
有
返
報
、
〈杉
原
十
帖
並
金
覆
輪
〉
自左
大
臣殿
御
返
三
種
〈金
御
太
万
帯
ー
引
合
十
帖
〉、
昨
日罷
向
之
礼
三
種
引物
〈引
合
十
帖
太
万
鰍
〉送
之
、
大
i；，ご
御
門
殿
引
合
十
帖
、金
覆
輪
一
、高
倉
殿
杉
原
檀
紙
十
帖
、
（中
略
）
自宮
務
、
引合
十
帖
く云
々
〉
、
自御
跡
伺
引
物
被
下
了
、御
使
佐
阿
也
、
黒
太
万
一
腰
、引
合
十
帖香
合
く堆
紅
〉等
也
、
院
御
所
、御
剣
一
腰
く御
返
四
日被
下
之
金
太
万
引合
十
帖
〉親
王
御
方
、茶
碗
染
付
くへ
ウ
タ
ン
〉査
水
入
、杉
原
十
帖
く御
返
銚
子
提
、杉原
十
帖
四
日被
下
之
〉大
炊
御
門
殿
杉
原
十
帖
進
入
之
武
割
、路
若
公
杉
原
十
帖
、御
返
引合
十
帖
、
飯
尾
肥
州
杉
原
十
帖
、官
務
送
給
分
返
報
遺
之
分
檀
紙
五
帖
、
檀
紙
十
帖
、御
返
扇
一
本
引合
十
帖
、御
室
、
杉
原
十
柏
、真
光
院
殿
、
引
合
十
帖
、
自宮
務
送
給
分
、祖
紙
十
帖
、
紙
部
／
紙
く需
同
字
会
〉、
桟
岡
、高
僧
紙
、
小
高4
郵
氏、
卵
紙
、
引
合
、唐
紙
、厚
紙
、薄
様
、色
紙
、杉
原
、
中
紙
、雑
紙
、肌
吉
、
短
紙
、清
紅
紙
、薄
白
、懐
紙
、
隻
紙
、草
紙
、標
紙
く標
F喜
和
名
、
、文
書
〉、
表
背
、表
紙
、装
背
、短
冊
、反
古
、
卦
堺
く同
界
同
字
〉柏
、待
先
生
く
需
名
〉、
格
国
公
〈向
〉、
好
時
侯
く同
〉、
格
菜
、
白麻
く同
＞
害
状
料
紙
用
引
合
事
、近
年
竹
園
大
臣家
之
外
、不
可
用
様
存
候
歎
、
冷
泉
中納
言
く為
相
卿
〉害
状
暦
応
之
t夏
、武
家
意
等
用
号｜合
所
見
有
之
、
不
可
守
株
哉
、如
何
、
答
、
引
合
杉
原
H
有
厚
簿
大
略
同
事
鰍
、
至
引合
近
日依
其
人
用
之
事
哉
、未
知
子
細
、
自然
如
此
成
来
歎
、
別
而
不
可
有
子細
哉
。／
ー
和
歌
懐
紙
清
貴
人
之
時
、
同
姓
不
審
之
詰
社
法
楽
之
時
、可
載
同
姓
之
条
不
可
有
巨難
哉
。／
貴
所
家
会
樹
氏、
主
人
同
姓
時
省
、
雲
客
以
下
略
姓
為
故
実
欺
、
至
諮
社
法
楽
者
、不
可
必
然
哉
、
（中
略
｝／
ー
慈
恵
大
師
法
楽
和
歌
懐
紙
作
事
、陪
慈
恵
大
師
宝
前
可
書
之
欺
、
如
何
、／
此
条
不
得
才
学
、不
可
准
諸
社
法
楽
敗
、
15
5
永
享
11年
間
正
月
23
日
西
芳
寺
中
訓
、於
御
持
仏
堂
地
鎖
、乃
成
魁
也
、御
布
施
則御
小
袖
五
重
、
号i合
十
帖
也
15
5
永
事
12年
5月
28
日
勝
定
院
御
成
、御
焼
香
、御
斎
、御
小
袖
三
重
、盆
、段
子
、高
檀
紙
杉
原
各
十
帖
、御
談
議
i荷
数
、御
布
施
百
賓
文
4邸盤
、上
様
御
小
袖
御
重
、
盆
、香
合
、
引合
十
帖
被
進
、各
請
取
奉
懸
御
目
。
15
8
明応
2年
7月
23
日
予
持
麺
ー
折
、
昆
若
ー
折
、柳
樽
二
荷
、
古
銅
香
炉
、備
中
ヲ i
合
一
束
tれ�史料
名
39 
東
常
縁
関
書
（東
野
州
聞
書
）
40 
東
常
縁
関
書
（東
野
州｜
聞
書
）
41 
続
長
卿
記
42
親
長
卿
記
43
親
長
卿
記
44
宣
胤
卿
記
45 
後
法
興
院
記
46 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
47 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
48 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
49 
宗
五
大
草
紙
50
 
宗
五
大
草
紙
51
新
板
塵
添
棒
嚢
妙
52
天
聴
集
53
 
大
舘
常
輿
日記
54
 大
舘
常
興
日記
55
 
運
歩
色
葉
集
巻
冊
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和
年
号
史
料
本
文
15
9 
ニ
後
十
月
七
日十
首
題
所
望
仕
る
。す
な
は
ち
引合
一
重
に
うへ
を
たて
ふ
み
て
お
こす
な
り、
た
て
ふ
み
た
る紙
杉
原
一
枚
な
り。
15
9 
知
:1€一
枚
を
こ
に切
て
く竪
切
也
〉竪
を績
に成
て続
加
る也
紙
数
大
方
表
紙
の
外
三
枚
を用
る也
但
四
枚
も書
次
第
也
つ
ぎ表
紙
同紙
を
用
る也
16
0
文
明
3年
2月
13
日
16
0
文
明
3年
3月
22
日・
16
1
明
応
7年
正
月
13
日
16
4
長
事
3年
8月
17
8
16
8
文
正
元
年
6月
13
日
17
0
康
正
3年
8月
4 日
17
0
長
禄
2年
9月
10
日
17
0
長
禄
3年
8月
4日
17
4 
17
4 
前
に二
切
た
る英
一
枚
の
紙
を績
に三
枚
に切
て表
紙
に
用
る也
長
は
幸
に
渓
と同
物
な
れ
ば
重
て
長
を
調
る
に不
及広
さ
を計
ふ
程
に三
に又
切
て
用
れ
ば
宣
き程
也
此
表
紙
を
は
本
料
紙
の
外
の
方
に続
也
く何
の
物
も表
紙
は知
此
也
〉紙
は祖
紙
く小
引
合
〉を
三
分
に切
て
問
中
程
に付
也
表
紙
の
内
の
方
に付
る也
軸
は
桧
木
を削
て
上
下
に
一
分
計
つ
つ
余
す
也
執
した
る
人
の
位
記
には
自
く能
桧
木
を用
る
也
少
太
を
lllJ!J
也
叙
位
等
の
維
々
の
位
記
に
は
杉
木
な
ど
を
も用
也
。
難
可
書
強
紙
｛義
被
仰
出
、E
針
目尋
幾
得
之
問
、書
引
合
了
、
陵
遅
也
、
く御
料
紙
事
有
御
尋
、
可
為
高
値
紙
欺
、押
折
二枚
欺
、
予
申云
、
故
院
被
出
御
点、
之
時
、高
檀
紙
に
も只
引
合
に
も髄
御
所
在
也
、押
折
二
枚
被
遊
之
白
申入
了
、
〉
送
遺
佳
例
扇
く三
本
〉杉
原
く二
十
帖
〉遺
文
四
郎
、引
合
一東
松
蔭
庵
了
、
明
日殿
下
御
連
歌
頭
役
、三
ケ
、
引合
五
枚
、
杉
原
十
枚
進
之
、兼
日和
歌
懐
紙
有
披
議
、
殿
勅
撰
御
百
首
今
日被
i童
撰
者
許
、
〈御
使
俊
宣
〉為
御
談
合
也
、
題
一
或
二
首
或
一
首
被
害
載
之
、御
料
紙
小
高
引
、
高
一
尺
二
寸
、
入
手
筈
之
蓋
被
i皇
、於
御
清
書
者
可
為
鳥
子
也
、
御
端
作
、
（以
下
略
）
ー
京
都
還
御
返
共
到
来
引
合
、以
上
伊
勢
、
畠
山
家
門
、
一
大
館兵
庫
方
ヨ
リ1・1
給
之
引合
十
帖
、
杉
原
一
束
、植
紙
一
束
、雑
紙
五
束
、
雑
紙
百
束
、百
廿
文
備
中
引合
こ
帖
、
三
百
文
杉
原
一
束
、
百
五
十
文
杉
原
三
帖
〈蚊
張
料
〉、
四
十
文
杉
原
ー
帖
＜
カ
ミ
ヨ
リ
ノ用
〉
四
百
五
十
文
杉
原
一
束
、
四
百
五
十
文
厚
紙
三
束
、百
文
杉
原
二
帖
、百
廿
文
備
中
引
合
、fl十
五
文
杉
原
ー
帖
く水
引用
〉
上
折
紙
調
候様
の
事
／
一
、先
折
紙
の
た
けの
高
きは
狼
籍
也
、公
方
様
へ
は
常
々
公
家
門
跡
大
名
衆
は
、備
中 紙
に
、高
檀
紙
を
、
一
重
二
つ
に折
て御
用
候
、御
供
衆
同
前
、大
か
た
の
人
は
、小
引
合
、
杉
原
な
ど被
用
候
。
下
十
月
ゐ
の
この
時
、締
ま
い
り切
とて
、
きん
とん
の
よ
う成
もち
参
候
、
そ
れ
を
直
に
、面
々其
外
人
に
よ
りて
御
給
候
、又
不
参
時
、
諸
国
又
御
前
に
て
、
え給
候
は
ぬ
人
の
方
へ
申
次
して
申
出
され
候
、其
つ
つ
み
紙
に
け
ぢ
め
候
、大
名
衆
其
外
国
大
名
きっ
と
した
る方
へ
は
、
下
絵
の
紙
に包
まれ
候
、
大
方
の
人
へ
は
、切
は
くの
紙
に
つ
つ
まれ
候
、す
ゑ
ず
ゑ
は
引
合
ー
か
さ
ね
に
つ
つ
まれ
候
、
つ
つ
み
や
う
は
、観
世
大
夫
には
大
名
の
ご
と
く、
下
絵
の
紙
に
つ
つ
まれ
候
。／
大
名
は
備
中 紙
の
小
高
檀
紙
を一
重
二
に折
て御
用
候
、御
供
衆
同
前
、大
か
た
の
人
は
小
引
合
、杉
原
な
ど被
用
｛度
。
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〈第
七
〉
紙
屋
事
く付
紙
屋
川
事
宿
紙
ト云
事
陸
奥
国
紙
事
引
合
ト云
事
〉／
カ
ミヤ
。
紙
と 去
は
、何
な
る紙
に
か
、宿
紙
と書
く
、
又
紙
屋
紙
共
書
也
。
又
カ
イ
カ
ミ共
云
に
や
、
苦
し大
内
の
紙
屋
にて
翻
せ
しか
は
、紙
屋
と申
也
。
紙
屋
川
共
云
も、
此紙
j慶
る河
な
れ
は
、
此
名
を得
る也
。然
を
今
神
の
字
を
用
る人
あ
り、
ttiあ丘
き故
欺
、
二
条
の
摂
政
家
の
丹十
八
帖
の
名
寄
に
も
、紙
の
字
にて
侍
り、
是
を宿
紙
と害
事
は
、普
し此
紙
屋
に
、結
番
して
、
宿
直
せ
し故
に
、
宿
紙
と書
也
。則
是
を
、
カ
ミヤ
と読
也
、
薄
墨
色
の
紙
な
るべ
し、
当時
漉
反
と云
也
。公
家
の
料
紙
也
、給
旨
な
ん
と
に
用
るか
故
に
、俗
に
は
、論
旨紙
と云
敗
、
自
余
に
も用
れ
ば
こそ
。業
平
の
宿
紙
にて
、手
を書
け
る。
伊
勢
物
語
、朱
雀
院
の
塗
寵
に
あ
りけ
る
と申
め
り、
源
氏
に
ミチ
ノク
紙
と云
は
、檀
紙
の
事
とな
ん
、
植
紙
は
陸
奥
よ
り始
ま
りけ
る也
。
｛谷
に
引
合
と云
は
是
也
。
男
女
の
心
を通
す
に、
筆
を
尽
し、
調
を
か
ざ
りて
、
染
思
色
顕
し、
積
涙
の
淵
を知
せ
ん
志
を遂
る
、玉
障
さ
に
、
此
紙
を
用
る故
に
、引
合
とは
申
とか
や
、
Jlt
檀
紙
に大
小
あ
り、
当時
小
き
をの
み
、
引
合
と云
と思
ふ
人
あ
り。
17
8
天
文
4年
正
月
26
日
今
日滞
花
続
長
老
に弘
法
大
師
六
字
名
号
引合
十
帖
送
之
。
次
文
見
往
々
178
天
文
9 年
10
月
22
臼
一
重
而
摂
州
く元
造
朝
臣
〉為
御
使
来
臨
の
京
兆
へ
の
御
内
書
両
遇
、御
案
文
被
下
て
、愚
老
可
致誤
進
候
由
、被
仰
出
也
、則
令
調
進
之
、
御
引
合
御
立
文
〈両
通
知
此
〉也
、制
l合
一
帖
〈出
版
之
〉祭
給
之
也
。
17
8
天
文
10 年
8月
期
日
六
角
霜
台
よ
り為
八
期
祝
儀
如
去
年
種
々以
目録
進
上
之
、
（中
略
）抱
紙
十
帖
〈引
合
也
〉
17
8 
紙
名
、格
園
、格
先
生
、列
j藤
、務
育
、
白麻
、
白倍
、
魚
網
、厚
様
、薄
様
、
大
高
檀
紙
、小
高
檀
紙
、唐
紙
、修
善
寺
、椙
原
、色
紙
、
内
曇
、
鳥
子
、
引
合
、宿
紙
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
56
 
条
々
問
書
貞
丈
抄
18
2 
57
 
楚
槌
噺
余
18
2 
58
 
言
継
卿
記
18
3
大
永
7 年
4月
5 日
59
言
継
卿
記
18
3
大
永
7 年
8月
30
日
60
言
継
卿
記
18
3
天
文
元
年
2月
5日
61
 言
継
卿
記
18
4
天
文
2 年
11
月
3日
62
言
継
郷
記
18
4
天
文
13年
3月
9日
63
 
言
継
卿
記
18
4
天
文
13年
3月
18
日
64
 言
継
卿
記
18
6
天
文
18 年
8月
9日
65
 言
継
卿
記
18
6
天
文
19 年
7月
23
日
66
言
継
卿
記
18
7天
文
22
年
12
月
25
日
亡b号コ
。 �
 
67
言
継
郷
記
18
7
天
文
2？
年
正
月
12
日
68
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
2月
27
日
69
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
6月
10
日
70
 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23
年
8月
16
日
71 
言
継
郷
記
18
8
天
文
24年
3月
9 臼
72 
言
継
卿
記
18
8
天
文
24年
正
月
18
日
73 
言
継
卿
記
18
9
天
文
24
年
9月
13
日
74 
言
継
卿
記
18
9
天
文
24
年
11
月
11
日
75
 
言
継
卿
記
19
0永
篠
7年
3月
12
8
76
 
言
継
卿
記
19
0 永
禄
7年
8月
8日
77 
言
継
卿
記
19
0永
禄
8年
4月
7 日
78
言
継
郷
記
19
1永
禄
10年
12
月
26
日
79 
言
継
卿
記
19
1永
禄
12年
7月
2日
80
 
言
継
卿
記
19
1永
禄
12年
7月
7日
81
 
言
継
卿
記
19
1永
禄
12年
7月
16
白
82
 
多
聞
院
日記
20
1天
正
13年
8月
20
日
83
鹿苑
日銭
20
2 日
月応
8 年
9月
27
日
84
鹿苑
日；録
203
 日
月応
8 年
11
月
18
日
85
鹿苑
目録
20
3
永
正
元
年
2月
22
日
< 
4 
> 
史
料
本
文
公
私
御
か
よひ
の
事
の
一
部
に
／
鼻
紙
は
、
今
の
t立
の
ち
い
さ
く切
りた
る
鼻
紙
に
は
あ
らず
、杉
原
引合
な
どを
少
くた
た
み
て懐
中 す
る也
、
ふ
とこ
ろ紙
とも
、
た
た
う紙
と
も云
ふ
也
、伊
勢
加
賀
守
貞
助
返
答
に云
ふ
、
た
た
う紙
の
事
は
、
三
枚
を
ぴ
や
ぷ
の
如
く三
聞
に
た
た
み
、三
重
を入
れ
ち
が
へ
、
二
に折
り｛
戻は
ば
四
方
な
り、
紙
数
以
上
九
枚
な
り、
引
合
な
らば
四
つ
に
た
たみ
、
如
右
折
重
ね
｛展
、
同
二
に折
紙
数
右
に
同
じ、
杉
原
な
ど
あ
ま
りあ
っ
く候
へ
ば
、
二
枚
づ
つ
も重
ね
候
云
々
。
備
中 紙
大
高
樹
氏、
小
高
穏
紙
、
引
合
、広
瀬
ヤ
ナ
イ左
衛
門
〈所
名
也
松
山城
主
被
官
ナ
リ
〉
、渡
辺
；\fil
l左
衛
門
〈名
字
今
宮
〉。
ヤ
ナ
イ左
衛
門
只
一
人
して
此
の
紙
を作
る也
。不
許
此
紙
余
人
、但
引合
は
同
名
者
に許
す
也
。
大
高
、
小
高
は
不
許
也
。
禁
裏
へ
引合
十
帖香箱
口
口
予
申次
如
常
（中
略
）大
典
侍
殿
内
＃
原
く十
帖
〉口
く一
筋
〉長
橋
ヘ
く同
〉師
殿
鼠
〈一
本
〉四
辻
〈杉
原
計
欺
予
申次
也
、
進
物
檀
紙
く号
｜合
也
〉
従
長
橋
催
之
用
とて
杉
原
く二
帖
〉引
合
く半
〉、
給
候
祝
着
々
々
、
今
日老
母
絹
六
疋
六
貫
八
百
に御
取
｛度
、其
外
引合
一
帖
、杉
原
五
帖
、
雑
紙
一
束
御
取
候
了
、
引合
一
申t
拝
領
了
、
則
退
出
、地
下
之
催
先
沙
汰
之
、!Ji
秋
朝
臣
に催
之
、折
紙
百六
別
紙
、
同
香
衣
之
御
礼
とて
、使
僧
引合
十
帖
、扇
一
本
持
来
、見
参
候
了
。
ヲi合
十
帖
、
扇
一
本
、則
長
橋
局
へ
以
折
紙
申入
候
了
。
今
日禁
裏
長
備
局
迄
御
礼
に参
、
号i合
十
帖
、御
蔵
く一
本
〉進
上
、同
御
局
へ
杉
原
十
帖筆
く廿
管
〉進
了
。
引
合
十
帖
。
次
引
合
二
枚
、
午
下
刻杉
原
持
参
、
（中
略
）御
懸
物
引合
一
帖
（中
略
）予
引
合
半
帖
（中
略
）杉
原
十
枚
遺
之
。
引
合
一
束
、
御
懸
物
杉
原
二
帖
被
出
之
、一
位
三
盤
勝
、予
ー
盤
勝
之
、
中
山四
盤
勝
、
杉
原
十
枚
宛
取
之
、文
御
帯
一
筋
、
引合
一
帖
、
中
山大
納
言
拝
領
也
御
碁有
之
、
四
番
勝
、
御
懸
物
〈帯
二
筋
引合
一
帖
〉被
出
之
、
都
多之
宇
野
右
京
亮
方
よ
り杉
原
一
束
計
到
、公
用
不
及
沙
汰
。
（中
略
）予
と
中
山
、
四
辻
引
別
、
竹
門
二
番
皆
御
勝
也
、
引合
ニ
帖
被
出
了
、
予
ー
帖
賜
之
、
御
懸
物
小
高
檀
紙
、
ヲ！合
、杉
原
く各
帖
＞被
出
之
、
引合
十
帖
被
送
之
、
次
相
国
寺
之
デ
蔵
主
、
明
日早
々上
洛
之
由
申云
云
、白
書
状
相
調
、
さづ
か
紙
一束
言
云
、遺
隼
人
佑
暮
過
持
罷
向
、
次
至
亥
来
談
。置
引
合
十
帖
之
上
出
之
、
内
膳
民
部
少
輔
清
景
雇
之
、
扇
地
紙形
台之
物
盛
之
了
、御
礼
に巻
、於
御
学
問
所
御
対
面
、御
脈
賜
之
、
引合
十
帖
、
盆
にー
包
進
上
了
、
（中
略
）
吉
野
紙
三
束
送
之
、
引
合
十
帖
扇
也
、
次
引
合
十
帖
に香
合
被
下
之
、
御
見
懸
物
ヲ｜
合
二
帖
被
出
之
、持
之
間
一
帖
宛
賜
之
杉
原
二
東
五
帖
引合
二
申占
小
高
檀
紙
一帖
鳥
子
廿
五
枚
等
召
寄
了
、
号｜
合
一
帖
賜
之
、
引合
十
帖
、杉
原
十
帖
従
仙
学
房
天
王
寺
ノ誇
堂
立
付
、
本
尊
ア
ミタ
紙
二
番
セ度
問
、侍
従
ヲ可
呼
越
之
由僧
在
之
、
引合
令
入
魂
了
、
奉
行
報
来
、
御
判
紙
京
之
上
下
尋
之
来
得
也
、故
以
引
合
書
之
、
昔
慈
照
院
殿
之
時
、益
之
為
蔭
j京
、
不
得
公
文
紙
、以
故
或
引合
或
鳥
子
寄
之
、
大
引
合
ニ
枚
書
之
、以
一
枚
褒
之
。
ニ
百
文
扇
一
本
、
引合
十
帖
（中
略
）又
以
百
扇
阿
波
薄
禄
十
帖
史
料
名
鈴
鹿苑
日録
87
 鹿苑
日録
88
鹿苑
目録
89
鹿苑
日録
90
 鹿苑
目録
91
 
御
湯
殿
の
上
の
日記
92
御
湯
殿
の
上
の
日記
93
御
湯
殿
の
上
の
日記
94
御
湯
殿
の
上
の
日記
N
ω一戸
巻
冊
：頁
：
和
年
号
20
3
天
文
8年
8月
8日
20
4
天
文
10 年
3月
9日
20
4 .
天
文
12年
正
月
2日
20
4
天
正
19年
4月
19
日
20
5
元
和
3年
正
月
16
日
20
7
文
明
11 年
7月
27
日
20
7
長
事
2年
2月
11
日
20
9
天
文
21
年
10
月
18
日
21
0
永
禄
7年
10
月
23
日
< 
5 
> 
史
料
本
文
引合
二
中占
、扇
子
一
本
大
通
寺
〈江
〉下
之
。
大
引合
一
条
為
礼
�.：
之
。
蔭
涼
軒
く江
〉引
合
十
帖
、扇
一
本
持
参
、
（中
略
）唐
紙
豆
枚
恵
玉
子
失
。
｛自
殿
文
台
硯
々上
鳥
子
紙
持
来
、
置
御
前
、
研
塁
、
鳥
子
二
枚
二
折
而
献
主
窪
、
即
執
筆
梁
墨
、御
発
句
被
遊
、各
々御
発
句
等
引合
紙
二
折
、市
発
句
或
三
句
或
二
句
被
害
、献
主
聖
、相
定
也
、｛
自殿
鳥
子
二
枚
二
折
、
而
発
句
衆
配
十
一
人
、各
々書
発
旬
、杉
原
二
七月
、
（中
略
）償
紙
之
端
小
紙
一
巡
次
第
書
立
在
之
也
。
到
東
福
雲
喬
、遺
差
前
一
束
、
扇
子
五
本
、玉
言語
他
出
、留
関
東
紙
一
束
、扇
子
五
本
（中
略
）呈
杉
原
十
帖
、扇
子
五
本
〈云
々
〉
呈
濃
紙
十
帖
、八
条
殿
賜
引
合
一
束
。
ち
ゃ
う
ら
う
に御
ほ
ん
、
か
うは
こ
、
ひ
き十
帖
たふ
、｛
寺者
に
さい
三
、す
き
は
ら十
帖
、
か
しこ
ま
り
申
さ
る
る
。
頭
蓄
に
、
ひ
き十
帖
ま
い
る
。
ひ
き
に御
あ
ふ
き
しん
申
、
（中
略
）す
きは
ら、
あ
ふ
き
まい
る
。
す
け殿
よ
り御
と
りの
こ
、御
て
う
し、
色
々
ま
い
る
。
引合
十
て
う
に
し
き
ろ
う
、
ま
い
りて
め
で
た
し。
4 ） 杉原紙 （ 「 和漢紙文献類東 」 古代 ・ 中 世 編 デ ー タ ）
史
料
名
1 
邸麟抄
2
殿
暦
3
定
置
印
板
箔
写
経
論
疏
等
直
品
条
々事
4 
応
長
濯
頂
記
5 
書
札
礼
法
抄
N
ωω 
8
北
条
九
代
記
7
庭
訓
往
来
8
入
木
抄
9
太
平
記
10 
太
平
記
11
 師守記
1 2
師
守
記
13
飾
守
記
14
 実
豊
郷
口伝
聞
書
15
め
の
とさ
う
し
（乳
母
草
紙
）
1 6
海
人
藻
芥
17
薩
戒
記
18
薩
戒
記
巻
冊
巻
九
34
 
上
12
9 
13
0 
巻
十
一
番
写
山
行
13
3
幸
事
巻
十
六
将
軍
自筑
13
3
紫
御
上
洛
の
事
：頁
：
和
年
号
64
永
久
4年
7月
11
日
12
1 
12
6 
12
7 
12
8
承
久
元
年
13
5
暦
応
2年
8月
1 日
13
6
貞
和
2年
正
月
25
日
13
7
貞
和
5年
11
月
27
日
13
8 
14
0 
14
1 
14
2
永
享
5年
ll
ft
3日
14
4
永
享
5 年
11
月
3 日
< 
1 
> 
史
料
本
文
害
状
駄
用
意
事
、
先
紙
は
皆
板
自の
方
を裏
とす
る也
、但
し杉
原
は
板
目面
也
、
一
重
を取
両
方
の
端
を合
て
見
に長
方
を
端
とす
べ
し。
（中
略
）立
文
之
時
は
此
上
にネ
凶氏
とて
ー
紙
を巻
て
上
plf
＜謹
上
進
上
等
の
言
を
か
くな
り〉
あ
るべ
き
を
は
内
封
には
せ
ざ
る也
、
上
所
な
くば
や
か
てネ
L紙
もな
し、
ネほ
氏を
して
紙
の
礼
の
上
を封
ず
る
は
、是
を
内
封
とは
云
也
。
一重
の
箇
の
紙
の端
を
中
よ
り上
て
切
て
煩
に巻
て
封
ず
る
也
。
〈云
々
〉一
、公
家
へ
折
紙
な
ど書
進
す
る時
は杉
原
不
可
叶
、
引
合
に可
書
也
。公
家
よ
りは
曳
合
よ
り外
は
御
状
あ
そ
ば
され
ず
、武
家
よ
りは
公
家
へ
引
合
に書
て状
を進
上
す
べ
か
らず
、杉
原
にて
可
書
也
、折
紙
をば
曳
合
にて
公
家
へ
は
可
進
。
椙
原
庄
紙
百
帖
一
、牒
審
者
料
紙
椙
原
打
別
五
文
内
〈料
紙
直
三
文
打
摺
寅
二
文
〉
不
論
大
小
一帖
隠
背
表
紙
合
拾
文
内
〈表
紙
五
文
隠正
it
五
文
〉
一
、巻
物
者
料
車防昌
原
枚
別
四
文
内
〈紙
直
二
文
賃
等
二
文
〉
又
原
紙
者
枚
別
三
文
内
〈紙
直
一
文
、賃
等
二
文
、不
論
大
小
一
巻
紙
半
枚
、直
銭
五
文
〉
杉
原
廿
枚
褒
之
一
、文
を書
（中
略
）上
一寸
あ
ま
り、
下
同
前
、是
は
引
合
杉
原
な
どの
紙
也
。
／
武
家
には
杉
原
な
らで
は
文
をば
か
か
ぬ
事
也
。
引
合
、祖
紙
な
どに
て
は
努
々不
可
書
。但
、
女
性
の
本
へ
の
文
に
は
、文
引
合
、植
紙
に
て
書
きて
、杉
原
にて
は
書
べ
か
らず
。女
性
も又
杉
原
に
て
文
書
事
は
な
し。
又
武
家
の
御
下
文
紙
と申
は
、
今
は
鎌
倉
紙
也
。杉
原
に
は
あ
らず
。／
関
東
先
代の
時
は
、武
家
の 書
札
は
格
別
に分
明
に
見
え
た
り、
建
武
、
暦
応
以
来
、武
家
御
在
洛
の
後
は
、公
家
、
武
家
、僧
家
の
書
札
、皆
同
じゃ
う
に書
事
お
ほ
し。
／
（文
書
の
宛
所
の
書
様
に
つ
い
で
）建
武
暦
応
以
後
、公
家
、武
家
混
合
した
る事
と
も
あ
り。
（中
略
）杉
原
紙
始
而
流
布
、
婿
磨
杉
原
御
筆
事
、凡
筆
を
用
る事
料
紙
に
よ
り候
也
、打
紙
には
卯
毛
、只
の
紙
には
鹿
毛
にて
候
、檀
紙
には
冬
毛
、杉
原
には
夏
毛
（下
略
）
、
先
づ
杉
原
一枚
を 折
っ
て
、法
華
経
一部
八
巻
、並
に
関結
ニ
経
を細
字
に書
きた
る
あ
り。
将
軍
の
義
を得
ペ
き夢想
の
告
な
り
と思
召
しな
け
れ
ば
、杉
原
を三
帖
短
冊
の
広
さ
に切
らせ
て
、
自
ら観
世
音
菩
薩
を書
か
せ
給
ひ
て
舟
の
帆
柱
ご
と
に
ぞ
押
させ
られ
け
る。
今
朝
福
原
十
帖
進
上
家
君
（師
右
）
、次
進
頭
殿
（師
茂
）御
方
く扇
三
本
筆
一
巻
墨
ー
廷
、
〉御
返
檀
紙
三
柏
、
椙
原
十
中占
、檀
紙
十
帖
被
進
上
候
椙
原
二
帖
（百
文
｝
、
引合
こ
か
さ
ね
、
強
紙
之
事
。強
紙
と普
か
ら云
は
皆
竪
摩
、加
賀
杉
原
に
て
候
。重
房
云
。
先
年
叙
位
除
目可
被
行
御
沙
汰
之
時
、
申
文
の
紙
強
紙
へ
、陸
奥
の
事
、古
来
よ
り古
き
申
文
の
紙
を京
都
の
紙
師
似
させ
たれ
ば
加
賀
杉
原
よ
りは
色
くろ
く有
しな
り。
勿
論
竪
厚
有
し也
。
御
扇
簿
菜
、
人
に下
さ
れ
候
とも
、
十
本
と候
へ
ば
扇
つ
つ
み
て
、薄
ゃ
うは
、
と
き
に
よ
り、
織
か
さね
、
もみ
ぢ
が
さね
ゃ
うの
、
う
す
や
う
につ
つ
み
て
、
その
色
の
み
づ
ひ
き五
す
ぢ
に
て
か
らみ
候
、又
は
こ
とに
よ
りて
、五
本
三
ぽ
ん
出
さ
れ
候
もひ
き
あ
は
せ
につ
つ
み
て
、
三
本
ま
で
は
うへ
を遊
ひ
候
、
二
ほ
ん
一
本
は
ただ
ひ
き
あ
は
せ
、杉
原
ゃ
うの
も
の
につ
つ
み
候
べ
し。
く云
々
〉簿
ゃ
う
も
十
て
う甘申
占候
へ
ば
、
だ
い
に
ひ
とつ
に
す
ゑ
申候
、三
ぞ
くな
れ
ば
ー
そ
くっ
つ
す
ゑ
申候
、
か
よ
う
の
こ
とは
玄輝
もん
ゐ
ん
の
時
、
か
ま
く
らの
さか
み
の
入
道
の
女
房
、
いせ
へ
ま
い
りて
御
つ
ぽ
ね
ま
て御
礼
申候
、御
字
多
院
よ
りの
勅
に
よ
り、
い
ろ
い
ろ
の
御
さ
ため
の
さぶ
らひ
し云
々
、
れ
う
し
と
あ
らん
に
ひ
き
あ
は
せ
、
た
か
だん
し 、
こ
た
か
だ
ん
し、
す
ぎ
は
らい
だす
べ
し、
又
け
さ
う文
な
ど
に
うす
や
うな
に
か
さ
ね
とあ
り、
も
し人
れ
う
し給
は
り候
は
ん
とあ
らん
に
、
い
か
に
うつ
く
し
く
とも
、
か
さ
ね
の
し御
出
し候
ま
じ
く候
、
ま
た
男
な
ど、
け
さ
うふ
み
の
よ
う
とて
申候
は
ば
、』
御
や
り候
へ
、
こな
た
よ
りれ
う
しと
申
とて
御
っ
か
は
し候
ま
じ
く候
。
近
頃
は将
軍
家
に
も女
房
達
皆
異
名
を
申す
と云
々
、御
菜
をば
をめ
ぐ
りと
云
、常
に
を
ま
は
り
と云
は
わ
ろ
し、
杉
原
（椙
原
）
を
ば
ス
イ
ハ
、
引
合
を
は
ヒ
キ
と
申也
、
料
紙
非
強
杉
原
、只
尋
常
杉
原
也
．
以
消
息
示
送
四
位
大
外
記
。
く云
々
〉返
告
（中
略
）料
紙
非
強
杉
原
、只
尋
常
杉
原
也
。
史
料
名
19
下
学
集
20
看
間
日記
21
 看
聞
日記
22
看
関
日記
23
看
関
日
記
24
康
欝
己
25
康
富
記
26
康
欝
己
27
康
富
記
28
康
欝
E
29
康
富
記
ト；三
コ
30
康
欝
己
31
康
富
記
32
康
富
記
33
康
富
記
34
康
富
記
35
康
富
記
36
康
富
記
37
康
富
記
38
康
富
記
39
康
富
記
40
康
宮
記
41
康
富
記
42
康
富
記
43
康
富
記
44
康
富
記
45
康
富
記
巻
関
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：
和
年
号
下
巻
滋
財
門
第
十
三
144 144
応
永
23
年
8月
3日
14
5
永
享
2年
11
月
1日
14
5
永
享
3 年
2月
28
日
145
永
享
5年
正
月
20
日
14
6
応
永
26年
3月
8臼
14
6
応
永
26
年
4月
11
日
146
応
永
26
年
5月
12
日
14
6
応
永
27年
11
月
7 日
14
6
応
永
27 年
11
月
20
日
14
6
応
永
29
年
3月
24
日
14
7
応
永
30
年
8月
1日
14
7
嘉
吉
2年
8月
1日
14
7
嘉
吉
3 年
4月
27
日
14
7
嘉
吉
3年
5月
9日
14
7
嘉
吉
3年
8月
1日
14
7
嘉
吉
4年
正
月
15
日
14
7
嘉
吉
4年
正
月2
8日
148
嘉
音
4 年
2月
5日
14
8
文
安
元
年
3月
11
日
14
8
文
安
元
年
4月
4日
148
文
安
元
年
6月
6日
14
8
文
安
元
年
7月
29
日
148
文
安
元
年
8月
1日
148
文
安
元
年
8月
3日
i 4
9
文
安
5 年
8月
1 日
14
9
文
安
5年
8月
3日
< 
2 
> 
史
料
本
文
畳
紙
く女性
之
粧具
也
〉、
反
古
〈旧
文
也
〉、
表
紙
、ネ
悦氏
、唐
紙
、
引
合
、杉
原
く
日本
俗
杉
或
作
椙
未
詳
也
〉、
檀
紙
、厚
紙
、
薄
様
、
打
曇
く打
或
作
内
〉色
紙
、
鳥
子
く紙
色
如
鳥
卵
放
云
鳥
子
也
、
〉、
懐
紙
く懐
或
作
会
〉、
宿
紙
〈薄
墨
之
紙
也
、
又
云
紙
屋
之
紙
公
家
之
所
用
也
、
〉、
修
縛
紙
＜坂
東
豆
州
紙
名
也
色
薄
紅
也
〉、
白緒
、
白麻
、魚
網
く以
上
三
者
紙
異
名
也
〉、
短
籍
く籍
字
作
尺
〉、
緒
く紙
材
用
之
〉
御
室
へ
御
j愚
被
j隻
〈唐
絵
ー
幅
引
合
jf十
帖
〉、
自相
応
院
被
i隼
く銚
子提
、杉
原
十
帖
〉御
返
被
付
廻
〈石
鉢
、
引合
十
帖
。
〉園
宰
相
手目
当始
而
献
之
く僑
懸
。
杉
原
十
帖
。
〉
此
間
之
御
礼
申、
其
状
強
杉
原
一枚
書
之
。
M
丘一
重
其
上
M
丘又
一
重
、其
上
又
加一
枚
封
之
。
野
氏如
常
、彼
是
七
枚
也
。
椙
原
十
帖
、折
紙
く五
百
疋
〉持
参
。
早
E
大
光
明
寺
行
、
（中
略
）於
地
蔵
殿
有
点
心
、被
進
御
引出
物
、
く予
、
扇
、
杉
原
十
帖
、
若
宮
、
如
意
宝
珠
、
引合
十
帖
、御
扇
、
縫
野
、
御
扇
、檀紙
十
帖
、
前
宰
相
、庭
田植
紙
十
扇
。殿
上
人
各
五
明
一
本
同
前
。
〉
今
夜
県
召
除
目被
行
之
（中
略
）案
文
見
左
、
去
応
永
甘
二
年
、
二
合
御
申
文
也
く文
五
典
也
＞｛］＇；
当年
二
合
御
給
栂
当之
間
如
此
、
強
椙
原
書
之
、有
裏
紙
並
ネL
紙
、
委
細
別
注
之
、
（中
略
）則
書
入
了
、杉
原
書
之
、有
裏
手砕
し紙
、
委
細
案
別
在
之
、
見
参
如
常
、杉
原
書
之
、加
事凶
氏、
案
。
則
加
判
到
来
、案
文
写
之
、椙
原
折
紙
也
、
案
文
見
左
、杉
原
に省
之
、
加
ネ同
氏、
練貫
一重
杉
原
十
帖
被
送
高
倉
云
云
、
件
御
申文
強
杉
原
書
之
、有
裏
懸
紙
ネほ氏
案
見
左
、
詣
高
倉
、例
式
祝
着
如
常
、
予
為
祝
、杉
原
植
紙
十
帖
、
（中
略
）同
杉
原
纏
紙
一
束
小
塗
桶
一
対
、北
殿
進
入
了
、
今
日為
八
朔
御
礼
、
引
合
十
帖
、箱
一
、
（中
略
）伏
見
殿
宮
御
方
進
入
之
、又
引
合
十
合
、金
覆
輪
引
合
十
帖
等
送
給
之
、又
太
万
、鍋
、
く酒
湧
〉引
合
一
束
等
、
（下
略
）南
呂
之
令
節
、
中華
之
嘉
珍
、祝
着
幸
甚
、
（中
略
）杉
原
十
帖
、箆
十
枚
進
候
、期
面
賀
候
也
。外
史
之
亭
進
入
ノ分
酒鍋
、
（中
略
）返
報
引合
十
粕
（中
略
）御
返
、
太
万
一
娠
、杉
原
栂
紙
十
帖
、
箆
三
枚
也
（下
略
）
今
日
被
奉
遺
春
日一
社
御
奉
幣
使
者
也
、
（中
略
）小
書
出
ー紙
く杉
原
を折
て
、奉
幣
春
日本
土使
とて
〉使
二
人
官
姓
名
を書
也
、文
一
紙
に
公
卿
の
名
、又
一
紙
に
は
次
官
の
名
也
、以
上
折
紙
三
通
例
文
筈
に入
、加
之
御
硯
也
、定
文
の
料
紙
強
厚
紙
三
枚
、
自外
記
進
之
。
俄
染
貧
紙
致
其
用
意
星雲
、杉
原
を
もて
貧
に
染
也
、草
は
宿
紙
也
。
（中
略
）次
内
記
代
康
顕
持
参
宣
命
草
く納
筈
予
為
少
内
記
書
進
之
草
一通
也
用
宿
紙
、清
書
ニ
遇
、
黄
紙
也
、
無
礼
紙
、
〉
禁
裏
後
八
朔
御
礼
（中
略
）注
折
紙
。
（中
略
）後
日
自伏
見殿
御
返
、引
合
十
帖
、銚
子
提
也
、
白鷹
司
殿
、杉
原
十
帖
、
（下
略
）
以
強
杉
原
六
枚
禽
之
く康
保
以
来
、
至
長
徳
、
〉持
参
之
、
明
日可
付
奉
行
職
事権
弁
之
也
、被
語
之
、無
ネ凶氏
、
図
解
続
文
第
三
通
く以
上
〉以
紙
く杉
原
〉、
一
枚
表
之
、
以
紙
捻
被
結上
、
此
御
碗
陣
御
硯
也
〈草
の
た
め
に杉
原
十
五
枚
続
て入
之
、不
入
清
書
紙
〉
（中
略
）仰
外
記
可
持
参
樹
氏之
白
、の
外
記
康
顕
取
副
努
持
参
樹
氏
く強
紙
廿枚許
続
之
〉
（中
略
）次
大
内
記
在
治
持
参
詔
書
草
く宿
紙
也
納
笛
〉仰
清
書
、大
内
記
持
参
書
賛
紙
、
自大
炊
御
門
殿
、昨
日太
万
一
腰
、
杉
原
十
帖
被
送
下
、
参
清
史
亭
入
見
参
（中
略
）昨
タ
ヲl
物
〈云
々
〉色
々被
取
出
、
一
見
了
、大
万
〈長
光
作
〉絵
ー
幅
、
食
徳
、
馬
、杉
原
等
也
、有
一
護
、
白玉
村
方
引物
送
之
、
太
万
一
援
、杉
原
十
帖
、轡
一
口
等
也
、
昨
日之
折
紙
之
分
百
疋
、今
日送
遺
了
、
八
朔
之
御
礼
被
進
納
之
物
也
、御
扇
一
本
、
枕
一対
、
杉
原
十
帖
、
八
朔
御
礼進
上
（紙
）宮
御
方
分
、
引合
十
帖
、鷹
司殿
杉
原
十
帖
、清
史
亭
檀
紙
十
帖
、蔵
氷
方
槌
紙
十
帖
、飯
肥pjf
杉
原
十
帖
、
自大
宮
檀
紙
十
帖
、返
報
徳
紙
一
菜
、
従
鷹
司殿
杉
原
十
帖
、
御
鼠
御
枕
等
被
下
了
、
八
期
之
御
礼
車氏
一
束
く杉
原
懐
紙
〉、
御
太
万
く金
覆
輪
〉一
腰
進
上
院
鋼
所
了
。
又
金
覆
輪
一
娠
、杉
原
栂
紙
十
帖
、大
茶
一
、遺
飯
尾
肥
前
入
道
許
、
自前
官
務
亭
三
種
送
賜
、
く杉
原
檀
紙
十
帖
五
明
一
本
道
芝
一疋
等
也
〉祝
著
、
八
朔
御
返
、黒
作
御
太
万
杉
原
檀
紙
十
帖
被
送
下
、祝
著
、
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
46
康
富
記
14
9
文
安
6 年
4月
68
47
康
富
記
14
9
宝
徳
元
年
12
月
11
日
48
康
富
記
14
9
宝
徳
2年
正
月
6日
49
康
富
記
14
9
宝
徳
2年
正
月
19
日
50
 
康
富
記
14
9
宝
徳
2年
2月
28
日
51
康
欝
日
14
9
宝
徳
3年
8月
1 日
52
康
宮
記
14
9
宝
徳
3年
9月
24
日
53
康
富
記
15
0
宝
徳
3年
11
月
27
日
54
康
欝
日
15
0
享
徳
2年
8月
1日
55
 康
富
記
15
0
享
徳
3年
8月
38
56
康
欝
日
15
0
掌
徳
4年
4F3
28
日
57
康
富
記
15
0
康
正
元
年
8月
1 日
58
損
壊
集
15
1 
�むQ 刀" 
59 
ニ
*11
問
答
15
2 
60
 
文
明
十
八
年
妙
本
類
15
3 
集
61 
文
明
日々
記
15
3
文
明
5年
8月
8日
62
 延
徳
二
年
将
軍
宣
下
15
4. 
記
63 
蔭
涼草子
日録
15
5永
享
8 年
正
月
25
日
64 
蔭
涼
軒
目録
15
5
永
享
8年
閏
5月
13
日
65
 蔭
涼
軒
目録
15
5
永
享
8年
9月
27
日
66
 
蔭
涼
軒
目録
15
5
永
享
12年
5月
28
日
67 
蔭
涼
軒
臼録
15
5
嘉
吉
元
年
6月
23
臼
68
 
蔭
t京
軒
目録
1 5
5
長
禄
4 年
2月
12
日
69
 蔭
涼
軒
目録
15
6
長
禄
4 年
5月
24
日
70 
蔭
涼
軒
目録
15
6
賀
正
3年
6月
20
日
杉
原
十
帖
帯
等
ハ
為
引
物
翌
日遺
了
、
杉
原
紙
一
帖
懐
中
出
之
、
強
縞
原
一
枚
書
之
、
史
料
本
文
引合
十
帖
、盆
〈越
前
物
〉一
、
為
引物
持
参
之
、
又
杉
原
十
中封
皮与
之
、
有
引物
、杉
原
十
帖
、太
万
一
腰
、練
貫
一
重
也
、
f!P
有
返
報
、
く杉
原
十
帖
並
金
覆
輪
〉
自左
大
臣殿
御
返
三
種
〈金
御
太
刀
帯
一
引
合
十
帖
〉、
｛寺
従殿
八
朔
之
御
返
両
種
く杉
原
十
帖
白綿
一
屯
〉送
賜
了
、
常
の
杉
原
を
二
枚
続
て
、立
紙
に書
之
、
又
一
枚
折
紙
に
して
実
名
を書
之
、
大
蛇
御
門
殿
引合
十
帖
、金
覆
輪
一
、
高
倉
殿
杉
原
檀紙
十
帖
、
（中
略
）
自官
務
、
引合
十
帖
〈云
々
〉 、
< 
3 
> 
院
御
所
、御
剣
一
腰
く御
返
四
日被
下
之
金
太
万
引合
十
帖
〉親
王
御
方
、茶
碗
染
付
くへ
ウ
タ
ン
〉蜜
水
入
、杉
原
十
帖
く御
返
銚
子
提
、杉
原
十
帖
四
日被
下
之
〉大
j1j
御
門
殿
杉
原
十
帖
進
入
之
武
者
小
路
若
公
杉
原
十
帖
、御
返
引合
十
帖
、飯
尾
肥
州
杉
原
十
帖
、官
務
送
給
分
返
報
遣
之
分
担紙五
帖
、
三
品
局
務
等
謁
之
、給
一
蓋
杉
原
一
帖
了
。
檀
紙
十
帖
、御
返
扇
一
本
引
合
十
帖
、御
室
、杉
原
十
帖
、真
光
院
殿
、
引
合
十
帖
、
自宮
務
送
給
分
、権
紙
十
帖
、
紙
部
／
紙
〈需
悶
字
会
〉、
股
問
、高
檀
紙
、
小
高
檀
紙
、卵
紙
、
引
合
、唐
紙
、厚
紙
、薄
様
、色
紙
、杉
原
、
中 紙
、雑紙
、肌
吉
、短
紙
、滑
車工
紙
、薄
白
、懐
紙
、
隻
紙
、草
紙
、標
紙
〈標
需
和
名
、
、文
書
〉、
表
背
、表
紙
、装
背
、短
冊
、
反
古
、卦
堺
く同
界
向
字
〉輪
、
絡
先
生
〈需
名
〉
、緒
国
公
く向
〉、
好
時
侯
く同
〉、
指
葉
、
白麻
〈向
〉
書
状
料
紙
用
引
合
事
、近
年
竹
園
大
臣家
之
外
、不
可
用
様
存
候
敗
、冷
泉
中 納言
く為
相
卿
〉害
状
暦
応
之
頃
、武
家
輩
等
用
引
合
所
見
有
之
、
不
可
守株
哉
、如
何
、答
、
号｜
合
杉
原
縫
有
厚
薄
大
略
同
事
鍬
、
至
引合
近
日依
其
人
用
之
事
哉
、未
知
子
細
、
自然
如
此
成
来
隊
、別
而
不
可
有
子
細哉
。／
ー
和
歌
懐
紙
有
貴
人
之
時
、
同
姓
不
審
之
諸
社
法
楽
之
時
、
可
載
向
姓
之
条
不
可
有
巨
難
哉
。
／
貴
所
家
会
懐
紙
、主
人
同
姓
持
者
、
雲
客
以
下
略
姓
為
故
実
敗
、至
諸
宇土
法
楽
者
、
不
可
必
然
哉
、
（中
略
）／
ー
慈
恵、
大
締
法
楽
和
歌
懐
紙
作
事
、陪
慈
恵
大
師
宝
前
可
書
之
欺
、
如
何
、／
此
条
不
得
才
学
、不
可
准
諸
社
法
楽
欺
、
料
紙
、厚
紙
、
中 紙
、雑
紙
、
薄
紙
、薄
様
、檀
紙
、椙
原
、扇
々生
々
、色
紙
、
懐
紙
、表
紙
、標
紙
、唐
紙
、紙
麻
、
草
子
、双
紙
、造
紙
、
紙
之
異
名
一
白麻
、
白雲
、格
葉
、木
膚
、高
文
、染
翰
、魚
、網
、如
被
、芸書
｛命
、紅銭
、緑紅
、方
潔
、藤
皮
、兼網
。
八
幡
田
中 殿
よ
り、
御
香
水
御
返
事
調
｛嘆
く杉
原
半
切
〉以
姥
蔵
奉
之
。
評
定
著
到
、寺
社
方
自録
、御
吉
害
等
の
料
紙
に註
して
御
判
紙
と記
し、
又
明
応
三
年
十
二
月
二
十
七
日評
定
着
到
の注
と
して
円
座
一
枚
御
評
定
之
座
御
前
沙
汰
、其
時
者
二
敷
之
、著
者
御
判
之
紙
調
之
、
く普
者
杉
原
云
々
〉
於
御
所
御
点
心
、並
斎
、
長
老
七
人
、給
仕
九
人
、各
有
御
引物
、
当
院
主
御
小
袖
二
重
、段
子
一
端
、
船
一
枚
、椙
原
十
帖
也
、勝
定
院
則
御
小
袖
二重
、段
子
一
端
、盆
一
枚
、杉
原
十
帖
也
、等
持
続
崇
寿
院
亦
向
、大
智
院
長リ
御
小
袖
二
重
、綿
子
一
端
、盆
一
枚
、杉
原
十
帖
也
、
鹿
王
院
御
成
、御
斎
、上
進
物
、御
小
袖
三
重
、盆
一
枚
、君
沢
山
水
絵
四
幡
、年
如実
習を
虎
二
幅
、高
檀
紙
、福
原
各
十
帖
也
、
栖
真
院
御
成
、御
点
心
、御
ヲi
物
三
幅
一
対
絵
、盆
一
枚
、御
小
袖
二
重
、
扇
子
二
十
本
、
高
檀
紙
、杉
原
也
、
勝
定
院
御
成
、御
焼
香
、御
斎
、御
小
袖
三
重
、盆
、段
子
、高
纏
紙
杉
原
各
十
帖
、御
談
議
満散
、御
布
施
百
貫
文
fあ筆
、
上
線
御
小
袖
御
重
、
盆
、香
合
、
引合
十
帖
被
進
、各
請取
奉
懸
御
目。
雲
沢
軒
御
成
、御
点
心
、徳
小
袖
三
重
、盆
二
枚
、繍
子
三
端
、華
瓶
一
ケ
、高
祖
紙
杉
原
各
十
帖
、春
軒
問
物
、御
小
袖
三
重
、香
合
一
ケ
、
絵
三
帽
、
盆
二
枚
、高
僧
紙
杉
原
各
十
帖
一
万疋
、玉
j問
軒
御
斎
、御
小
袖
三
重
、繍
子
三
端
、盆
一
枚
、
高
檀
紙
杉
原
各
十
帖
被
献
。
早
長
、拳
報
徳
雲
院
御
成
事
也
、徳
雲
院
御
成
、御
斎
、先
於
昭
室
御
焼
香
、
御
扇
子
廿
柄、
高
祖
紙
十
帖
献之
、御
手目
伴
衆
杉
原
十
帖
、綾
子
一
各
受
之
、
小
高
檀
紙
一
束
七
百
文
、
杉
原
十
重
四
百
文
、杉
原
二
東
一
貫
文
、
以
瑞
渓
和
尚
可
致
自通
之
由
被
仰
出
也
、改
阿
禰
陀
院
進
上
杉
原
、作
小
高
檀
紙
也
、J常
住
方
加
以
小
高
檀
紙
也
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
71
 
蔭
涼
軒
臼録
156
長
享
元
年
11
月
29
日
72
蔭
涼
軒
目録
15
7
長
享
2 年
正
月
4日
73
 
蔭
涼
軒
目録
15
7
長
事
3年
3月
3日
74
 東
常
縁
関
書
（東
野
159
 
州
問
書
）
75
東
常
縁
関
書
（東
野
16
0 
州
聞
書
）
76
親
長
郷
記
16
0
文
明
3 年
正
月
25
日
‘
77
親
長
卿
記
160
文
明
6 年
3月
29
日
78
親
長
卿
記
160
文
明
12年
5月
20
日
79
親
長
卿
記
16
1
文
明
13年
7月
19
日
80
 
続
長
卿
記
16
1
文
明
14 年
5月
25
日
81
親
長
卿
記
16
1
延
徳
2年
9月
22
日
82
親
長
卿
記
16
1明
応
7年
正
月
13
日
83
犬
追
物
初
心
抄
16
2 
E σ3
 � 
84
 
宣
胤
郷
記
16
3
文
明
12 年
4月
9日
85
宣
胤
卿
記
16
4
長
事
3年
8月
1日
86
宣
胤
卿
記
16
4
長
享
3年
8月
17
日
87
宣
胤
卿
記
16
4
文
亀
元
年
10
月
26
日
88
宣
胤
卿
記
16
4
文
亀
元
年
11
月
16
日
89
宣
胤
卿
記
16
4
文
亀
2年
2月
12
日
90
 宣
胤
卿
記
16
5
永
正
元
年
8月
初
日
91 
宣
胤
卿
記
16
5
永
正
元
年
12
月
10
日
92
 
宣
胤
卿
記
16
5
永
正
3年
正
月
4日
93
宣
胤
卿
記
16
5
永
正
3年
2月
8日
94
宣
胤
卿
記
165
永
正
3年
11
月
18
日
95
宣
胤
卿
記
16
5
永
正
5年
7月
5日
96
室
胤
卿
記
16
5
永
正
14 年
4月
15
日
97
 
大
乗
続
寺
1卦
世
事
記
16
9
康
正
2年
5月
30
日
98
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
0
康
正
2 年
12
月
12
日
99
 大乗
院
寺
ネ卦
産
事
記
17
0
康
正
3年
8月
1日
100
 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
0
長
禄
2年
正
月
7臼
10
1 
大
乗
院
寺
本
土維
事
記
17
0
長
禄
2年
9月
10
日
史
料
本
文
大
昌
続
来
訪
云
、
数
B前
自播
陽
帰
洛
、f番
之
産
杉
原
一
束
、埜
里
小
鍋
一小
不
被
恵
之
今
朝
泉
公
迎
来
。
知
旧例
扇
子
杉
原
贈
之
、
晩
来
泉
帰
、
中
紙
十
帖
、沈
香
一
切
持
之
与
愚
、
< 
4 
> 
白藤
左
杉
原
ニ
束
、
育
苔
二
百
把
、坐
里
二
葉
百
疋
、厚
紙
ニ
束
、
自内
方
埜
豆
一
葉
、五
十
疋
、
小
倉
小
四
郎
方
杉
原
三
束
、其
外
自所
々
色
々
上
之
。
二
後
十
月
七
日十
首
題
所
望
仕
る
。
す
な
は
ち
引
合
一重
に
うへ
を
た
て
ふ
み
て
お
こす
な
り、
た
て
ふ
み
た
る紙
杉
原
一
枚
な
り。
銘
紙
械
物
料
。張紙
杉
原
等
柳
入
也
。
御
布
施
扇
一本
、
杉
原
十
帖
、
朝
飯
之
後
参
内
、被
召
点
可
仰
福
原
、
rn.
号
田
舎
債
紙
今
日可
然
之
由
、
号｜
物
持
送
之
、太
万
一
銭
、
北
綿
一
段
、杉
原
十
帖
、
渡
遺
畢
く続
杉
原
書
之
、
奏
上
之
〉
百
韻
了
被
出
引
物
、
扇
杉
原
筆
等
也
、
社
解
杉
原
一
枚
書
只
一
人
名
字
也
、
送
遺
佳
例
扇
く三
本
〉杉
原
く二
十
帖
〉遺
文
四
郎
、
引合
一
束
松
蔭
庵
了
、
日記
付
手
ふ
だ
を持
て
付
る
な
り、
射
手
は
持
ぬ
な
り。
常
に人
の
筒
板
と申
物
の
様
成
物
な
り、
漆
に
て
塗
て
寸
法
有
る
な
り、
そ
れ
に書
た
る
を杉
原
に
うつ
し本
書
に
す
る
な
り。
自警
法
寺
送
杉
原
十
帖
扇
一
本
、
植
紙
十
帖
並
虫館進禁
裏
、買
リ御
返
被
下
杉
原
十
帖
御
扇
一
本
、
明
日
殿
下
御
連
歌
頭
役
、
三
ケ
、
引合
五
枚
、杉
原
十
枚
進
之
、兼
日和
歌
懐
紙
有
披
議
、
御
即
位
切
符
送
之
、
〈此
切
符
杉
原
一枚
ノ折
紙
也
、如
行
元
々伝
奏
切
符
ハ
、杉
原
ヲ
竪
ニ
三
ニ
切
テ
書
之
、為
奉
行
之
下
書
、奥
ヲ残
也
、
〉
青
侍
ハ請
取
可
存
候
、
只
半
切
紙
に
て
候
べ
く候
、家
君
へ
も状
に
で
も
申度
候
毎
月之
鍍
也
、遺
杉
原
十
帖
扇
五
本
、其
外
方
々音
信
儀
i主
別
紙
、
扇
一
本
杉
原
十
帖
随
身
、昨
日右
筆
之
報
謝
云
々
、
－（］；
杉
原
廿
帖
帯
十
筋
違
母
方
、
自是
杉
原
十
帖
、
携
杉
原
一
束
、
扇
等
為
此
請
文
可
為
強
紙
、
当時
杉
原
也
、
宗
碩
所
望
短
冊
十
枚
〈余
元
所
詠
和
歌
〉持
来
、杉
原
十
帖
扇
持
来
。
申状
以
杉
原
可
褒
歎
云
々
、
中納
言
杉
原
十
帖
、
吉
殿
庄
役
中紙
三
申占
代
百
文
、
吉
昨
御
願
方
杉
原
六
帖
三
百
文
、厚
紙
十
四
申占
代
田
百
三
十
文
、
両
堂
牛
玉
料
也
、
別
当
権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
判
〈強
杉
原
一枚
書
之
一
枚
立
文
也
〉
白布
一端
並
杉
原
、檀
紙
一
束
為
恒
例
進
本
土E買
了
、一
安
位
寺
殿
ニ御
j悪
進
之
、白
布
一
段
杉
原
十
帖
扇
一
本
、ー
出世
世
間
御
！·！
進
上
分
、杉
原
十
帖
〈仏地
院
〉、
植紙
十
帖
く弊
舜
〉、
植
紙
十
帖
、一
厚
紙
七
東
代
九
百
文
。
下
行
之
分
機
氏三
東
〈四
疋
宛
〉、
法
用
ノ布
施
云
々
、各
一束
宛
雑
紙
一束
宛
雑
紙
一東
大
調
講
料
〈
三
東
宛
紙
〉並
三
帖
く向
〉杉
原
ー
帖
〈
四
十
宛
〉堂
内
ニ
持
之
云
々
北
面
取
之
欺
、杉
原
it十
五
文
札
並
大
意
請
ノ料
ナ
リ。
杉
原
一
束
、種
紙
一
束
、雑
紙
五
束
、雑
紙
百
束
、
百
廿
文
備
中
引合
ニ
帖
、
三
百
文
杉
原
一
束
、
百
五
十
文
杉
原
三
帖
く蚊
張
料
〉、
四
十
文
杉
原
一
帖
〈
カ
ミ
ヨ
リ
ノ用
〉
史
料
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和
年
号
10
2 
大
乗
院
寺
社
量産
事
記
17
0
長
禄
2年
12
月
18
日
10
3
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
0
長
禄
3年
2月
2日
10
4
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
170
長
緑
3年
8月
4日
10
5
大
乗
続
寺
社
総
事
記
170
長
禄
4 年
10
6 
大
乗
院
寺
社
量産
事
記
17
0
貧
正
2年
正
月
1日
10
7
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
0
寛
正
2年
2月
6 日
10
8
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
1寛
正
4 年
11
月
25
日
10
9
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
1 寛
正
6 年
6月
晦
日
11
0 
大
乗
院
寺
本土雑
事
記
17
2
文
明
3年
12
月
19
臼
11
1 
大
乗
院
寺
本
土量産
事
記
17
2
文
明
3 年
10
月
23
日
11
2
大
乗
院
寺
社
維
事
記
173
文
明
7年
10
月
9日
11
3
大
桑
院
寺
社
雑
事
記
173
文
明
10 年
正
月
19
日
11
4 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
173
文
明
12年
正
月
12
日
11
5 
大
乗
院
寺
社
量産
事
記
173
文
明
14 年
2月
13
日
心『 ト
』ココ
11
6
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
3
文
明
15 年
8月
24
日
11
7 
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
3
文
明
18 年
10
月
21
日
118
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
17
3
延
徳
2年
4月
8日
11
9 
大
乗
院
寺
社
量産
事
記
17
4
日月応
5年
正
月
13
日
12
0 
宗
五
大
草
紙
17
4 
12
1 
宗
五
大
草
紙
17
4 
12
2
実
隆
公
記
17
7 
日月応
4年
3月
22
日
12
3
実
隆
公
記
17
7
明応
5 年
6月
11
日
124
 
運
歩
色
葉
集
178
 
12
5 
東
寺
百
合
文
書
17
9
嘉
元
.3年
10
月
冬
季
126
 
東
寺
百
合
文
書
17
9
徳
治
2年
12
月
5日
12
7 
証
如
上
人
書
札案
18
0
天
文
8年
3月
6日
128
 
節
用
集
18
1 
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強
杉
原
八
枚
ニ書
之
、
一
枚
五
文
如
例
也
、
一障
子
紙
如
注
文
下
行
、厚
紙
、百
四
十
枚
〈公
文
所
〉百
対十
枚
く障
子
〉、
四
十
五
枚
く御
庇
〉、
四
十
五
枚
く北
箇
〉、
三
十
枚
く御
前
中
屋
〉合
三
百
八
十
五
枚
上
品
杉
原
一
束
送
給
了
。
四
百
五
十
文
杉
原
一
束
、四
百
五
十
文
厚
紙
三
束
、百
文
杉
原
ニ
帖
、
百
廿
文
備
中
引
合
、ft十
五
文
杉
原
ー
帖
〈水
引
用
〉
若
宮
祭
田知
買記
、顕
上
ノ紙
代
厚
紙
一附
t六
十
文
、亀
甲
二
百
八
十
八
枚
一
具
別
廿
四
宛
、 地
紙
六
附
℃四
百
廿
文
、此
紙
ヲ渋
ニ
テ
打
合
代
二
百
文
く経
師
方
此
紙
残
分
自余
ニ
召
仕
之
〉
白薄
四
百
ft十
二
枚
くー
別
一
枚
半
定
〉代
二
貫
七
百
文
く十
六
枚
宛
〉
不
足
三
百
文
代
三
貫
六
百
八
十
文
下
行
、一
紙
二
帖
代
四
十
文
、
一
紙
二
申占
代
四
十
文
、一
紙
二
帖
百
文
、一
、杉
原
三
帖
百
八
十
文
、
一
、紙
代
五
十
文
、
俸物
杉
原
一
束
、檀
紙
四
束
、扇
一
本
、
椙
原
一
東
進
之
杉
原
二
十
二
東
各
二
百
五
十
文
宛
代
五
貫
五
百
文
、
同
五
束
各
三
百
文
代
壱
寅
五
百
文
、厚
紙
五
束
各
百
六
十
文
宛
代
八
百
文
、
一手
水
屋
送
物
事
／
（中
略
）十
八
文
備
中厚
紙
一
帖
くシ
メ
ノ周
〉杉
原
一
帖
強
杉
原
一
枚
、
ー
貧
困
百
八
十
文
、
鳥
子
百
五
十
七
枚
、
百
五
十
六
文
唐
紙
手
問
、
百
八
十
九
文
フ
ス
マ紙
、
四
百
八
十
文
、
杉
原
二
東
百
廿
文
杉
原
三
帖
、杉
原
百
八
十
九
文
フ
ス
マ紙
三
帖
杉
原
色
々三
百
文
、
一
百
文
甲斐
国紙
一
帖
五
十
枚
代
講
師
並
探
題
方
強
杉
原
代
也
。
杉
原
、
扇
給
之
、
奈
良
紙
者
可
進
之
、就
中此
奈
良
紙
之
事
、
紙
大
蔵
、杉
原
ニ
帖
十
枚
、厚
紙
二
帖
水
引
一
筋
、紙
一
積
く雑
紙
三
十
六
束
杉
原
五
帖
上
品
厚
紙
十
帖
〉
鼻
緒
紙
、杉
原
十
二
枚
上
リ、
十
二
足
ハ細
工
進
之
。
ク
ツ
シ二
帖
〈此
内
一
帖
ハ練
之
下
帳
之
ー
帖
ハ
ク紙
〉
厚
紙
〈カ
ウ
ヨ
リヲ
ツ
ツ
ム
〉
対
文
、金
パ
ク四
十
一枚
代
四
百
五
十
文
、
但
三
十
二
枚
入
了
、銀
パ
ク五
十
枚
代
二
百
五
十
文
、但
二
十
五
枚
入
朱
一両
但
半
両
了
、杉
原
ノ
リ。
杉
原
三
帖
七
十
五
文
廿
五
文
宛
、厚
紙
一
帖
十
五
文
、
中紙
一
帖
十
文
、
杉
原
廿
五
枚
、
中
紙
二
帖
、上
杉
原
二
帖
中紙
二
帖
紙
大
蔵
心経
紙
。
上
折
紙
調
候
様
の
事
／
一
、先
折
紙
の
た
け
の
高
きは
狼
籍
也
、公
方
様
へ
は
常
々公
家
門
跡
大
名
衆
は
、
備
中紙
に
、高
檀
紙
を
、
一
重
二
つ
に折
て御
用
候
、御
供
衆
同
前
、大
か
た
の
人
は
、小
ヲ！
合
、杉
原
な
ど被
用
候
。
下
十
月
ゐ
の
この
時
、御
ま
い
り切
とて
、
きん
とん
の
よ
う成
もち
参
候
、
そ
れ
を
直
に
、菌
々英
外
人
に
よ
りて
御
給
候
、又
不
参
持
、
諸
国
又
御
前
に
て
、
え給
候
は
ぬ
人
の
方
へ
申次
して
申
出
され
候
、其
つ
つ
みi紙
に
け
ぢ
め
候
、大
名
衆
其
外
国
大
名
き
っ
と
し た
る
方
へ
は
、下
絵
の
紙
に包
ま
れ
候
、大
方
の
人
へ
は
、切
は
くの
紙
につ
つ
まれ
候
、す
ゑ
ず
ゑ
は
号！合
ー
か
さね
に
つ
つ
まれ
候
、つ
つ
み
や
うは
、観
世
大
夫
には
大
名
の
ご
と
く、
下
絵
の紙
に
つ
つ
まれ
候
。／
大
名
は
備
中紙
の
小
高
僧
紙
を
一
重
二
に折
て御
用
候
、御
供
衆
同
前
、大
か
た
の
人
は
小
引
合
、杉
原
な
ど被
用
候
。
宗
祇法
師
来
、杉
原
一
束
恵之
、不
慮
之
儀
、
重
畳
祝
着
、迷
惑
相
半
也
。
天
際
和
尚
な
る
もの
は
、搭
州
よ
り土産
と
して
杉
原
一
束
を三
条
西
実
隆
に贈
っ
た
。
紙
名
、緒
菌
、指
先
生
、列
l藤
、璃
育
、
白麻
、
白橋
、魚
網
、厚
線
、薄
様
、大
高
纏
紙
、小
高
祖
紙
、唐
紙
、修
善
寺
、椙
原
、色
紙
、
内
曇
、鳥
子
、
引
合
、宿
紙
引
｛寸
文
書
一
至
四
杉
原
。
杉
原
誠
陽
春
之
住
J回世
事
旧候
不
可
有
際
限
、珍
重
々
々
、殊
杉
原
十
帖
、五
明
一
本
送
賜
i炭
、御
懇
之
儀
難
申議
�j戻
、猶
使
僧
可
被
申｛
戻、
恐
々謹
言
／
天
文
六
年
三
月
六
日／
東
福
寺
住
持
樽
師
杉
原
〈矯
州
自杉
原
村
始
出
〉
gs
 
< 
6 
> 
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
史
料
本
文
ー 一
一
一一
一
一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ー一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
12
9
三
好
筑
前
守
義
長
朝
臣亭
江
御
成
之
記
13
0 
条
々
問
書
貞
丈
抄
13
1 
言
継
卿
記
13
2 
言
継
郷
記
13
3
言
継
卿
記
13
4 
言
継
卿
記
13
5
言
継
卿
記
13
6 
言
継
卿
記
13
7
言
継
卿
記
13
8
言
継
卿
記
13
9 
言
継
卿
記
14
0 
言
継
卿
記
14
1
言
継
卿
記
14
2
言
継
卿
記
14
3 
言
継
卿
記
14
4 
言
継
郷
記
14
5
言
継
郷
記
14
6
言
継
卿
記
14
7 
言
継
卿
記
14
8
言
継
卿
記
14
9
言
継
卿
記
15
0 
言
継
卿
記
15
1
言
継
卿
記
15
2
言
継
卿
記
15
3
言
継
郷
記
15
4 
言
継
卿
記
15
5
言
継
卿
記
15
6
言
継
卿
記
15
7
言
継
卿
記
158
言
継
卿
記
15
9 
言
継
卿
記
16
0
言
継
卿
記
18
2 
18
2 
.18
3
大
永
7 年
4月
5 日
183
天
文
元
年
2月
5臼
・
18
4
天
文
2 年
11
月
3 日
18
4
天
文
2 年
12
月
23
日
18
4
天
文
4年
正
月
25
日
18
4
天
文
13 年
3月
22
日
18
4
天
文
13年
3月
28
日
18
4
天
文
13 年
10
月
2 日
18
5
天
文
14年
2月
2日
18
5
天
文
14年
8月
l臼
18
5
天
文
14年
9月
7日
18
5
天
文
14年
10
月
17
日
18
5
天
文
15年
正
月
18
日
185
天
文
15年
8月
1 日
185
天
文
17年
2月
3 日
18
5
天
文
17 年
3月
9日
186
天
文
18年
8月
2日
18
6
天
文
18年
8月
9臼
18
6
天
文
18 年
8月
12
日
186
天
文
18 年
8月
23
日
18
6
天
文
18 年
9月
16
日
186
天
文
18年
9月
25
日
186
天
文
19年
正
月
6日
18
6
天
文
19年
正
月
16
日
186
天
文
19 年
2月
15
日
18
6
天
文
19 年
3月
14
日
186
天
文
19年
5月
8日
18
6
天
文
19年
7月
19
日
18
6
天
文
19年
8月
1日
18
6
天
文
19年
10
月
8日
一
、御
西
浄
の
道
具
内
に繍
在之
、雑
紙
置
之
、
な
らが
み
石
を杉
原
に
て
つ
つ
み
、紙
鎮
に置
之
公
私
御
か
よ
ひ
の
事
の
一
部
に／
鼻
紙
は
、
今
の
世
の
ち
い
さ
く切
り
た
る鼻
紙
に
は
あ
らず
、
杉
原
引合
な
どを
少
くた
たみ
で
懐中
す
る也
、
ふ
と
こ
ろ紙
とも
、
た
た
う紙
と
も云
ふ
也
、伊
勢
加
賀
守
貞
助
返
答
に云
ふ
、
た
た
う紙
の
事
は
、三
枚
を
び
や
ぶ
の
如
く三
間
に
た
た
み
、
三
重
を入
れ
ち
が
へ
、
二
に
折
り候
は
ぱ
四
方
な
り、
紙
数
以
上
九
枚
な
り、
引
合
な
らば
四
つ
に
た
た
み
、如
右
折
重
ね
候
、同
二
に折
紙
数
右
に
同
じ、
杉
原
な
どあ
ま
りあ
っ
く候
へ
ば
、
二
枚
づ
つ
も重
ね
候
云
々
。
禁
裏
へ
引合
十
帖
香
箱
口
口
予
申
次
知
常
（中
略
）大
典
侍
殿
へ
杉
原
く十
帖
〉口
〈 一
筋
＞長
橋
へ
く同
〉師
澱
扇
く一
本
〉四
辻
へ
杉
原
計
紋
従
長
矯
健
之
用
とて
杉
原
く二
帖
〉引
合
〈半
〉、
給
1戻
祝
着
々
々
、
今
日老
母
絹
六
疋
六
賞
八
百
に御
取
候
、其
外
引合
一
帖
、杉
原
五
帖
、雑
紙
一
束
御
取
候
了
、
高
倉
へ
妙
顕
寺
上
人
よ
り杉
原
十
帖
、鰍
、使
実成房
同
十
申占
〈扇
一
本
〉出
候
、甘
露
寺
美
濃
紙
く一
束
〉小
万
二
被
出
候
了
。高
倉
杉
原
ニ
帖
小
万
一
被
与
予
候
、
予
用
杉
原
五
帖
十
疋
、厚
紙
一
帖
四
十
、
今
日愚
亭
月
次
和
政
会
也
、極購
頭
也
、短
冊
く廿
首
〉
杉原
一
帖
、
く云
々
〉
背
護
院
殿
へ
参
、
白光
防
御
礼
被
申
候
、扇
一
本
、杉
原
十
中占持
来
、御
対
面
御
盃
被
下
候
了
、
御
教書調
遣
、
禁
裏
へ杉
原
十
帖
、御
扇
参
7
、
禁
裏
へ
御
扇
杉
原
十
帖
進
上
了
。
御
j患
禁
裏
へ
杉
原
十
帖
、茶
成
皿
一
、途
上
、御
返
同
十
帖
、
く云
々
〉福
生庵
よ
り鳥
子
十
枚
被
送
、此
問
所
労
、
く云
々
〉
禁
裏
へ
杉
原
持
来
、御
扇
不
出
来
之
由候
間
不
進
上
也
。
加
州
敷
地
今
日
上
洛
、支
証
共
随
身
、云
々
、加
賀
〈一
束
〉同
杉
原
くー
帖
＞鳥
子
く十
枚
〉送
之
、祝
着
々
々
、
御
初
尾
、
＜靭
〉、
杉
原
一帖
遺
之
禁
裏
へ
御
た
の
む
進
上
、杉
原
十
帖
、香
呂
一
、親
王
御
方
へ
作檀
紙
十
帖
進
上
（中
略
）同
御
返
禁
裏
十
帖
、打
曇
十
五
枚
、親
王
御
方
十
帖
風
雨
、云
々
老
母
に杉
原
一
帖
、代
物
十
疋
、掲
外｜
之
御
最
花
進
了
。
大
乗
院
殿
へ
御
礼
に参
、
扇
一
本
、杉
原
十
帖
持
参
、
杉
原
六
枚
、負
了
。
今
日禁
裏
長
橋
局
迄
御
礼
に参
、
ヲ｜
合
十
帖
、御
扇
く一
本
〉進
上
、同
御
局
へ
杉
原
十
帖筆
く廿
管
〉進
了
。
御
懸
物
杉
原
ニ
帖筆
く十
管
〉庭
回拝
領
也
。
杉
原
五
帖
筆
〈廿
管
〉也
栗
ー
蓋
持
来
、杉
原
一
帖筆
一
対
遣
之
、
御
懸
物
被
出
、薄
様
〈五
中占
〉匂
貝
三
、
番
包
に入
之
、右
衛
門
佐
拝
領
也
、
同
各
杉
原
十
枚
宛
出
之
。
音
信
に杉
原
十
帖
上
之
．
杉
原
一帖
、
南
良
油
煙
一
丁
遺
之
。
種
々無
心
之
礼
に杉
原
三
帖
、扇
くす
な
こ
〉一
本
等
遺
之
、
御
扇
杉
原
五
帖
云
々
次
御
碁有
之
、御
見
物
、御
扇
、杉
原
ニ
帖
被
出
、
杉
原
く五
帖
〉也
、次
杉
原
予
拝
領
了
．
禁
裏
へ杉原
十
帖
。
御
懸
物
新
中
納
言
拝
領
也
、杉
原
十
申』「仰
帯
一筋
也
、勧
修
寺
二
人
之
分
茶
焼
、杉
原
ー
帖
被
取
之
。
了杉
原
ニ
帖
取
之
。
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161
 
言
継卿
記
18
6
天
文
19 年
10
月
12
日
16
2
言
継
卿
記
18
6
天
文
20
年
正
月
163
言
継
卿
記
18
7
天
文
21
年
11
月
1日
164
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
22年
5月
26
日
165
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
22
年
9月
l日
166
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
22
年
9月
23
日
16
7 
言
継
卿
記
18
7
天
文
22
年
12
月
15
日
168
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
正
月
12
日
16
9 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
正
月
18
日
17
0 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
2月
14
日
17
1 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23 年
2月
21
日
17
2 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
2月
23
日
17
3 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23年
5月
3日
174
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
5月
23
臼
17
5 
言
継卿
記
18
7
天
文
23
年
5月
30
日
17
6 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
B月
7 日
N心c:.oコ
17
7 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
6月
10
日
178
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
23
年
8月
2日
17
9
言
継
卿
記
18
7
天
文
23 年
8月
7 日
18
0
言
継
卿
記
18
8
天
文
23
年
8月
18
日
181
 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23年
8月
19
日
18
2 
言
継
卿
記
188
天
文
23年
8月
21
日
183
 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23年
9月
12
日
184
 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23
年
9月
26
日
18
5 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23年
10月
10
日
186
言
継
卿
記
188
天
文
23
年
10月
11
日
18
7 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23
年
10
月
15
日
188
 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23年
11
月
14
日
18
9 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23
年
11
月
15
日
19
0 
言
継
卿
記
188
天
文
23年
11
月
17
日
19
1 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23年
11
月
18
日
19
2 
言
継
卿
記
188
天
文
23
年
11
月
19
8
19
3 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23年
11
月
22
日
19
4 
言
継
卿
記
18
8
天
文
23
年
12月
48
19
5 
言
継
卿
記
18
8
天
文
24
年
正
月
27
日
19
6 
言
継
郷
記
188
天
文
24年
3月
2日
19
7
言
継
卿
記
18
8
天
文
24
年
3月
3日
御
懸
物
〈唐
紙
十
枚
杉
原
ニ
帖
、綿
皮
一
枚
〉被
出
之
。
御
祝
以
前
於
番
衆
所
四
辻
と碁
二
態
打
了
、杉
原
百
六
十
余
枚
勝
、先
夜
之
残
四
十
八
枚
之
負也
。
御
懸
物
被
出
、御
扇
杉
原
二
帖
也
、
杉
原
一
帖
御
懸
物
杉
原
一
帖
、筆
一
対
被
出
之
、
自甘
露
寺
害
状
有
之
、杉
原
十
帖
被
送
之
、
御
懸
物
被
出
之
、御
杉
原
一
帖
、
帯
一
筋
等
也
、
午
下
刻
杉
原
持
参
、
（中
略
）御
懸
物
引
合
一
帖
（中
略
）予
引合
半
帖
（中
略
）杉
原
十
枚
遣
之
。
杉
原
五
枚
途
上
了
、
杉
原
十
枚
つ
つ
勝
了
、
杉
原
一
東
出
之
云
々
、
杉
原
一
束
到
、
自揺
州
都
多村
之
土産
也
。
杉
原
十
帖
懸
也
、
（中
略
）杉
原
三
帖
被
出
了
、右
勝
、杉
原
三
人
分
也
、
杉
原
一
帖
〈但
府
枚
有
六
鍬
〉
御
懸
府
御
扇
、杉
原
ニ
申持
也
、
杉
原
二
府
仰
懸
物
に彼
出
之
、
十
枚
宛
打
取
之
、
御
懸
物
杉
原
二
帖
被
出
之
、
一
位
三
盤
勝
、予
ー
盤
勝
之
、
中
山
四
盤
勝
、杉
原
十
枚
宛
取
之
、又
御
帯
一
筋
、引
合
一
帖
、
中
山
大
納
言
拝
領
也
御
懸
物
三
極
被
出
之
、
四
辻
五
盤
勝
、拝
領
了
、下
之
勝
杉
原
五
枚
つ
つ
也
、
予
持
也
、
清
蔵主
に杉
原
一帖
、穏
子
一
袋
遺
之
、水
引
所
望
了
、
中
山
大
、
、
（納
言
）
、
薄
様
ー
帖
予
、硯経元
拝
領
也
、
（中
略
）
予
杉
原
五
枚
負
了
、
予
竹
内殿
ヘ
ニ
盤
勝
く杉
原
十
枚
勝
之
〉
御
懸
紡
銅
短
冊
くJt十
枚
計
歎
〉杉
原
ー
申占
拝
領
也
。
同
杉
原
一
帖
宛
遣
之
了
、
大
集
院
殿
へ
杉
原
十
帖
、
鼠
一
本
、
次
長
老
親
王
御
方
へ
御
礼
被
申
、
御
扇
、杉
原
十
帖
進
上
也
、
長
老
へ
自続
王
御
方
、
御
扇
、杉
原
十
I結
被
遺
之
、
御
見
懸
物
に杉
原
三
帖
被
出
之
、
御
懸
物
に杉
原
百
枚
、i
問体
円
薫
物
等
ー
貝
被
出
之
、為
仲
杉
原
七
十
枚
、
両
種
等
拝
領
了
、予
杉
原
前
期
之
、
杉
原
一
中封
手領
了
、
予
丹十
二
枚
負
了
、
予
杉
原
六
十
七
枚
負
了
、
予
杉
原
Jt
t枚
負
了
、
但
杉
原
廿枚
勝
、
杉
原
ニ
帖
被
出
之
、
四
盤
勝
、
四
辻
大
納
言
拝
領
也
、
禁
裏
へ
御
鼠
杉
原
十
帖
進
上
、
御
懸
物
杉
原
二
帖
破
出
之
、
次
残
業
文
碁
有
之
、杉
原
ニ
帖
被
出
之
、
筆
一
対
、杉
原
一
帖
被
下
了
、
〈占Eコ 心
』
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198
言
継
卿
記
18
8
天
文
24
年
3月
9日
19
9
言
継
卿
記
18
8
天
文
24
年
正
月
10
日
20
0 
言
継
卿
記
188
天
文
24
年
正
月
16
日
20
1 
言
継
郷
記
18
8
天
文
24年
正
月
18
日
20
2
言
継
卿
記
188
天
文
24年
正
月
19
日
20
3
言
継
卿
記
18
9
天
文
24
年
正
月
24
日
20
4
言
継
郷
記
189
天
文
24
年
正
月3
0日
205
 
言
継
卿
記
18
9
天
文
24
年
2月
8日
20
6
言
継
卿
記
18
9
天
文
24
年
2月
13
日
207
 
言
継
卿
記
18
9
天
文
24
年
2月
17
日
20
8 
言言
継 継
卿卿
記 記
18
9
天
文
24
年
10
月
1 日
20
9 
189
永
禄
6年
4月
17
日
21
0
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7年
2月
14
日
21
1 
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
3月
13
日
21
2
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7年
3月
19
日
21
3 
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
6月
4日
21
4
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
7月
11
臼
21
5 
言
継
郷
記
19
0
永
禄
7年
7月
18
日
21
6 
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7年
7月
26
日
21
7
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
7月
27
日
21
8
言
継
卿
記
190
永
禄
7 年
7月
28
日
21
9
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
8月
10
日
22
0
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
8月
13
日
22
1 
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
8月
14
日
22
2
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7年
8月
17
日
22
3
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7 年
12
月
23
日
22
4 
言
継
卿
記
19
0.
永
筏
8年
5月
2日
22
5
言
継
卿
記
19
0
永
禄
9年
正
月
13
日
22
6
言
継卿
記
19
0
永
禄
9年
4月
9日
22
7 
言
継
卿
記
19
0
永
禄
・9 年
5月
21
日
22
8
言
継
卿
記
19
0
永
禄
9年
7月
7日
22
9 
言
継
卿
記
19
0
永
禄
9年
8月
8日
23
0 
言
継
卿
記
19
1永
禄
9年
12月
13
日
23
1 
言
継
卿
記
19
1永
禄
10年
2月
23
2 
言
継
卿
記
19
1永
禄
10 年
4月
27
日
都
多之
字野右
京
亮
方
よ
り杉
原
一
束
計
到
、公
用
不
及
沙
決
。
（中
略
）予
と中
山
、四
辻
引
別
、竹
門
二
番
皆
御
勝
也
、
引
合
二
帖
被
出
了
、
予
ー
帖
賜
之
、
次
御
懸
物ず御
帯
一筋
、杉
原
二
帖
被
出
之
、
御
碁
有
之
、
（中
略
）仇
御
見
物
御
帯
予
拝
領
、竹
門
、
四
辻
御
杉
原
也
（中
略
）
、次
又
御
幣
二
筋
、杉
原
一
帖
被
出
之
（下
略
）
。杉
原
ー
帖
田口
伊
賀
守
に遺
之
。
御
懸
物
杉
原
三
帖
被
出
之
、
御
懸
物
小
高
檀
紙
、
引
合
、杉
原
く各
帖
〉被
出
之
、
御
懸
物
杉
原
十
帖
、御
扇
（中
略
）
、予
鳥
子
十
枚
、筆
二
対
出
之
、作
杉
原
十
帖
扇
取
之
、今
日御
会
始
御
懐
紙
、十
人
計
予
に被
送
之
、取
集
進
上
了
、
杉
原
ニ
帖
取
之
、
杉
原
ー
帖
筆
一
対
、針
ー
遺
之
、
御
懸
物
杉
原
百
枚
被
出
之
、十
枚
宛
勝
取
也
、
御
懸
物
百
枚
被
出
之
、
予
三
十
枚
取
之
、
入江
殿
〈短
冊
十
枚
＞梶
井
殿
〈杉
原
五
帖御
扇
〉長
橋
殿
〈杉
原
十
帖
〉安
禅
等
殿
並
に新
内侍
殿
く勅
筆
御
短
冊十
枚
〉入江
殿
正
御
亮
く短
冊十
枚
〉大
祥
久
首
座
〈水
引三
結
〉内
侍
所
さ
い
く水
引
三
結
〉同
あ
こ
く水
引
二
結
〉同
や
や
く水
号i
ニ
結
〉甘
露
寺
く唐
紙
三
枚
〉
大
方
之
内
掛
ヰ彦
九
郎中
折
三
来
持
来
、
（中
略
）杉
原
十
帖
遺
之
、
禁
裏
へ
御
礼
御
扇
、杉
原
之
代
く五
十
疋
〉、
長
橋
局
へ
樽
代
三
十
疋
到
、則
持
参
了
、
懸
物
に杉
原
一
帖
被
出
之
、
（中
略
）
、
自吉
田昨
日
申反
古
百
枚
持
遣
之
、
旧
冬
八
百
枚
、以
上
九
百
枚
遺
之
、
扇
杉
原
十
帖
被
送
之
、
杉
原
十
帖
、扇
一
本
各
に被
下
之
云
々
、
従慶寿
院
杉
原
十
帖
、
富
田子
延
清
杉
原
ニ
中持
送
之
、
住
持
へ
杉
原
十
帖
、
慶寿
院
へ
杉
原
十
帖
、
門
跡
女
中
川
郷
十
帖
、
（中
略
）
次
光
教
寺
へ
杉
原
十
帖
、扇
一本
〈両
金
末
広
〉
杉
原
十
帖
、
自門
跡
御
上
杉
原
十
帖
、御
今
杉
原
十
帖
、杉
原
十
帖
、
杉
原
ー
帖
遣
之
、
次
内侍
所
へ
杉
原
ー
帖
、
杉
原
十
帖
、
杉
原
持
参
予
杉
原
五
十
枚
負
了
。
自上
杉
原
一帖
拝
領
了
、
予
杉
原
十
枚
勝
了
、
自長
僑
局
杉
原
十
帖
、
杉
原
十
六
枚
負
了
、
杉
原
ニ
帖
賜
之
、
両
人
に杉
原
ー
帖
宛
賜
之
、
自三
条
黄
門
御
教
書
杉
原
被
所
望
も和
歌
有
之
、払
底
之
間
三
枚
遺
之
、
烏
丸
に御
教
書
杉
原
所
望
、甘
枚
到
、世
上
に無
之
紋
也
、
若
宮
御
方
御
杉
原
被
下
了
、
E品ト、 ・コ 4 ‘
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23
3
言
継
卿
記
19
1永
禄
10年
8月
13
日
234
 
言
継
卿
記
19
1永
禄
10年
10
月
29
日
23
5 
言
継
卿
記
19
1永
禄
11年
正
月
16
日
23
6
言
継
卿
記
19
1永
禄
11年
4月
22
日
23
7 
言
継
卿
記
19
1永
禄
11年
7月
9臼
23
8
言
継
郷
記
19
1
永
禄
11 年
8 月
22
日
23
9
言
継
郷
記
19
1
永
緑
11年
8月
23
日
24
0 
言
継
卿
記
19
1永
禄
11年
9月
5日
24
1 
雲
継
卿
記
19
1 永
禄
11年
9月
6 目
242
 
言
継
卿
記
19
1永
禄
11年
10
月
15
8
24
3
言
継
卿
記
19
1永
禄
12年
正
月
25
日
244
 
言
継
卿
記
19
1永
禄
12年
5月
8 日
24
5
言
継
卿
記
19
1永
緑
12年
6月
1日
24
6
言
継
卿
記
19
1永
禄
12 年
7月
2 日
24
7
言
継
卿
記
19
1永
禄
12年
7月
16
日
248
言
継
郷
記
19
1永
禄
13年
4月
29
日
24
9
言
継
卿
記
19
1永
禄
13年
4月
9 日
25
0 
言
継
卿
記
19
1永
禄
13年
6月
7日
251
 
言
継
卿
記
19
2
永
禄
13年
6月
17
日
25
2
言
継
卿
記
19
2
永
禄
13年
8月
8日
25
3
言
継
卿
記
19
2
元
亀
2年
正
月
23
日
25
4 
言
継
卿
記
19
2
元
亀
2年
4月
U
日
25
5
言
継
郷
記
19
2
元
亀
2年
5月
9日
25
6
言
継
卿
記
19
2
天
正
4年
2月
24
日
25
7
言
継
卿
記
19
2
天
正
4年
7月
5 日
25
8
初
渡
集
193
天
文
7 年
25
9
越
前
今
立
郡
岡
本
村
19
3
天
正
12年
7月
6日
古
文
書
26
0 
多
間
院
日記
19
8
文
明
10年
正
月
12
臼
261
 
多
聞
院
日記
19
9
文
明
10 年
2月
29
日
262
 
多
聞
院
日記
19
9
文
明
10年
10
月
11
日
26
3 
多
開
院
日記
19
9
文
明
16年
11
月
22
日
264
 
多
聞
院
日記
19
9
文
明
17 年
正
月
8 日
26
5 
多
聞
院
日記
19
9
天
文司
8年
9月
14
日
26
6 
多
聞
院
日記
19
9
天
文
19年
正
月
68
26
7 
多
聞
院
日記
19
9
天
文
19年
正
月
19
日
268
 
多
関
税
日記
20
0
元
亀
3年
2月
10
日
26
9 
多
聞
院
日記
20
1天
正
11年
9月
29
日
予
に杉
原
二
帖
、雲松
軒
にー
帖
賜
之
、
中御
門
杉
原
十
帖御
蔵
一
本
持
参
禁
裏
へ
御
扇
杉
原
代
百
疋
、如
伊！
被i釜
之
、
予
杉
原
ー
帖払
底
又
一柑
手鎖
、
廿
枚
計
残
了
、
大
蔵
幼
杉
原
ニ
帖
送
之
、祝
着
了
、
杉
原
十
中Of
�十
疋
等
持
来
、
杉
原
ー
帖
遺
之
、
杉
原
十
帖
、
梶
井
殿
ヘ
可
進
上
之
由
申
之
、
御
原
杉
原
等
持
参
、
法
中
御
扇
、杉
原
、巻
数
等
重
畳
有
之
、
杉
原
ニ
帖
送
之
、
自長
橋
局
杉
原
ニ
帖
被
送
之
、祝
着
了
、害
状
杉
原
等
従
商
人
方
未
到
云
々
、
御
扇
杉
原
十
帖
進
上
欺
、
杉
原
二
束
五
帖
引合
二
帖
小
高
檀
紙
一
帖
鳥
子
廿
五
枚
等
召
寄
了
、
引合
十
帖
、杉
原
十
帖
同
御
方
御
所
へ
杉
原
く三
東
〉長
橋
へ
杉
原
く三
帖〉
禁
裏
へ
御
盆
香
合
栂
紙
等
代
四
百
疋
、
薄
杉
原
ー
帖
〈御
教
書
〉送
之
、
才
杉
原
ニ
帖
被
与
之
、
杉
原
二
帖
与
之
、
杉
原
十
帖
扇
一
本
被
進
之
、
才
彰
原
二
帖
被
与
之
、
短
冊杉
原
汁
中沼
以
下
申付
了
、
薄
杉
原
一帖
送
之
、
祝
着
了
、
予
に杉
原
十
帖
、
次
自徳
大
寺
杉
原
十
帖
御
鼠
一
本
到
、
天
文
七
年
、
八
年
、
矢
田備
前
守
恵
ふメ
徳地
一
束
関
硯
一面
。
云
々
、携
以
山
口
杉
原
一
本
。
云
々
、
紫野
甚
右
エ
門
尉
等
検
地
打液
状
／
（上
略
）右
之
外
山手
銭
と
して
うす
杉
原
弐
姶
弐
束
あ
け
（上
）
申
由
、
右
立
合
令
検
地
中目
渡
上
者
、
於
後
日不
可
有
相
違
者
也
。／
天
正
拾
二
年
七
月
六
日／
粟
屋
甚
右
衛
門
（花
押
）
外
四
名
／
大
滝
村
百
姓
中
自別
会
被
成
廻
文
請
、強
杉
原
折
紙
也
、彼
廻
請
之
趣
。
〈云
々
〉
次
廻
誇
紙
強
杉
原
近
年
無
之
問
、
カ
ヰ
タ紙
用
之
、
ー
帖
八
十
文
ニ
買
之
。
十
束
之
料
紙
各
五
百
文
之
杉
原
タ
ル
ヘ
キ
処
ニ
、半
分
ニ
貫
五
百
文沙
汰
之
問
、
二
百
五
十
文
之
杉
原
下
行
、散
々也
、
注
進
状
云
、
杉
原
一
枚
ニ
書
之
、
立
紙
・ネ
L紙
無
之
。
幡
廻
諸
強
杉
原
、処
々
講
指
磨
杉
原
、何
モ立
紙
在
之
、
又
五
郎
・三
綱
出
仕
廻
請
成
了
、何
モ強
杉
原
折
紙
如
常
、
今
朝
大
乗
院
殿
よ
り多
門
続
御
使
ニ
テ
、御
奉
書
並
ニ二
百
疋
・杉
原
一
束
二
百
・溺
一
本
被
持
了
。
御
内
へ
雑
紙
〈一
束
〉遺
了
、返
ニ
杉
原
〈ー
帖
〉遺
之
、宴
女
へ
五
B,ij
一
本
遺
了
、制
古
F完
並
千
光
房
へ
障
子
紙
一
帖
ツツ
遺
了
。
年
玉
事
一
得
〈返
ニ
障
子
紙
二
帖
〉源
五
郎
、
－t
尊〈
杉
原
一
帖
、返
了
＞i
原四
郎
、雑
紙
一束
く杉
原
ー
帖
、短
尺
二
枚
返
了
〉杉
原
三
帖
く
雑
紙
一
束
扇
一
本
返
了
〉並
院
脇
坊
、紺
丘一
束
く障
子
紙
二
帖
返
了
〉助
四郎
、
杉
原
五
帖
三
百
文
トリ
了
、
十
内
ヨ
IJ杉
原
之
事
被
申上
問
、奉
書
紙
二
帖
先
下
了。
史
料
名
巻
冊
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正
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3
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正
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20
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天
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8月
17
日
27
6
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天
文
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10
月
3日
27
7
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20
4
天
文
7年
正
月
24
日
27
8
箆苑
臼録
20
4
天
文
8年
正
月元
旦
27
9
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目録
20
4
天
文
8年
7月
18
日
28
0
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4
天
文
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正
月元
旦
28
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鹿苑
目録
20
4
天
正
19年
4月
19
日
28
2
鹿苑
目録
20
5
慶
長
2 年
4月
13
日
28
3 
鹿苑
目録
20
5
慶
長
17 年
12
月
28
日
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28
4
鹿苑
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20
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和
3 年
正
月
16
日
28
5
鹿苑
目録
20
5
元
和
6 年
4月
18
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正
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7
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20
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9年
8月
29
日
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御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
文
明
11 年
7月
27
日
28
9
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
文
明
16年
4月
19
日
29
0
御
湯
殿
の
よ
の
日記
20
7
文
明
17年
正
月
24
日
291
 
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
長
享
2 年
2月
12
日
29
2
御
湯
殿
の
土
の
日記
20
7
延
徳
2 年
5月
12
日
29
3
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
9
天
文
21 年
10
月
18
日
29
4
御
湯
殿
の
上
の
日記
21
0
弘
治
4年
正
月
8日
295
御
湯
殿
の
上
の
日記
21
0
元
亀
2年
6月
20
日
296
御
湯
殿
のよ
の
日記
21
0
慶
長
5年
10
月
15
日
史
料
本
文
杉
原
一
束
後
室
、
同
一束
御
方
様
、
ク
マ
ノカ
ミー
帖
春
勝
房
、遺
之
。
ス
キ
ハ
ラ一
束
三
百
十
文
ニ
カ
イ
テ
遺
之
。
論
へ
不
出
、一
要
法
印
へ
信
読
百
座
仁
王
経
五
重
諮
問
之
礼
ニ
、紙
杉原
く十
枚
〉云
々
。
杉
原
十
帖
く即
学
之
所
造
〉為
学
之
内
覚
公
帖
之
賀
、以
i間
体
二
貝
、厚
様
ー
帖
。
各
出
二
百
銭
杉
原
十
帖
以
謝
忌
五
百
者
以
百
銭
扇
ー
帖
府
側
蹴
一
束
謝
駕
。
（中
略
）恵
百
文
一
帖
由主権
紙
十
申占
、年
々為
例
也
、
杉
原
一束
与
徳
久
実
、
継
天
西
堂
来
、持
綿
沼
川
鳥
子紙対十
枚
来
、
（中
略
）
寅
子
建
西
堂
任
西
芳
寺
住
持
、
持
杉
原
扇
来
。
周
防
栄
上
司
持
照
防
杉
原
織
香
一
包
来
。
出
宮
得
丸
礼
一
緒
、
杉
原
十
帖
扇
子
遺
之
、
（中
略
）旦
紙
十
帖
、
扇
子
、
予
ハ
不
赴
、杉
原
、
扇
遺
之
、
自光
子
水
引
二
百
筋
違
之
。
与
杉
原
一
束
、扇
子
。杉
原
二
条
、一
百
銭
与
之
、旦
紙
二
条
、帯
一
筋
与
之
、E
紙
十
帖
、扇
子
与
之
。杉
原
一
束
、扇
子
蔭
涼
持
来
。< 
10
 ) 
伯
殿
文
台
硯
々上
鳥
子
五
時
来
、置
御
前
、研
曇
、鳥
子
二
枚
二
折
而
献
主
聖
、
I!P
執
筆
染
塁
、御
発
句
被
遊
、各
々御
発
句
等
引合
紙
二
折
、而
発
句
或
三
句
或
ニ
句
被
害
、献
主
聖
、相
定
也
、｛
自殿
鳥
子
二
枚
二
折
、而
発
句
衆
配
十
一
人
、各
々害
発
旬
、杉
原
二
切
、
｛中
略
）懐
紙
之
端
小
紙
一
巡
次
第
書
立
在
之
也
。
濃
紙
十
帖
並
扇
子
三
本
語
被
贈
、
（中
略
）杉
原
十
帖
贈
友
阿
照
、濃
紙
十
帖
遺
仙
普
座
、関
東
紙
十
帖
、扇
子
、十
帖
贈
祝
基
。
杉
原
十
帖
送
子
奇
都
寺
、関
東
紙
二
束
自
全
策
賜
之
、関
期
丘一
束
、葛
袋
一
送
子
如
天
、濃
紙
一
束
遺
祥
蔵
主
、
ハ
フ
ン紙
十
枚
送
道
加
老
、
到
東
福
雲
菌
、遺
豊
前
一
束
、扇
子
五
本
、玉
峯
他
出
、留
関
東
紙
一
束
、扇
子
五
本
（中
略
）呈
杉
原
十
帖
、競
子
五
本
く云
々
〉
呈
濃
紙
十
帖
、八
条
殿
賜
引
合
一
束
。
広
内
府
公
、賜
杉
原
十
帖
、
（中
略
）宰
相
殿
賜
吉
野
紙
一
竿
、
黒
帯
一
筋
。
呈
杉
原
一
束
、扇
子
一
本
、
奈
良書齢氏
一
束
呈
子
内
儀
、
次
赴
日黄
門
、
呈
杉
原
一
束
、
扇
子
二
本
、杉
原
一
束
呈
子
内
儀
、
今
朝
J�
首
座
於
玉
竜
遷
寮
、
以
豊
前
杉
原
一
束
、儀
子
一
伺
為
賀
資
、到
老
父
問
所
労
。
ち
ゃ
うら
う
に御
ほ
ん
、
か
うは
こ、
ひ
き十
帖
たふ
、侍
者
に
さ
い三
、
す
きは
ら十
帖
、
か
しこ
ま
り申
さ
る
る
。
せ
ん
ゅ
う寺
の
ち
ゃ
う
ろ
う
しん
め
い御
れ
い
に
ま
い
らる
る
。
御
か
うは
い
ふ
くろ
に
入
、
こ
た
か
た
ん
し十
帖
ま
い
る
、御
た
い
め
ん
あ
り、
宮
の
御
か
た
へ
も御
あ
ふ
き
、
す
き
は
ら十
帖
ま
い
る
。
せ
ん
くは
ん
院
よ
り御
あ
ふ
き一
ほ
ん
、
す
き
は
らま
い
る
b
す
き
は
らー
そ
くま
い
らせ
らる
る
。
す
きは
らー
そ
く
、
お
りか
み
そ
ひ
て
い
た
さ
る
る
。
ひ
き
に御
あ
ふ
き
し ん
申
、
（中
略
）す
き
は
ら、
あ
ふ
き
ま
い
る
。す
け
殿
よ
り御
と
りの
こ
、御
て
う
し、
色
々
ま
い
る
。
御
あ
ふ
き
、す
き
は
ら十
て
う
ま
い
る
。
な
か
は
しよ
り廿
五
日の
御
た
う
さの
う
ち
くも
り十
ま
い
ま
い
る
。
す
きは
らニ
て
う
ま
い
る
。
御
くち
と
り五
色
い
つ
る
。
し
し
ら十
た
ん
。
す
きは
ら五
そ
く、
み
の
か
み
五
十
そ
く、
御
た
き物
、
か
うは
こ也
。
5 ） 奉書紙 （ 「 和 漢紙文献類緊 J 古代 ・ 中 世 編 デ ー タ ）
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越
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今
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7
越
前
今
立
郡
岡
本
村
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8
越
前
今
立
郡
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本
村
古
文
書
9
越
前
今
立
郡
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本
村
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古
文
書
10
越
前
今
立
郡
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本
村
古
文
書
11
 越
前
今
立
郡
岡
本
村
古
文
書
12
越
前
今
立
郡
岡
本
村
古
文
書
13
越
前
今
立
郡
岡
本
村
古
文
書
14 
多
開
院
日記
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日記
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和
年
号
117
建
久
2年
正
月
15
日
11
7
延
応
元
年
正
月
11
日
14
0 
14
5
応
永
32
年
7月
25
日
16
4
文
亀
元
年
11
月
20
日
193
天
正
9年
2月
13
日
19
4
天
TI:
g年
正
月
16
日
19
4
文
禄
3年
11月
2日
19
5
卯
月2
6日
19
5
慶
長
3年
5月
12
日
196
慶
長
4年
11
月
22
日
196
慶
長
6年
2月
朔
日
19
6
慶
長
6年
9月
11
日
20
0
天
正
8年
5月
29
日
20
1天
正
11年
9月
29
臼
20
4
天
文
7年
3月
2日
20
7
文
明
15
年
11月
8日
史
料
本
文
被
行
政
所
吉
書
始
、前
々諸
家
入
浴
恩
湾
之
時
、
或
被
載
御
判
、
談
後
用
奉
書
、
而
今
令
備
羽
林
上
将給
之
問
、有
沙
次
、
（下
略
）
今
日
、陸
奥
園
都郷
所
当事
有
沙
決
、
（中
略
）不
及
禁
制
（中
略
）以
匠
作
奉
書
被
触
仰
、
御
す
ず
りか
み
は
う
す
や
う
、大
た
か
、
中
た
か
、
ほ
う
しよ
な
ど
と見
た
り。
此
ほ
う
し
よ
と
いふ
は
引
合
の
事
を云
歎
。
二
条
殿
書
奉
書
、
く宮
中奉
行
以
後
初
度
〉
< 
1 
> 
越
前
御
料
所
事
可
申
遺
云
々
、
書
進
状
了
、
ゑ
ち
ぜ
む
の
御
れ
う所
につ
き
て
、
一
日
そ
れ
人
も御
た
ん
が
う
にて
、
て
ん
そ
うの
ほ
う
しよ
を
、
くだ
され
候
へ
ば
、
そ
れ
よ
りの
文
そ
ひ
候
は
ず
ハ
、わ
た
し候
ま
じき
よ
じ申
て
候
へ
ば
、一
ぷ
ん
う
つ
られ
候
て
。
直
勝
判
物
／
急
度
以
折
か
み
令
申候
。{JI;
大
滝
村
掃部
ニ
奉
書
之
か
み
（紙
）之
義
被
仰
候
問
、わ
きわ
きニ
少
も仕
候
者
候
ハ
ハ
、か
た
く御
せ
い
ば
い有
ペ
きの
旨
、御
意
に候
。
可
其
心
得候
也
。／
天
正
九
、
二
月
十
三
日／
八
郎左
衛
門
直
勝
／
不
老
村御
百
姓
中
いわ
も
と村
御
百
姓
中 佐
々
成
政
判
物
／
奉
書
紙
之
事
、如
前
々
申付
候
。
自然
拝
領
内
似
せ
紙
売
買
之
者
在
之
者
、此
方
へ
可
告
知
、急
度
可
申付
者
也
。{JI;
如
件
。
／
天
正
九
年
正
月
十
六
日／
成
政
（花
押
）／
大
滝
掃部
了j
原
等
誓
約
状
／
乍
恐
ー
し
（紙
）お
もっ
て
申上
候
。
今
度
御
ゐん
（印
）候
奉
書
か
み
の
儀
ニ付
て
、
中せ
つ
御
座
候
て
、御
ふ
く
りつ
（腹
立
）
被
成
候
問
、如
此
ニ
御
さ候
。
此
以
後
判
々君事
審
ニ
にせ
あつ
か
み
（似
せ
厚
紙
）つ
か
ま
る
に付
て
は
、御
き
き出
次
第
に
、
き
っ
と仰
つ
け
候
ヘ
く候
。{JI;
ー
し
（紙
）如
件
／
文
禄
参
年
十
一
月
二
日／
れ
う源
（花
押
）
近
円
（花
押
）
弥
次
（花
押
）
左
衛
門
大
夫
（花
押
）
／
掃部
との
へ
参
丹
波
長
秀
�j
物
／
奉
書
紙
職
之
事
、如
有
来
不
可
有
異
議
候
条
、
可
致
商
売
之
状
、
如
件
。／
卯
月
廿
六
日／
五
良
左
衛
門
尉
長
秀
（花
押
）
／
大
滝
掃部
との
へ
1原
左
衛
門
等
違
著
書
約
状
／
今
度
判
之
奉
書
イ士
候
て
、久
太
郎
殿
様
へ
う
り
（売
り）
申ニ
付
て
、曲
事
之
由被
仰
候
。
然
ハ
、御
扱
之
義
候
問
、
向
後
判
之
紙
余
人
に
う
り申
間
敷
候
。紙
之
儀
ハ
、其
方
次
第
可
被
仰
イ寸
候
。為
其
一
筆
上
候
。{JI;
如
件
。
／
慶
長
三
五
月十
二
日／
源
左
衛
門
（花
押
）
新
左
衛
門
尉
（花
押
）／
掃部
殿
様
く参
〉
堀
尾
可
晴
判
物
／
己上
／
奉
書
紙
之
事
、如
前
々
申付
候
。
自然
当領
内
、似
せ
紙
売
買
之者
於
有
之
者
、可
告
知
。遂
車L
閉
可
申付
候
也
。
／
慶
長
四
年
十
一
月廿
二
日／
沼
尾
帯
万
可
晴
（:ft
押
）／
大
滝
掃部
山
中
長
俊
害
状
／
此
類
奉
書
｛｝*1
1弐
姶
束
、急
ニ
こ
し
らへ
｛第
）可
被
上
候
。代
ハ金
子
二
分
別
候
て
可
有
算
用
候
。
先
米
三
分
一
程
も可
相
渡
旨
申遺
（度
。／
慶
長
六
年
二
月
朔
日／
山
中
山城
守
（花
押
）／
大
滝
紙
屋
掃部
殿
松
平秀
康
判
物
／
奉
書
紙
職
之
事
、如
前
々
申付
候
条
、任
有
来
旨可
商
売
者
也
。
／
慶
長
六
年
九
月
十
一
日／
秀
康
（花
押
）／
大
滝
紙
屋
三
田
村掃部 越
前
之
御
奉
書
共
五
通
書
遺
之
。
十
内
ヨ
リ杉
原
之
事
被
申上
問
、奉
書
紙
二
帖
先
下
了
。
種監
寺
自前
代
帳
奉
書
等
持
参
。
らん
は
寺
と
り
たて
らる
る
に御
さ
い
も
くつ
か
は
さ
る
る
。
御
れ
い
に
し
こ
う
。
奉
書
廿
て
う
。
と
りの
こ百
ま
い
、
まん
ち
うの
を
りま
い
ら
せ
らる
る
。
6 ） 斐紙 ・ 鳥の 子 （ 「 和 漢紙文献類緊 」 古代 ・ 中 世編 デ ー タ ）
。品p。,
 
史
料
名
l
顕戎
論
縁
起
2
延
喜
式
3
延
喜
式
4
類
家
符
宣
抄
5
類
家
符
宣
抄
6
伊
勢
物
語
7
麟闘企
8
左
経
記
9 
平戸
記
10
近
江
称
名
寺
宛
秀
吉
朱
印
状
11
 雑
事
記
12
延
文
百
首
13
後
深
心
院
関
自
記
14
後
深
心
院
関
自記
巻
冊
：頁
：
和
年
号
上
僧
最
澄
上
人
還
3 
日本
国
叙
二
十
三
民
部
下
15
 
二
十
四
主
計
上
15 
六
文
譜
六
維
例
17
貞
観
6年
8月
2日
17
弘
仁
2年
正
月
23
日
20
 
34
 
47
寛
仁
2年
正
月
7日
108
仁
治
元
年
11
月
20
日
124
文
禄
元
年
6月
127
 
13
2 
14
0
延
文
元
年
10
月
25
日
14
0
延
文
4年
4月
28
日
< 
1 
> 
史
料
本
文
日本
沙弥
最
澄
（中
略
）以
貞
元
二
十
年
九
月
二
十
六
日
〈桓
武
天
皇
延
暦
二
十
三
年
〉議
海
部
、謁
太
守
陸
公
、献金
十
五
両
筑
紫
斐
紙
二
百
張
（下
略
）
年
料
別
賞
雑
物
、伊
賀
国
〈紙
麻
五
十
斤
〉。
伊
勢
国
く紙
麻
百
五
十
斤
〉。
尾
張
国
く紙
麻
九
十
斤
〉。
参
河
固
く紙
麻
十
斤
〉。
近
江
聞
く紙
麻
ー
百
十
斤
〉。
美
濃
国
く紙
麻
六
百
斤
〉。
下
野
固
く麻
紙
一
百
張
〉。
出
羽
国
〈紙
麻
ー
百
斤
〉。
若
狭
国
く紙
麻
ー
百
斤
〉。
越
前
回
く紙
麻
ー
百
斤
〉。
丹
波
国
く紙
麻
七
十
斤
．斐
紙
麻
ー
百
斤
〉。
｛旦
馬
国
く紙
麻
七
十
斤
〉。
因
幡
固
く紙
麻
七
十
斤
〉。
伯
奮
固
く紙
麻
七
十
斤
〉
．播
磨
国
〈紙
麻
ー
百
斤
〉。
美
作
国
く紙
麻
七
十
斤
〉。
備
前
回
く紙
麻
五
十
斤
〉。
備
後
国
く斐
紙
麻
二
百
斤
〉。
周
防
国
く斐
紙
麻
百
二
斤
〉．
紀
伊
留
く紙
麻
七
十
斤
〉。
阿
波
国
〈紙
麻
七
十
斤
、斐
紙
麻
ー
百
斤
〉。
讃
岐
国
く紙
麻
百
五
十
斤
、斐
紙
麻
ー
百
斤
〉。
伊
予
固
く斐
紙
麻
百
一
斤
〉。
太
宰
府
く斐
紙
一
千
張
、麻
紙
二
百
張
、受
麻
二
百
斤
〉。
凡
中
男
一
人
輸
作
物
く飛
騨
、陸
奥
、出
羽
、登
岐
、対
馬
等
国
i場
不
輪
〉紙
四
十
張
。斐
紙
麻
三
斤
、殺
皮
三
斤
二
両
／
伊
賀
国
中
男
作
物
紙
。伊
勢
圏
中
男
作
物
紙
。尾
張
図
中
男作
物
紙
。
参
河
国
中
男
作
物
紙
。駿
河
圏
中
男作
物
紙
。
甲斐
国
中
男
作
物
紙
。
武
蔵
国
中
男
作
物
紙
。安
房
圏
中
男
作
物
紙
。上
総
国
中
男
作
物
紙
。
下
総
国
中
男
作
物
紙
。
常
陸
国
中
男
作
物
紙
。近
江
国
中
男
作
物
紙
。美
濃
国
中
男
作
物
紙
。信
濃
圏
中
男
作
物
紙
。上
野
国
中
男作
物
紙
。
下
野
圏
中
男
作
物
紙
。
若
狭
国
中
男
作
物
紙
。
越
前
国
中
男
作
物
紙
。加
賀
国
中
男
作
物
紙
。越
中
国
中
男
作
物
紙
。越
後
国
中
男作
物
紙
。
丹
波
国
中
男
作
物
紙
。
丹
後
国
中
男
作
物
紙
。但
馬
国
中
男
作物
紙
。
因
幡
国
中
男
作
物
紙
。
｛自
奮
国
中
男
作
物
紙
。
出
雲
箇
中
男
作
物
紙
。石
見
国
中
男
作
物
紙
。矯
磨
国
中
男
作
物
紙
薄
紙
。
備
後
国
中
男
作
物
紙
。安
芸
国
中
男
作
物
紙
．
周
防
国
中
男
作
物
紙
。
長
門
国
中
男
作
物
紙
。阿
波
国
中
男
作
物
紙
。讃
岐
毘
中
男
作
物
紙
。伊
予
圏
中
男作
物
紙
。
土
佐
国
中
男
作
物
紙
。肥
前
国
中
男
作
物
斐
皮
。重量
後
国
中男
作
物
穀
皮
。
日向
国
中
男
作
物
斐
紙
。
大
隅
国
中
男
作
物
紙
。薩摩
国
中
男
作
物
紙
。
被
右
大
臣
室
稿
、以刑
部
大
甫
滋
野
朝
臣
安
成
少
外
記
善
淵
愛
成
等
、預
造
纂
天
皇
系
図
大
臣
列
伝
事
、
宣
充
史
生
一
人
令
給
其
事
、文
斐
紙
随
譜
充
行
者
．
権
大外
記
上
毛
野
沢
田
奉
貞
観
六
年
八
月
二
日
参
議
秋
篠
朝
臣
安
人
宣
、内
裏
宣
、斐
紙
五
十
張
、寄
l太
政
官
料
内年
料
充
中務
省
永
恒
例
者
。
弘
仁
二
年
正
月
廿
三
日
む
か
し、
お
と
こ
あ
りけ
り。
怨
む
る人
を
う
らみ
て
、鳥
の
子
を十
づ
っ
とを
は
か
さ
ぬ
とも
いか
が頼
ま
む
人
の
心
を
文
す
き写
しに
して
習
ふ
も
よ
し、
薄
きが
ん
ぴ
紙
に
く加
賀
包
能
美
郡
中
島村
とい
う所
よ
りも
ii
出
す
清
き紙
な
り
〉荏
の
油
を
ひ
き風
に
さ
ら
し、
油
気
を
ぬ
き手
本
の
うへ
に
あつ
れ
ば
能
〈下
の
字
す
き
とほ
りて
見
ゆ
る
な
り、
も
し油
気
あ
りて
墨
を
は
じき
う
け
ざ
る時
は
青
菜
に
て
ぬ
ぐふ
べ
し。
摂
政
殿
令
余
下
給
御
元
服
賀
表於
外
記
国
儀
〈為
令
清
書
件
表
、
右
少
弁
奉
仰
兼
臼 所
作
奉
也
、〉
国儀
｛牛
表
令
書
斐
紙
、
（上
略
）来
十
二
月
十
四
日
、可
被
行
大
饗
、榔
ヰ鳥
子
重
掛
二
重
、期
日己
前
可
令
調達之
申
、宣
遺
仰
者
、仰
旨如
此
、
恐
々謹
状
、
右
中
弁
加
賀
守
殿
〈省
略
〉
一
色紙
書
写
、法
花
経
一
部
在
閲
結
二
経
、
四
経
、
鳥
子
色
紙
令
堺
懸
之
延
丈
錦
百
首
詠
進
之
時
御
清
書
、御
製
、鳥
子
色
紙
不
折
十
七
枚
、高
壱
尺
二
寸
六
分
、近
子
内
線
王
、
花
色
内
陰
十
八
枚
、御下
絵
銭
鳥
裏
霞
、
入道
大
納
言
実
明
女
、
四季
色
紙
十
六
枚
、
高
壱
尺
、春
四
枚
、紅
梅
柳
さ
く
ら款
冬
、夏
二
枚
あ
や
め
な
で
しこ
、秋
三
枚
女
郎
花
紫
苑
貧
菜
、
冬
二
枚
雪
下
氷
重
、恋
二
枚
忍
革
、雑
二
枚
上
紅
下
紫
、土
む
らさ
き下
香
、入
道
権
大
納
言
公
蔭
女
、
色
紙
六
枚
、高
九
寸
三
分
、端
八
枚
、
上
紅
下
白文
桜
花
、奥
八
枚
、
上
花
田
下
白
文
洛
菜
、大
納
言
顕実
母
、上
香
下
白
、色
紙
十
五
枚
、高
八
寸
五
分
、水
淡
付
海松
貝
在
表
裏
淡
、
此
外
男
達
の
色
紙
は
此
に
も
ら
しぬ
。
料
紙
鳥
子
〈不
打
〉以
同
紙
二
枚
褒
之
。
鳥
子
は
新
千
載
集
の
勅
選
に
あ
た
っ
て
は
、
その
料
紙
と
して
使
用
した
。
この
鳥
子紙
は
愚
管
記
を以
て
明
確
な
記
年
とす
る。
σ� 
コ
史
料
名
15
下
学
集
16
看
関
日記
17
看
閤
日記
18
康
富
記
19
栄
雅
本
20 
蔭涼
軒
目録
21
 大
草
殿
相
伝
聞
記
22
宣
胤
卿
記
23
 宣
胤
卿
記
24
 
宣
胤
卿
記
25
後
法
興
院
記
26 
大
乗
院
寺
社量産
事
記
27
 
大
乗
院
寺
社殺
事
記
28
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
29 
大
乗
院
寺
本土
雑
事
記
30
 
宗
長
手
記
31 
宗
長
手
記
32
天
聴
集
33
天
聴
集
34
 
大
舘
常
輿
日記
35
大
舘
常
興
日記
36
運
歩
色
葉
集
37
証
如
上
人
書
札案
38
 2
室川
親
俊
日記
39
姥
川
親
俊
日記
巻
冊
：頁
：
和
年
号
下
巻
器
財
門
第
十
三
14
4
14
5
永
事
3年
4月
24
日
145
永
享
7年
6月
11
日
148
文
安
元
年
7月
2 白
15
1 
15
7
延
徳
3年
正
月
11
日
16
2 16
3
文
明
12
年
11
月
29
日
16
4
文
亀
2年
2月
21
日
16
5
文
亀
3年
2月
20
日
168
文
正
元
年
6月
13
日
17
1
応
仁
2年
間
11
月
14
日
17
2
文
明
3年
11
月
8日
17
2
文
明
3年
11
月
11
日
17
2
文
明
3年
12月
19
日
17
4 
17
4 
17
8
天
文
4年
7月
26
日
17
8
天
文
4年
8月
27
日
17
8
天
文
9年
5月
6日
178
天
文
11年
3月
10
日
17
8 
18
1 
18
1
天
文
7年
11
月
23
日
18
1
天
文
8年
3月
1日
< 
2 
> 
史
料
本
文
畳
紙
く女
性
之
粧
具
也
〉、
反
古
く！
日文
也
〉、
表
紙
、ネ
L紙
、唐
紙
、
引
合
、
杉
原
く
日本
俗
杉
或
作
椙
未
詳
也
〉、
檀
紙
、厚
紙
、
薄
様
、
打
曇
〈打
或
作
内
〉色
紙
、
鳥
子
く紙
色
如
鳥
卵
放
云
鳥
子
也
、
〉、
懐
紙
〈懐
或
作
会
〉、
宿
紙
く薄
墨
訂
正也
、
又
云
紙
屡
之
紙
公
家
之
所
用
也
、
〉、
修
得
紙
く坂
東
豆
州
紙
名
也
色
薄
紅
也
〉、
自権
、
白麻
、
魚
網
く以
上
三
者
紙
異
名
也
〉、
短
籍
く籍
字
作
尺
〉、
格
く紙
材
用
之
〉
経
師
光
全
参
。提
婆
品
一
巻
調
進
、
く料
紙
鳥
子
上
下
裏
薄
i炎
表
紙
香
紫
染
分
薄
淡
純
水
精
車部
E御
経
摺
写
〉勝
隻院
御
仏
事
室
町
澱
へ
可
進
御
経
也
．
法
花
経
料
紙
一
部
く八
巻
香
表
紙
薄
i炎
索
紙
墨
〉予
為
逆
修
毎
日書
写
之
、料
紙
調
進
持
参
。
禁
裏
被
仰
下
、金
葉
集
書
初
、御
料
紙
鳥
子
く嬬
打
〉也
。
月
次
和
歌
会
也
、
予
頭
役
分
十
疋
並
短
冊
〈鳥
子
五
枚
〉出
也
、
貞
云
延
文
御
百
首
詠
進
之
時
、御
清
書
御
製
、鳥
子
色
紙
不
打
十
七
枚
、高
一
尺
ニ
寸
六
分
、進
子
内
親
王
、花
色
内
陰
十
八
枚
、御
下
絵
蝶
鳥
裏
敷
、
入道
大
納
言
実
日月
女
、四
季
色
紙
十
六
枚
、高
一
尺
、春
四
枚
、紅
梅
柳
さ
く
ら類
、冬
夏
二
枚
、
あや
め
な
で
しと
修
三
枚
、女
郎
花
、紫
苑
、黄
葉
、各
二
枚
、雪
の
下
、
氷
か
きね
、慈
三
枚
、忍
革
、雑
二
枚
、
上
紅
下
紫
、上
む
らさ
き下
香
、入道
徳大納
言
公
蔭
女
、色
紙
十
六
枚
、高
九
寸
三
分
端
、八
枚
、上
紅
下
白文
様
花
、奥
八
枚
、上
花
田下
白文
港
菜
、大
納
言
顕
実
母
、
上
香
下
白文
落
菜
、大
納
言
顕
実
母
、
上
香
下
白色
紙
十
五
枚
、
高
八
寸
五
分
、水
淡
付
海
松
貝
在
表
裏
淡
、
男達
の
色
紙
こ
こ
に用
な
き放
も
ら
し侍
りぬ
。／
註
栄
雅
飛
鳥
井
権
大
納
言
雅
親
法
名
文
明
五
年
出
家
江
州
飽
木
閑
居
。
文
恩
持
有事
鳥
子
一
帖
来
。
ニ
右
ー
き
ん
き
ょの
包
紙
は
うち
くも
り鳥
子
御
判
紙
た
る
べ
し。
民
部
卿
折
紙
到
来
、於
坂
本
、
鳥
子
百
四
十
枚
申付
可
進
由被
仰
罷
向
鳥
子
五
十
枚
、
以
文
進
禁
裏
、又
ゑ
ち
ぜ
む
と
りの
こ五
十
枚
しん
上
候
、
お
ぼ
しめ
しよ
り候
はず
候
と
りの
こ
ま
ゐ
らせ
候
。
越
前
鳥
子
百
枚
遺
之
、
殿
勅
撰
御
百
嘗
今
日被
遺
撰
者
許
、
く御
使
俊
宣
〉為
御
談
合
也
、題
一
或
二
首
或
一
首
被
害
載
之
、御
料
紙
小
高
引
、
高
ー
尺
二
寸
、
入
手
筈
之
蓋
被
遣
、於
御
清
書
者
可
為
鳥
子
也
、御
端
作
、
（以
下
略
）
戒
牒
料
紙
上
品
ノ鳥
子
三
枚
ヲ継
て
裏
方
ヲ
自ハ
ク
ニ
テ
タ
タ
ミ畢
。清
書
安
位
ミ手
段
筆
也
、三
衣
袋
ノ上
ニ
指
入
テ
持
之
也
。
舟
二
文
鳥
子
四
枚
鳥
子
二
枚
重
書
之
、
一
枚
ニ
年
戒
書
之
、二
巻
ヲ以
立
文
上
下
押
折
也
。
強
杉
原
で
枚
、
ー
貧
困
百
八
十
文
、
鳥
子
百
五
十
七
枚
、
百
五
十
六
文
唐
紙
手
問
、
統
秋
〈豊
原
雅楽頭
〉の
文
書
に
臼
〈、
御
約
束
之
雁
皮
紙
、上
給
候
、i
lf不
始
子
今
儀
候
、御
芳
志
之
至真関
紙
面
候
とあ
るは
ぬ
永
正
の
頃
己
に
多
く称
へ
し
と見
え
た
り。
宗
長
記
く;If十
七
右
〉登
原
統
秋
状
云
、一
御
約
束
之
腐
皮
の
紙
上
給
候
。i
lf不
始
子
今
儀
候御
芳
情之
至難尽
紙
面
畏
入
候
〈云
々
〉
昨
日言
継
朝
臣
鳥
子
く下
絵
〉詩
歌
染
筆
遺
之
。
徳
大
寺
大
納
言
、
手
本
申
、
鳥
子
うち
く
も
り五
枚
有
下
絵
。染
筆
。
伊
勢
国
司
北
畠
との
へ
御
内
書
御
事
、可
致
調
進
由
、以
佐
今
日被
仰
下
問
、則
書
進
上
仕
也
、御
折
紙
鳥
子
半
切
也
、
佐
方
よ
り鳥
子給
之
也
、
取
次
水
口
藤
三
郎
也
佐
か
た
よ
り内
と
申尾
州
、近
日可
為
出
張
につ
いて
被
成
御
内書
候
、
晴
光
そ
へ
状
を可
調
進
候
由
、被
仰
出
候
問
、
百
案
文
所
望
候
由
申
之
也
、の
則
書
遺
之
也
、／
〈御
内
書
〉近
日出
張
候
由尤
以
呂出
候
、猶
晴
光
可
申候
也
／
三
月
十
日
御
�J
/
畠
山
尾
張
守
との
へ
／
〈御
判
紙
鳥
子
半
切
右
筆
ハ不
存
知
候
也
〉
紙
名
、格
園
、格
先
生
、
列l
藤
、
鴻
育
、
白麻
、
自t
昔、
魚
網
、厚
様
、
薄
様
、大
高
得
紙
、
小
高
檀
紙
、唐
紙
、修
善
寺
、梅
原
、
色
紙
、
内
曇
、
鳥
子
、引
合
、宿
紙
越
後
上
杉
氏
、豊
後
大友
氏
等
有
力
な
大
名
は
感
状
、下
文
等
に鳥
の
子
を使
用
して
い
る
。
地蔵
続
へ
鳥
子
十
五
枚
置
候
。扉
風
用
に所
望
也
。
越
前
鳥
の
子
二
十
枚
。云
々
�‘h
 
、斗
コ
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一
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一
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40
 
言
継
卿
記
183
大
永
7年
4月
6日
41
 言
継
卿
記
183
大
永
7 年
6月
10
日
42
言
継
卿
記
18
4
天
文
13
年
11
月
18
日
43
言
継
卿
記
184
天
文
13年
間
11
月
11
日
44
 言
継
卿
記
185
天
文
14
年
8月
1日
45
言
継
郷
記
18
5
天
文
14
年
10
月
16
日
46
言
継
卿
記
18
5
天
文
14年
10
月
17
日
47
 
言
継
卿
記
18
5
天
文
14
年
10
月
18
日
48
言
継
卿
記
18
5
天
文
14年
10
月
25
日
49 
言
継
卿
記
18
6
天
文
17
年
5月
12
日
50
 言
継
卿
記
18
7
天
文
21
年
8月
1日
51
 
言
継
卿
記
18
7
天
文
22
年
6月
19
日
52
言
継
卿
記
188
天
文
24
年
正
月
19
日
53 
言
継
卿
記
18
9
天
文
24
年
10
月
28
日
54
 言
継
卿
記
189
永
禄
B年
5月
27
日
55
言
継
卿
記
18
9
永
禄
6年
6月
7日
56 
言
継
郷
記
18
9
永
禄
6年
7月
13
日
57 
言
継
卿
記
19
0
永
禄
7年
9月
12
日
58
言
継
卿
記
19
1
永
禄
10年
11
月
14
日
59 
言
継
卿
記
19
1
永
禄
11
年
3月
2日
60
 
言
継
卿
記
19
1
永
禄
12年
7月
28
61
 言
継
卿
記
19
1
永
禄
13
年
2月
62
言
継
卿
記
19
2
元
亀
2年
7月
10
日
63 
多
聞
院
日記
20
0
天
正
2年
10
月
27
日
64
 
多
聞
院
日記
20
1
文
禄
3年
3月
7日
65
鹿苑
目録
20
2 
日月応
8年
9月
27
日
66
鹿苑
目録
20
3
天
文
6年
10
月
3日
67
鹿苑
目録
20
4
天
文
8年
10
月
15
日
68
鹿苑
B録
20
4
天
正
19年
4月
19
日
69
鹿苑
目録
20
5
元
利
3年
正
月
13
日
70
御
湯
殿
の
よ
の
臼記
20
6
文
明
9年
6月
24
日
71
 
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
6
文
明
9年
9月
26
日
72
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
文
明
9年
10
月2
0日
73
御
湯
殿
の
上
の
日記
20
7
文
明
9年
11
月
26
日
真
性
院
光
臨
、経
前
よ
り一
昨
日上
洛
之
自
候
、
鳥
子
五
枚
み
や
け
とて
被
送
候
鳥
子
十
枚
用
もや
給候
、祝
着
之
由
申候
。
豊
将
監
親
秋従越
前
上
洛
とて
、云
々
、留
守
之
間
不
及
対
面
、夜
鳥
子
Jt十
枚
送
之
、祝
着
祝
着
、
従
環
翠
軒
〈清
三
位
入
道
宗
尤
〉約
束
之
鳥
子
十
枚
、中
様
五
十
枚
送
之
祝
着
祝
着
、
御
！ ！
禁
裏
へ
杉
原
十
帖
、茶
続皿
一
、進
上
、御
返
同
十
帖
、
く云
々
〉福
生庵
よ
り鳥
子
十
枚
被
送
、
此
問
所
労
、
く云
々
〉
予
可
同
道
由
申
｛食
間
罷
向
、簿
鳥
子
百
枚
蹴宣
之
。
加
州
敷
地
今
日上
洛
、支
証
共
随
身
、云
々
、加
賀
〈一
束
〉同
杉
原
〈ー
帖
〉鳥
子
く十
枚
〉送
之
、祝
着
々
々
、
環
翠
軒
礼
に来
、鳥
子
〈五
十
枚
＞送
之
、
辰
巳
に簿
鳥
子
十
枚
遺
了
。
福
生庵
、同
御
亮
、
正
箱
等
に黒
薬
遺
之
、正
祐
荷車
鳥
子
廿
枚
送
之
、祝
着
、
桐
蔵
坊
礼
に来
、宮
内
卿
同
道
、
各
見
参
、沼
勧
了、
予
に鳥
子
く五
十
枚
〉送
之
。
伊
与
局
官
女
阿
茶
々
此
閉
塞
乱
薬
遣
、同
虎
福
薬
遣
、礼
に鳥
子対十
枚
送
之
、祝
着
了
、
し
御
懸
物
杉
原
十
帖
、御
扇
（中
略
）
、
予
鳥
子
十
枚
、筆
二
対
出
之
、作
杉
原
十
帖
扇
取
之
、今
日御
会
始
御
懐
紙
、十
人
計
予
に被
送
之
、
取
集
進
上
了
、
鳥
子
一
枚
に百
人
一
首
令
書
写
送
之
、
禁
裏
源
氏
料
紙
鳥
子
八
十
一
枚
伐
之
折
之
了
、
自禁
裏
被
仰
鳥
子
仮
問
調
之
、
北
坊
三
位
等
鳥
子
五
枚
宛
、
鳥
子
十
枚
送
之
、
ー
貝
つ
つ
先
以
鳥
子
包
之
、
鳥
子
十
枚
包
紙
に遺
之
、
杉
原
ニ
来
五
帖
引
合
二
帖
小
高
檀
紙
一
帖
鳥
子
廿
五
枚
等
召
寄
了
、
日乗
日乗
鳥
子
二
帖
持
参
了
、
薄
鳥
子
廿
樹
寺
来
、
御
室
ノi
原氏
表
紙
トチ
フ
ッ
クル
、経
土
与
ー
ニ
一
石
四
斗
ニ
テ
申付
了
、此
方
よ
り
トリ
ノ
コ六
十
枚
九
十
文
、厚
紙
六
帖
廿
五
文
ニ
テ
調
i宣
之
本
願
正
命
日霊供
備
之
、
（中
略
）茶
五
袋
、鳥
子
百
枚
遺
之
詑
。
奉
行報
来
、御
判
紙
京
之
上
下
尋
之
来
得
也
、故
以
引合
書
之
、音
慈
照
院
殿
之
時
、益
之
為
蔭
涼
、不
得
公
文
紙
、以
故
或
引合
或
鳥
子
書
之
、
線
天
西
堂
来
、持
綿
酒
川鳥
子
紙
Jt十
枚
来
、
（中
略
）
寅
子
建
西
堂
任
西
芳
寺
住
持
、持
杉
原
扇
来
。
雑
紙
一
束
来
、
自母
雑
紙
代
ー
百
銭
来
、
自北
郡
陽
徳
院
有
返
事
、鳥
子
五
十
枚
、
白布
一
端
恵之
。
伯
殿
文
台
硯
々上
鳥
子
紙
持
来
、
置
御
前
、
研
墨
、鳥
子
二
枚
二
折
而
献
主
聖
、即
執
筆
染
塁
、御
発
句
被
遊
、各
々御
発
句
等
引合
紙
二
折
、而
発
句
或
三
句
或
ニ
句
被
害
、献
主
聖
、相
定
也
、伯
殿
魚
子
二
枚
二
折
、而
発
句
衆
配
十
一
人
、各
々書
発
旬
、杉
原
二
t刀
、
（中
略
）懐
紙
之
端
小
紙
一
巡
次
第
書
立
在
之
也
。
畠
琢
来
臨
、恵
、鳥
子
ー
帖
。
新
け
な
か
。
ゑ
ち
せ
ん
の
御
宮
け
に
、
と
りの
こ百
まゐ
、
うす
ゃ
うこ
そ
くま
い
らせ
らる
る
。
め
で
た
し。
な
か
の
御
か
とゐ
中御
宮
け
とて
、
と
りの
こ百
まゐ
、
うち
く
も
り三
十
ま
ゐ
もち
て
しこ
う
。
や
ふ
ゐ
中
よ
りの
ほ
り
とて
、御
宮
け
に
と
りの
こ三
百
ま
ゐ
、
うち
くも
り三
十
まゐ
、
か
ん
、
あ
か
御
まな
、御
た
るー
か
もち
て
し
こ
う
。
宮
の
御
方
へ
御
との
を
、
う
ち
くも
り十
まゐ
、二
宮
の
御
か
たへ
御
な
か
一
つ
つ
み
ま
い
る
。
あん
せ
ん
寺
殿
よ
り
た
け
回
ま
い
らす
る
とて
、
と
りの
こ三
百
ま
い
まい
る
。
史
料
名
74
御
湯
殿
の
よ
の
日記
75
御
湯
殿
の
上
の
日記
76
御
湯
殿
の
上
の
日記
77
御
湯
殿
の
上
の
日記
78
御
湯
殿
の
上
の
日記
79
御
湯
殿
の
上
の
日記
80
御
湯
殿
の
上
の
日記
8 1
 御
湯
殿
の
上
の
日記
82
御
湯
殿
の
上
の
日記
NhH∞ 
巻
冊
：頁
：
和
年
号
20
7
文
明
15年
11
月
8日
20
7
延
徳
2年
8月
24
日
20
8
享
禄
元
年
11
月
6日
20
8
享
禄
元
年
11
月
26
日
20
9天
文
16
年
12月
3日
20
9
天
文
17年
3月
6日
20
9
天
文
18
年
10月
7日
20
9
天
文
21
年
10
月
18
日
21
0
元
亀
元
年
4月
21
日
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史
料
本
文
らん
は
寺
と
り
たて
らる
る
に御
さ
い
も
くつ
か
は
さ
る
る
。御
れ
い
に
し
こ
う
。奉
書
廿
て
う
。
と
りの
こ百
まい
、
まん
ち
うの
を
りま
い
ら
せ
らる
る
。
御
た
む
しゃ
く
と
も
ま
い
る。
二
宮
よ
り
と
りの
こ三
十
まゐ
まい
る
。
ゑ
ち
せ
ん
よ
り明
孝
卿
進
上
とて
、
と
りの
こ二
百
ま
い大
な
る
ま
い
る。
中
の
御
か
とゑ
ち
せ
ん
よ
りの
ほ
りて
、
と
りの
こ二
百
ま
い
しん
上
申
。
ゑ
ち
ぜ
ん
よ
り御
しゅ
り御
の
ほ
りあ
て
、
らい
光
院
と
りの
こニ
百
ま
い
、
き
ぬ
三
疋
しん
上
申
、
うん
れ
うゐ
ん
ゑ
ち
せ
ん
よ
りの
ほ
りて
ま
い
らる
る
、
と
りの
こ
、
らう
そ
〈御
み
や
に
しん
上
申
さ
る
る
。
御
しゆ
か
いせ
ん
ゆ
寺
ま
い
らる
る
。
と
りの
こ百
まい
しん
上
申
さ
る
る
。
ひ
き
に御
あ
ふ
き
しん
申
、
（中
略
）す
きは
ら、
あ
ふ
き
ま
い
る。
す
け
殿
よ
り御
とり
の
こ
、御
て
う
し、
色
々
ま
い
る。
の
ふ
な
か
御
ち
い
た
した
る
とて
、大
す
け
殿
、
新
大
す
け
殿
よ
りか
み
五
て
う
づ
つ
ま
い
る
、新
大
す
け
との
よ
りか
が
の
と
りの
こ
一
て
う
そ
へ
て
ま
い
る
。
お
か
との
へ
さ
くや
く
ま
い
らす
る。
な
か
は
し
よ
りか
み
十
て
う
ま
い
る
。
7 ） 厚様 ・ 薄様 （ 「 和漢紙文献類 家 」 古代 ・ 中 世編 デ ー タ ）
史
料
名
巻
冊
万
葉
集
イ山
覚
政
文
鏑鈴
日記
下
3
字
津
保
物
語
初
秋
4
字
津
保
物
語
蔵
関
上
5 
字
j掌
保
物
語
蔵
関上
6
字
津
保
物
語
蔵
関
上
7
字
津
保
物
語
蔵
関上
8
字
湾
保
物
語
蔵
関
上
9
宇
津
保
物
語
楼
の
上
上
10
字
津
保
備苦
後
の
上
上
11
 字
津
保
物
語
後
の
上
下
12 
小野
宮
右
衛
門
督
家
歌
合
13 
1原
重
之
集
14
枕
草
子
15
枕
草
子
16
枕
草
子
t、p』.j 
17
枕
草
子
18
枕
草
子
19
枕
草
子
20
枕
草
子
21
枕
草
子
22
紫
式
部
日記
23
源
氏
擁苦
明
石
24
源
氏
物
語
乙女
25
源
氏
物
語
蛍
26
源
氏
物
語
野
分
27
源
氏
物
語
藤
袴
28
源
氏
物
語
真
木
柱
29
源
氏
物
語
総
校
30
源
氏
物
語
若
菜
下
31 
i原
氏
物
語
浮
舟
32
源
氏
備き
浮
舟
33
源
氏
物
語
浮
舟
：頁
：
和
年
号
2 21 23
 
23
 
23
 
23
 
23
 
24 25
 
26
 
26
 
26
 
28
 
29
 
29
 
29
 
30 30 31
 
31
 
31
 
34
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史
料
本
文
鎌
倉
右
大
臣所
撲
万
葉
紙
用
厚
樹
氏
文
と
りて
帰
りた
る
を見
れ
ば
、紅
の
薄
様
ー
襲
に
て
紅
悔
に
つ
け
た
り。
こ
と
も
な
く走
り奮
い
た
る
手
の
、薄
葉
に書
き
た
る
…
－－
ゆ
ゆ
し
く置
きつ
、
さて
赤
き薄
後
一
重
に
、
白
き薄
様
一
重
に
、
い
と
日出
た
く書
き給
へ
り。
育
き薄
葉
一
襲
づ
っ
覆
ひ
て
結
ひ
た
り。
御
文
は
唐
の
紫
葉
一
襲
に
包
み
て
紫
苑
の
造
り枝
に
つ
け
た
り。
大
宮
見
給ひ
て
、
白
き薄
様
に
書
きて
押
し付
け給
ふ
。
女
の
持
の
腰
に
、赤
き薄
様
に
、
唐
の
扇
、薄
様
の
中
に
入
れ
給
ひ
て
、
背
き薄
様
に
か
け
て
理事
り給
ふ
< 
1 
> 
を
の
の
宮
の
右
衛
門
の
か
み
の
き
む
だ
ち
の
、物
が
た
りよ
りい
で
き
た
りけ
るな
ぞ
あは
せ
、左
あ
を
き
うす
や
うひ
とか
さね
にか
き
て
、松
の
え
だ
につ
け
た
り。
（中
略
）右
は
む
ら
さ
き
の
うす
ゃ
うひ
とか
さ
ね
にか
きて
、
あふ
ち
の
花
に
つ
け
た
り
しは
か
くぞ
、
（下
略
）
。
五
月
ば
か
りに
様
々
をか
しき
わ
らは
の
か
う
の
薄
や
う
に蝉
の
も
ぬ
け
を包
て
もて
来
て
人
に
さ
しと
らせ
て
うせ
ぬ
。
あ
や
し
う
、
いせ
の
物
語
な
りや
とて
見
れ
ば
、
背
き薄
様
に
い
と清
げ
に書
きた
まへ
り。
薄
僚
の
冊
子
。柳
の
萌
え出
で
た
る
に
、
育
き
簿
様
！こ
書
き
た
る
文
つ
け
た
る。
藤
侍
従
あ
りつ
る花
に
つ
け
て
、卯
の
花
の
薄
織
に書
た
り。
返
りご
とを
いみ
じう
赤
き薄
様
に
…
…
浅
緑
な
る薄
様
に艶
な
る
文
を
「こ
れ
J
とて
来
た
る
…
…
青
き薄
様
を艶
な
る硯
の
護
に敷
きて
、
「こ
れ
、芭越
しに
さぶ
らふ
」
とて
まゐ
らせ
たれ
ば
、み
な
人
の
花
や
蝶
や
とい
そ
ぐB
も
わ
が
心
をぱ
君
ぞ知
りけ
る。
こ
の
紙
の
端
を
引
き破
らせ
た
ま
ひ
て
書
か
せ
た
まへ
る
、
い
とめ
で
た
し。
御
返
し、
紅
梅
の
薄
様
に書
か
せ
た
ま
ふ
が
、御
衣
の
おな
じ色
に
に
ほ
ひ
か
よひ
た
る
、
…
…
事事
様
色
紙
は
白
き
、紫
、
赤
き、
メlj
安
染
、
脅
き
も
よ
し
い
ろ
い
ろ
の
紙
え
り
と
との
へ
て
、
物
語
の
本
ど
もそ
へ
つ
つ
、
と
こ
ろ
どこ
ろ
に
ふ
み
か
き
くば
り、
か
つ
は
、
とぢ
あ
つ
め
した
た
む
る
を
や
く
に
て
、
あ
か
し
く
らす
。
「な
にの
こ
こ
ち
か
、
つ
め
た
き
に
、
か
か
るわ
ざ
は
させ
給
ふ
J
とき
こ
え
た
まふ
もの
か
ら、
よ
き薄
様
ど
も、
ふ
で
す
み
な
ど、
も
て
まゐ
り給
ひ
っ
つ
、
御
硯
を
さへ
、
も
て
ま
ゐ
り給
へ
れ
ば
、
と
らせ
給
へ
る
を
、
を
しみ
の
の
し
りて
、
もの
の
くま
に
む
か
ひ
さ
ぶ
らひ
て
、
か
か
る
わ
ざ
しい
づ
と
、
さ
いな
む
な
れ
ど
、
か
くべ
きす
み
ふ
で
な
ど給
は
せ
た
り。
この
た
び
は
、
い
と
、
い
た
う
な
よ
ぴ
た
る簿織
に
、
い
と美
しげ
に
書
き給
へ
り。
緑
の
薄
様
の
、好
ま
しき
重
ね
な
る
に
、手
は
、
ま
だ
、
い
と若
け
れ
ど
、
自
き薄
綾
に
て
、御
手
は
、
い
と
由
あ
りて
、書
き給
へ
り。
紫
の
薄
様
な
りけ
り。
紙
の
色
、墨
っ
き
、し
め
た
る匂
ひ
も
、
さ
ま
ざ
まな
る
を
、
自
き薄
様
に
、
つ
や
や
か
に書
い給
へ
れ
ど、
殊
に
を
か
し
き所
も
な
し。
高
麗
の
紙
の
、薄
様
だ
ち
た
る
が
、せ
ち
にな
ま
め
か
しき
を
、
御
菌
の
、少
し
ま
よ
ひ
た
る
つ
ま
よ
り、
浅
緑
の
薄
様
な
る
文
の
、押
巻
きた
る端
見
ゆ
るを
、
何心
もな
く引
き出
で
て
、御
覧
ず
る
に
、
男
の
手
な
り。
紙
の
香
な
ど
、
い
と艶
に
、殊
更
め
き
た
る書
きさ
．ま
な
り。
緑
の
薄
様
な
る包
み
文
の
、大
きや
か
な
る
に
、
紅
の
薄縁
に
、
こ
まや
か
に書
き
た
る
べ
し
と見
ゆ
。
紫
の
薄
様
にて
、桜
につ
け
た
る
文
を
、
史
料
名
巻
冊
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和
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号
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小
右
記
47
寛
仁
2年
6月
28
日
35
堤
中納
言
物
語
梅
を
る少
将
51
 
36
夜
の
寝
覚
巻
三
52
 
37
夜
の
寝
覚
巻
三
52 
38
栄
花
物
語
八
は
つ
花
54
 
39
栄
花
物
語
対ト
ー
殿
上
花
見
55
 
40
 
今
昔
物
語
巻
二
十
四
延
喜
御
67
扉
風
伊
勢
御
息
所
読
和
歌
誇
41
 今
着
物
語
巻
二
十
八
左
京
大
67
夫
付
異
名
語
第
二
十
一
42
 古
本
説
話集
伯
の
母
が
仏
事
の
事
69 
43
 
古
本
説
話
集
或
る女
房
の
鏡
を売
70 
る事
�れ1;
コ ， 
44
 
大鏡
太政
大
臣
統直
71
 
45
長
秋
記
72
元
永
2年
7月
19
日
46
 中
右
記
74
寛
治
7年
5月
9日
47
 中
右
記
74
承
徳
2年
10
月
28
8
48
 中
右
記
75
元
永
元
年
11
月
2日
49
 中
右
記
76
大
治
5年
9F.l
5日
50
類
震
雑
要
紗
大
治
年
巻
四
77
 
51
 類
衆
雑
要
抄
巻
四
77
 
52
本
朝
世
紀
81
久
安
3年
11
月
30
日
53
 
今
鏡
す
べ
らぎ
の
中
第
83
二
玉
章
54 
今
鏡
御
子
たち
第
八
84
 
伏
し柴
55
兵
範
記
85
仁
平
2年
8月
28
日
56
兵
範
記
85
久
寿
3年
3月
5日
57
 兵
範
記
85
保
元
2年
7月
5臼
58
兵
範
記
86
保
元
3年
10
月
16
日
59
兵
範
記
86
保
元
3年
10
月2
8 日
60
兵
範
記
87
仁
安
3年
12月
10
日
61 
吉記
89
治
承
5年
3月
15
日
62
 
山線
記
92
応
保
元
年
12
月
14
8
史
料
本
文
次
ニ
巡
了有
郷
采
之
遊
、以
簿
機氏
上
紙
等
、
為
賂
物
、
了時
魁
推
移
、各
々分
散
、
あ
を
き
うす
や
う
に
柳
に
つ
け
て
、
歌
あ
り。
あ
を
き腐
の
薄
機
に御
文
書
き給
け
る
を
、
夜
自
に
は
な
に
とも
見
えず
、
薄
様
を
よ
く重
ね
た
らん
や
う
に見
え
て
、
時
の
花
を
か
ざす
心
ば
へ
に
や
。
い
ろ
い
ろ
の
うす
や
う
に
を
しつ
つ
み
た
る心
ぱ
へ
の
もの
を
もも
て
け
たず
。
紅
葉
が
さ
ね
の
簿
様
に
か
きて
…
…
< 
2 
> 
今
昔
、延
喜
天
皇
御
子
の
宮
の
御
着
袴
の
料
に御
厚手
風
を
為
させ
給
て
、其
の
色
紙
形
に
可
書
き放
に
、
（中
略
）女
車
の
山路
行
た
る絵
を書
た
る所
に
当
て
色
紙
形
有
り。
（中
略
）色
紙
形
に書
か
む
料
に和
歌
読
共
に歌
読
せ
て書
せ
つ
る
を
、然
、々
の
所
を思
藩
して
歌
読
に
も不
給
りけ
れ
ば
、其
の
所
の
色
紙
形
に
は
可
書
き歌
も
な
し、
（中
略
）蛮
絵
に蒔
きた
る
硯
の
答
の
蓋
に
、清
げ
た
る薄
様
を敷
きて
、
交
菓
子
を入
れ
て
差
出
で
た
り。
（中
略
）程
も
久
〈成
ぬ
れ
ば
紫
の
薄
様
に
歌
を嘗
て
結
び
て
、同
じ色
の
薄
様
に褒
て女
の
装
束
を具
して
押
出
し
た
り。
一
人
には
育
釜
の
瓶
に酒
を入
れ
て
、背
き薄
様
を以
て
口
を
褒
で
持
せ
た
り。
今
は
普
、伯
の
母
、仏
供養
しけ
り。
永
縁僧
を請
じて
、
さ
ま
ざ
ま物
ども
を
たて
ま
つ
る
に
、紫
の
薄
様
に包
み
た
る物
あ
り。
沃
懸地
に蒔
きた
る答
な
り
。
う
ち
に薄
様
を
引
き破
りて
、
を
か
しげ
な
る手
に
て
書
き
た
り、
うへ
〈円
融
〉
お
に
の
ま
に
お
は
しま
す
ほ
どな
りけ
り。
（中
略
）
そ
うす
べ
き事
と申
し給
へ
ば
、
たち
か
へ
らせ
給
へ
る
に
、
こ
の
ふ
み
を
ひ
き
い
で
て
ま
ゐ
らせ
給
へ
け
れ
ば
、
と
りで
御
覧
ず
れ
ば
、
む
ら
さ
きの
うす
や
うー
か
さね
に
、故
宮
の
御
手
に
て
関
白
を
ば
しだ
い
の
ま
ま
にせ
させ
給
へ
、
ゆ
め
ゆ
め
たが
へ
させ
給
ふ
な
、
（下
略
）
中
宮
御
扇
持
参
院
、
〈紫
紙
三
枚
褒
紫
紅
紙
紅
紙
二
枚
褒
紅
薄
様
〉
自女
房
以
薄
様
作標
書
和
歌
、
御
書
紅
薄
様
一
重
に書
て
、
文
一
重
に被
表
也
、
実
親
着
袴
給
御
省
、被
害
紫
薄
様
、
〈書
二
重
結
之
引
墨
、又
褒
一
重
、
以
紙
結
之
引墨
〉
和
歌
ニ
首
書
紅
紫
薄
様
一
重
被
出
、
内
大
臣進
寄
取
之
、
硯
箱
条
、懸
子
身
納
薄
葉
三
帖
〈紅
、紫
、
白
〉
第
三
懸
子
納
薄
葉
五
帖
〈紅
、
紫
、練
、
星
麦
、
白〉
又
舎
利
塔前
置
砂
金
一
向
、
水
精
玉
ー
頼
、
〈各
褒
薄
様
〉
さ
ま
ざ
まの
薄
様
に
書
きて
遣
り給
ひ
け
り。
こ
れ
か
れ
袖
よ
り色
々
の
薄
緑
に書
きた
る
文
の
引
き結
び
た
るが
、
（中
略
）薄
織
に書
きた
る文
の
、結
び
つ
け
て
見
え
け
れ
ば
、
立
蒔
絵
煤
til
l室厨
子
一
双
、納
〈白
薄
様
五
十
帖
包
ニ五
十
帖
都
百
帖
、檀紙jf十
帖
、美
紙
五
十
帖
〉
妹
子
内
親
王
（註
略
）被
参
λ
東
宮
女
御
御
蔵
小
舎
人
着
布
袴
、持
御
書
前
行
、件御
書
、紅
薄
様香
薬
表
置
柳
宮
、
其
上
安
御
硯
筆
台三
代
集
造
紙
、下
階
納
薄
様
色
紙
、摺
紙
、打
紙
等
、
中
階
置
硯
宮
、薄
様
栂
紙
美
紙
各
一
両
帖
、1
11南
障
子
立i
毎浦
蒔
結
御
厨
子
一双
、居
間
火
取
硯
宮
、置
薄
様
檀
紙
美
紙
各
両
三
帖
、
裏
書
、大
殿
御
料
対t
1始
、
白
薄
様
五
帖
、太政
大
臣
料
廿
五
舶
、薄
様
三
帖
、納
言
以
下
料
廿帖
、薄
様
三
帖
、
塗
硯
笛
一
合
、檀
紙
三
帖
、
薄
様
ニ
帖
、火
取
母
一
合
、納
檀紙
廿
四
枚
、色
紙
十
二
帖
、
以
銀鶴
為
贈
物
〈裏
白薄
様
〉
二
棟
廊
東
面
置
懐紙
等
。
大
納
言
殿
御
料
廿
帖
、
白薄
様
五
帖
口
口
料
十
五
帖
、薄
様
三
帖
、各
以
白
平
組
結之
。
史
料
名
巻
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山
塊
記
92
応
保
元
年
12
月
16
日
64 
山機
記
94
文
治
2年
7 月
16
8
65
禁
泌
御
抄
賢
所
97
 
66 
祭
秘
御
抄
中
御
奮
の
事
97
 
67
鍵
寿
御
前
日記
二
一
折
々
の
賜
物
98
68
八
雲
御
抄
第
二
10
1 
69
拾
玉集
五
10
2 
70
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
2 
集
71 
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
2 
集
72
 建
礼門
E左
右
京
大
夫
10
3 
集
73
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
Eトト ，�コ 可
‘ 
74
建ネ
L門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
75
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
76
 
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
77
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
78
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
79
建
礼門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
80
建
礼門
院
右
京
大
夫
九
月
つ
くる
の
所
10
3 
集
81 
建ネ
し門
院
右
京
大
夫
10
3 
集
82
飾
抄
中
一
弓
箭
10
4 
83
 
明
月
記
10
4
治
承
4年
5月
11
日
84
 
明
月
記
10
5
建
仁
3年
11
月
14
日
85
 
日月
月
記
10
5
建
仁
3年
12月
凶
日
史
料
本
文
入
内
御
書
薄
様
者
毎
度
車工
欺
、
口
口
皆
紅
候
。
中宮
御
蔵
上
、
〈紅
紙
面
祝
、
〉
置
砂
金
十
両
〈以
白薄
様
二
重
奏
之
、英
体
薬
裏
、以
紅
曾
鶴松
、
〉
毎
月
一
白神
供
廿
合
也
、
自台
盤
所
紙
二
帖
、
（ 中
略
）如
墨
筆
自納
殿進
薄
様
同
事
之
料
紙
女
房
許
多薄
様
、後
々稽
紙
也
。
五
節
の
を
りよ
りは
、は
る
か
に
多
く 、
薄
様
につ
つ
み
て
、
< 
3 
> 
作
法
歌
書
様
滑
輔
朝
臣
目
、
一
首
歌
は
三
行
三
字
墨
黒
に可
書
、
但
二三
行
も吉
程
鰍
、五
首
己
下
は
一
枚
及
十
首
ば
可
続
、皆
用
高
檀
紙
、
（中
略
）女
J歌
薄織
若
栂
紙
一
重
、五
首
己
上
は
函
の
方
へ
引返
て可
書
之
、
文
治
六
年
lこ公
衡
中
将
祈
祷
成
就
之
後
遺
巻
数
、返
事
な
り
、次
皆
水
精
念珠
弘
法
大
師
三
鈷
等
送
給
ふ
、
つ
つ
め
る薄
や
う
に
か
きつ
け
て
は
へ
る
歌
「さ
り
と
も
と怒
ひ
思
ひ
て
い
の
りけ
ん
心
の
手
よ
りは
な
そ
さ
き
！？
む
J。
た
ぶ
とて
、紅
の
うす
や
う
に
、
あ
しわ
け
をぶ
ね
む
す
び
たる
く
しさ
した
るが
、
な
の
め
な
らぬ
に
、
か
きて
を
しつ
け
られ
た
り
し。
か
へ
し、
しろ
き
う
す
や
う
に
て
花
の
枝
に、
紅
の
うす
や
う
に
か
きて
、
小
｛寺
従
とぞ
。
くす
だ
ま
ま
き
た
る
は
こ
の
ふ
た
に
、菖
蒲
の
うす
ゃ
う
しき
て
、
お
な
じう
す
や
う
に
か
きて
、な
べ
な
らず
な
が
き根
を
ま
い
らせ
て、
女
官
して
、
あ
しで
の
し
たゑ
の
だん
しに
、
たて
ぷ
み
て
、
くれ
な
ゐ
の
うす
や
う
に
て
、
か
へ
し、
うへ
しろ
き菊
の
うす
や
う
に
か
きて
、
か
へ
し、
くれ
な
ゐ
の
うす
や
う
に
つ
とめ
て
み
れ
ば
、
は
な
だ
の
うす
ゃ
う
の
ま
く
らの
こ
との
ほ
か
に
、
か
へ
りた
れ
ば
、
しろ
うす
ゃ
うの
、
い
ろ
い
ろ
の
く
しを
か
き
た
る
に
か
きて
、人
の
つ
か
は
し
しに
か
は
りて
、
「露
さゆ
る
白
う
す
ゃ
う
の
芦
き
け
ば
あ
り
し雲
ゐ
ぞ
まづ
お
ほ
え
け
る
J
返
し、
うへ
しろ
き菊
の
薄
や
う
に
か
け
て
、
〈云
々
〉
又
、三
位
中
将
とれ
も
りの
うへ
の
も
と
よ
りも
み
ぢ
に
つ
け
て
あ
を
もみ
ぢ
の
簿
や
う
に
、
機
〈宿
老
之
人
、用
白栂
紙
並
色
紙、
壮
年
之
人
、用
紅
侮
檀
紙
若
簿縫
、随
年
老
少
、有
色
浅
深
、
〉
仁
安
三
年
四
月
三
日、
石
清
水
臨
時
祭
故殿
用
停
領
小
忌給
。
但
頚
紙
を差
改
。
〈云
々
〉
雌
氏、
陸
奥
紙
或
檀
紙
、好
事
雲
客
警
固
薄
様
帖
紙
透
夏
直
衣
〈云
々
〉
右
近
馬
場
真
手
絡
日
自女
車
送
歌
、
〈書
花
岡薄
様
〉
今
日被進
薄
縁
〈兼
時
御
使
〉銀
柳
筈
を銀
土
高
器
に居
て
、其
上
置
三
十
帖
、
今
年
簿
樹昼
差
古
今
未
見
、
色
々種
紙
手
答
、寝
所
前
立
厨
子
、
〈積
槽
紙
百
帖
〉
、紅
薄
様
為
火
鉢
下
、
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
86
 
日月
月
記
10
5
建
保
元
年
11
月
12
日
87
 日
月月
記
10
5
承
久
元
年
間
2月
23
8
88
平家
物語
突
の
前
の
事
10
7 
89
古
今
著
聞
集
五
和
歌
11
1
平
治
元
年
2月
25
日
90
古
今
箸
間
集
五
和
歌
11
1
永
万
元
年
9月
14
日
91
 古
今
著
関
集
五
和
歌
11
2 
92
古
今
著
聞
集
五
和
歌
11
2 
93
古
今
著
聞
集
五
和
歌
11
2 
94
古
今
著
間
集
十
一
蹴
鞠
11
3 
95
古
今
箸
間
集
十
四
遊
覧
11
3 
96
古
今
著
聞
集
十
八
飯
食
11
3 
�れ、 I
コ
コ可
97
古
今
著
聞
集
十
九
草
木
11
4 
98
百
錬
妙
十
五
後
嵯
峨
116
寛
元
元
年
9月
24
日
99
今
物語
11
6 
100
万
葉
集
仙
覚
11
8 
10
1
沙
石
集
神
明
の
歌
を感
じて
12
0
人
を助
給
へ
る事
102
 
とは
ず
が
た
り
巻
ー
12
3 
10
3 
とは
ず
が
た
り
巻
ー
12
3 
10
4 
とは
ず
が
た
り
巻
ー
12
3 
10
5 
とは
ず
が
た
り
巻
ー
12
3 
10
6 
とは
ず
が
た
り
巻
二
12
3 
107
 
とは
ず
が
た
り
巻
二
12
3 
108
 
とは
ず
が
た
り
巻
二
12
3 
10
9 
とは
ず
が
た
り
巻
二
12
3 
110
 
とは
ず
が
た
り
巻
三
12
4 
11
1 
とは
ず
が
た
り
巻
三
12
4 
112
 1
原平
盛
衰
記
一
五
節
夜
間
打
附
12
5
五
節
始
並
周
成
王
臣
下
事
< 
4 
> 
史
料
本
文
矩
慶
一
〈以
薄
様
為
立
蔀
、
男
一
入
居
其
内
、以
花
田薄
縫
為
衣
、紅
薄
様
ー結
之
為
火
、
在
前
〉
詠
和
歌
一
首
相
具
之
、書
紅
薄
様
、
立
文
白薄
様
、詠
目
、
（略
）郎
有
御
返
歌
、書
白薄
様
、立
文
紅
薄
様
、
そ
の
後
主
上
、緑
の
薄
様
の
匂
こ
と
に深
か
りけ
る
に
、古
き言
な
れ
ど
も、
思
し召
し出
で
て
、
か
うぞ
遊
ば
され
け
る
。
御
方
選
の
為
に押
小
路
殿
に行
幸
あ
りけ
り、
透
廊
に
て
夜
もす
が
ら御
遊
あ
りけ
る
に
、女
房
の
中
よ
り硯
答
に紅
の
薄
様
を
しき
て
、雪
を
も
ち
て
出
され
た
る
に和
歌
を
つ
け
た
りけ
る
。
五
更
に
お
よ
び
て
、頭
亮
の
書
札
とて
か
み
ゃ
がみ
に
たて
ぷ
み
たる
文
を
、頭
中
将
家
通
朝
臣
の
も
とへ
もて
来
りけ
り、
ひ
らき
て
見
れ
ば
紅
の
うす
や
う
に
歌
を書
た
り。
筑
前
内
侍
、
伊
予
内
侍
な
どの
しは
ざ
に
や
、
その
使
返
事
を
と
らで
にげ
か
へ
らん
と
しげ
る
を
、｛
寺ど
も
さ
と
りて
門
を
さ
して
い
だ
さず
、
や
が
て紅
の
うす
や
う
に
か
へ
しを
番
て
た
ま
は
せ
け
る
。
（中
略
）か
くな
ん
か
きて
、
も
と
くか
み
ゃ
が
み
に
た
て
ぷ
み
で
使
にか
へ
した
び
て
、
月
を
も御
覧
ぜ
て
、御
よ
る
な
れ
ば
此
御
ふ
み
まい
らす
るに
お
よぱ
ず
、
紅
の
一
重
に
か
き
て御
宝
殿
に
を
し
た
りけ
る
。
｛中
略
）
、御
前
に紅
の
薄
隊
にか
き
た
る歌
を見
て
、
こ
れ
を
と
りて
、
御
硯
の
蓄
に震
て
御
裂
を紅
の
薄
様
にか
か
せ
お
は
しま
して
結
び
付
て大
納
言
二
位
殿し
て
ず
と
ど
に
た
まひ
け
る。
よ
ろ
し
き人
に
は
檀
紙
薄
様
、侍
の
輩
には
装
束
を給
、
紅
の
うす
や
う
に書
て
、お
な
じ色
の
う
す
や
う
に
て
、
た
て
ぷ
み
して
、所
の
衣
をつ
か
ひ
に
て
中宮
の
妓
祭
殿
の
つ
ぼ
ね
に
さ
しお
か
せ
け
る
人
人
ゑ
ひ
て
の
ち
自薄
縫
う
た
ひ
て殿
上
人
上
達
部
下
脂
よ
り乱
舞
、摂筏
左
大
臣
な
ど
も舞
給ひ
け
る。
た
め
しす
くな
く侍
る
こ
と
に
や
。其
後
ま
た数
反
有
て
、又
糸
竹
の
興
も
あ
りけ
り、
又
自 薄
様
う
たひ
て
上
達
部
ば
か
りぞ
舞
け
る。
今
日
の
和
敏
の
題
也
とそ
、
左
方
和
歌鏡
を畳
に
しき
に付
て鏡
の
うへ
に歌
を
か
き
た
りけ
り、
右
方
くれ
な
い
の
うす
や
う
に
書
た
りけ
りφ
ー
薄
様
以
数
重
不
可
進
褒
事
、
薄
如
形
可
散
、以
常
下
品
可
為
上
品
也
、枚
数
不
可
過
七
枚
。
東
の
山
の
か
たす
み
に
（中
略
）
中
々
に
と
は
ぬ
も人
の
うれ
しき
は
、
う
き世
を
い
とふ
た
よ
りな
りけ
り、
とば
か
り心
に
く
くさ
な
ひ
れ
た
る
手
に
て
、花
田
の
うす
や
う
に書
た
る
を
、折
を
うか
が
ひ
て奏
しけ
れ
ば
、
（下
略
）
鎌
倉
右
大
臣所
機
万
葉
集
、表
紙
用
厚
樹
氏
さ
て
紅
の
薄
様
か
きて
、御
宝
前
に
たて
ま
つ
りけ
る
、
袖
の
う
へ
に
薄様
の
ふ
だ
（紙
片
）
に
て
あ
りけ
り。
紫
の
薄
様
に書
か
れ
た
り．
こ
の
御
歌
を
見
て
、め
ん
め
ん
に
この
ご
ろの
若
き人
には
た
が
ひ
た
りな
ど
い
ふ
。
か
か
る心
の
あ
との
な
き
ま
で
とだ
み
つ
け
に
した
る
、綴
の
薄
様
に書
き
た
り。
御
車
に
参
らす
とて
綴
の
簿
様
に
ふ
だ
にて
、御
太
万の
絡
に結
び
つ
け
られ
き。
紅
の
薄
様
にて
柳
の
枝
に
つ
け
らる
。
さ
の
み
御
返
りを
だ
に
申
さぬ
も
、か
つ
は
ぴ
ん
な
きゃ
う
に
や
とて
、
は
な
だ
の
薄
様
に書
き
て
、桜
の
枝
に
つ
け
て
、
薄
様
の
元
結
の
そ
ば
を破
りて
、夢
とい
ふ
文
字
を一
つ
書
きて
、参
らす
る
と
しも
な
くて
うち
置
きて
帰
りぬ
。
「浅
茅
が
末
に
ま
どふ
さ
さが
に
J
と書
き
た
る
硬
の蓋
に
、
は
な
だ
の
薄
様
に包
み
た
る
もの
ば
か
り据
え
て
参
る。
御
覧
ぜ
らる
れ
ば
、
「君
に
ぞ
ま
どふ
J
と彩
み
た
る薄
様
に
、
重量
を
い
さ
さか
切
りて
包
み
て
、
参
らせ
お
く消
息
に
、
白
き
薄
様
に
、琵
琶
の
ー
の
緒
をこ
つ
に切
りて
包
み
て
、
綴
の
簿
様
の
ふ
だ
に
て
か
の
伎
につ
け
侍
り
し、
権
中
納
言
の
局
の
歌
、紅
の
薄
織
に書
て
、簾
中
よ
り出
だ
さ
る
る
に
、
抑
五
節
と申
は
（中
略
）五
人
の
仙
女
舞
事
各
異
節
也
、
さ
て
こ
そ
五
節
とは
名付
た
れ
、
（中
略
）其
時
羽
子
に
は
、
白薄
様
、厚
染
紫
の
紙
、
巻
上
の
糸
、新
絵
書
た
る
筆
の
紬
や
とは
や
す
也
。仙
女
の
衣
の
簿
く透
通
りて
厳
き有
様
が
、薄
様
と厚
染
紫
の
紙
に相
似
た
り。
云
々
、
tむ�
こ〉
史
料
名
巻
冊
：頁
：
和
年
号
11
3
夫
木
和
歌抄
四
12
7 
12
7 
11
4 
今
川
了俊
書
札
礼
11
5
太
平
記
巻
十
安
東
入
道
El
13
3 
筈
の
事
11
6
太
平
記
巻
十
五
加
茂
神
主
13
3
改
補
の
事
11
7
太
平
記
巻
二
十
一
塩
冶
判
13
4
官
設
死
の
事
118
 1曽
鏡
第
十
ー
さ
し櫛
13
9 
11
9
女
郎
花
物
語
14
0 
12
0 
め
の
とさ
う
し
（乳
14
0 
母
草
紙
）
12
1
秋
夜
長
物
語
14
2 
12
2
看
聞
日記
14
4
応
永
23年
9月
3日
123
看
関
日記
14
5
応
永
27
年
12月
24
日
12
4
康
富
記
14
6
応
永
8年
5月
13
日
125
康
富
記
14
7嘉
吉
2年
11
月
88
126
撮
壌
集
15
1 
127
文
正
さ
う
し
15
1 
12
8
文
正
さ
う
し
15
1 
129
 
文
明
十
八
年
妙
本
類
15
3 
集
130
 
蔭
涼
軒
目録
15
7
長
事
3年
正
月
4 8
13
1 
蔭
涼
軒
目録
15
7
延
徳
3年
12月
4日
< 
5 
> 
史
料
本
文
花
信
実
、新
六
帖
「ち
る
を我
を
しみ
持
た
る後
まで
も折
め
は
つ
け
し桜
薄
ゃ
う
J
一
和
歌
懐
紙
奮
ゃ
う
、公
方
後
文
晴
の
時
、或
社E買
にて
の
時
ハ
、讃
岐檀
紙
を上
下
切
調
て
、
たか
さー
尺
計
f士
候
な
り、
上
様
の
御
懐
紙
よ
り
ハ
、高
さ
ハ
恐
候
て候
問
、
少
ひ
さ
く切
候
也
、横
ハ懐
紙
の
あ
り次
第
也
、但
袖
口
ハ
手
打
置
候
程
候
也
、其
此
方
にハ
詠
の
字
を書
候
へ
く候
（中
略
）女
房
の
懐
紙
ハ
、重
た
る薄
様
又
ハ薄摺
紙
な
とに
、一
重
に
か
〈な
り、
面
計
にか
きて
、
ほ
とけ
ぬ
様
に押
ま
き
て
、上
一
寸
四
五
分
を横
様
に抑
折
也
、
内
々
の
会
に
ハ
、引
合
な
とを
も
周
也
、
（下
略
）
新
国殿
の
北
台
の
御
使
とて
、
簿
織
に
書
きた
る
文
を律
げ
た
り、
取
る手
も
くゆ
る
ば
か
りに
こ
が
れ
た
る紅
葉
重
の
薄
様
に
、
い
つ
よ
りも
言
の
葉
過
ぎ
で
、
あは
れ
な
るほ
どな
り、
兼
好
と
いひ
け
る能
書
の
遁
世
者
を呼
び
寄
せ
て
、紅
葉
重
の
薄
様
の
、取
る手
も
くゆ
るば
か
りに
こが
れ
た
る
に
、言
を
尽
して
ぞ
聞
え
け
る
紅
の
薄
様
、お
な
じ薄
様
に
ぞ
包
まれ
た
ん
め
り。
関
白殿
つ
つ
む
や
う知
らず
とか
や
の
た
まひ
け
る
とて
、花
山
に心
得
た
る
と聞
か
せ
た
ま
ひ
けれ
ば
、っ
か
は
して
包
ませ
られ
け
る
と承
り
しと
語
る
に
、
御
す
ず
りか
み
は
うす
ゃ
う
、
大
た
か
、中
たか
、ほ
う
しよ
な
ど
と見
た
り。
此
ほ
う
しよ
とい
ふ
は
引合
の
事
を云
欲
。
御
扇
簿
菜
、人
に
下
され
候
と
も
、十
本
と候
へ
ば
扇
つ
つ
み
て
、薄
ゃ
うは
、
と
き
に
よ
り、
侮
か
さね
、
もみ
ぢ
が
さ
ね
ゃ
うの
、
うす
や
う
につ
つ
み
て
、
そ
の
色
の
み
づ
ひ
き五
す
ぢ
に
て
か
らみ
候
、文
lま
こ
と
に
よ
りて
、五
本
三
ぽ
ん
出
され
候
もひ
きあ
lま
せ
につ
つ
み
て
、三
本
ま
で
は
うへ
を遊
ひ
候
、
二
ほ
ん
一
本
は
た
だ
ひ
き
あ
は
せ
、杉
原
ゃ
うの
もの
につ
つ
み
候
ペ
し。
〈云
々
〉薄
ゃ
う
も十
て
う廿
帖
候
へ
ば
、
だ
い
に
ひ
とつ
にす
ゑ
申
候
、
三
ぞ
くな
れ
ば
ー
そ
くっ
つ
す
ゑ
申候
、か
よ
うの
こ
とは
玄
輝
もん
ゐ
ん
の
時
、か
ま
く
らの
さ
か
み
の
入道
の
女
房
、
いせ
へ
ま
い
りて
御
つ
ぽ
ね
まて
御
礼
申｛
袋、
御
字
多
院
よ
りの
勅
に
よ
り、
い
ろ
い
ろ
の御
さ
ため
の
さぶ
らひ
し云
々
、れ
う
し
と
あ
らん
に
ひ
きあ
は
せ
、
た
か
だ
ん
し、
こ
た
か
だ
ん
し、
す
ぎ
は
らい
だす
べ
し、
又
け
さ
う
文
な
ど
に
うす
や
う
な
に
か
さ
ね
とあ
り、
も
し人
れ
う
し給
は
り候
は
ん
と
あ
らん
に
、
い
か
に
う
つ
く
し
く
とも
、
か
さね
の
し御
出
じ候
ま
じ
く候
、
ま
た
男
な
ど
、
け
さ
う
ふ
み
の
よ
う
とて
申候
は
ば
、御
や
り候
へ
、
こ
な
た
よ
りれ
う
しと
申
とて
御
っ
か
は
し候
ま
じ
く候
。
わ
らは
ふ
と
こ
ろ
よ
り色
に
こ
か
れ
た
る
もみ
ち
か
さね
の
うす
や
う
に手
さへ
くゆ
る
ば
か
りな
る文
を
と
りい
た
して
云
々
。
自仙
沼八
朔
御
返
？お隻
く大
万
白一
援
引
合
十
帖
〉扇
十
本
く
白薄
様
褒
之
。
〉
正
永
持
参
、練
費
三
重
御
沈
ー
表
、
〈紅
薄
様
表
之
〉、
引
合
十
市占拝
領
。祝
看
無
極
。
白
本
准
三
后
道
義
書
上
大
明
皇
帝
陛
下
、
日本
国
関
間
以
来
（中
略
）通
好
献
方
物
く舎
千
両
馬
十
疋
扇
百
本
、薄
様
千
帖
扉
風
三
双
、
硯
答
一
合
文
台
一
箇
〉
（下
略
）
。
各
砂金
十
両
くー
裏
薄
給
薄
様
也
〉
紙
部
／
紙
く需
同
字
会
〉
、股
問
、高
樹
氏、
小
高
檀
紙
、卵
紙
、
引
合
、唐
紙
、
厚
紙
、薄
様
、色
紙
、杉原
、中
紙
、雑
紙
、肌
吉
、儲
氏
、
清
紅
紙
、薄
白
、懐
紙
、言壁
紙
、草
紙
、
襟
紙
く標
需
和
名
、
、文
書
〉、
表
背
、
表
紙
、装
背
、短
冊
、反
古
、主
卜堺
く同
界
同
字
〉柏
、格
先
生
く需
名
〉、
格
国
公
く同
〉、
好
時
侯
く同
〉、
格
菜
、
白麻
〈向
〉
さて
具
足
の
い
ろ
い
ろ
は
、手
箱
硯
に懸
子
な
り、
又
み
の
査
に
あ
ひ
そ
へ
て
、登
の
明
の
節
会
に
は
、櫛
、島
氏、
紅
紫
深
き薄
様
、塁
、筆
、
洗
、軍事
香
、薫
物
な
ど
も候
也
。
これ
ほ
ど珍
ら
し
き物
を
い
ま
だ
見
ず
とて
見
給
へ
ば
、硯
の
下
に
、紅
葉
が
さ
ね
の
薄
様
に
、
耕
民、
厚
紙
、
中
紙
、
雑
紙
、
薄
紙
、
薄
媛
、
樹
氏
、
梅
原
、
扇
々
生
々
、
色
紙
、
懐
紙
、
表
紙
、
標
紙
、
唐
紙
、
紙
麻
、
草
子
、
双
紙
、
造
紙
、
紙
之
異
名
一
白
麻
、
白
雲
、
格
菜
、
木
膚
、
高
文
、
染
給
、
魚
網
、
如
被
、
奈
イ命
、
車珪主
、
緑
紅
、
方
潔
、
藤
皮
、
兼網
。
薄
様
三
帖持
来
E智之
、
慈
照
段
頓
写
経
公
赴
之
、
自j
同審
院
以
｛曽
謝
藤
左
以
越
絹
二
疋
贈
藤
左
、以
綿
一
束
贈季
才
、以
薄
様
十
帖
贈
藤
子
。
史
料
名
巻
冊
13
2
綾
小
臨
姐
卿
記
13
3
宣
胤
卿
記
13
4
三
中
口
伝
（三
条
中
第
二
乙
山
口
伝
）
13
5 
三
中
口
伝
（三
条
中
’第
二
乙
山
口
伝
）
13
6
三
中
口
伝
（三
条
中
第
二
乙
山
口
伝
）
13
7
桃
花
茶
菓
13
8
言
継
卿
記
13
9
言
継
卿
記
14
0 
多
聞
院
日
記
忠
14
1
鹿苑
目
録
14
2
鹿苑
目
録
14
3
鹿苑
目
録
14
4
鹿苑
目
録
14
5
御
湯
殿
の
上
の
日
記
：頁
：
和
年
号
16
2 
16
5
永
正
14
年
5月
15
日
16
9 
16
9 
16
9 
16
9 
18
6
天
文
18
年
9月
25
日
18
8
天
文
23
年
8月
18
日
20
0
天
正
2年
間
11
月
10
日
20
2 
I!月
応
8年
5月
2日
20
3
永
正
元
年
2月
22
日
20
3
天
文
6年
正
月
2日
20
4
天
文
13
年
4月
13
日
20
6
文
明
9年
6月
24
日
< 
6 
> 
史
料
本
文
五
節
間
罫
曲
事
／
白
薄
様
／
白
う
す
ゃ
う
、
こ
せ
ん
じ
の
紙
、
ま
き
あ
げ
の
筆
、
と
も
ゑ
か
い
た
る
筆
の
ぢ
く
、
ゃ
れ
こ
と
う
と
う
、
く
五
反
七
反
相
替
也
〉
字
野
藤
五
郎
来
、
十
八
日
可
下
駿
河
之
由
申
之
問
、
守護
今
河
方
へ
、
越
前
薄
様
二
帖
遺
之
、
又
藤
五
郎
ニ
越
前
薄
様
十
帖
遺
之
、
一
菓
子
問
事
／
立
紙
事
／
云
簿
機
、
云
色
紙
、
芸
時
無
差
別
、
m
薄
様
猶
刷
時
事
、
f斤
極
懸
帯
伏
輪
之
時
、
1酋
立
薄
儀
色
紙
等
、
定
事
也
、
立
色
紙
時
同
書
絵
也
、
-
R昔
物
問
事
／
褒
様
事
／
御
本
は
薄
織
の
橿
紙
よ
り
立
さ
ま
に
褒
て
可
押
折
抱
紙
に
は
唐
草
、
尾
長
鳥
可
宜
裏
方
に
は
蝶
小
鳥
を
問
可
書
也
。
表
に
は
唐
草
の
方
を
内
に
て
可
襲
。
褒
物
長
八
尺
広
一
尺
一
寸
許
。
錦
無
定
色
。
下
絵
松
折
技
館
定
事
也
。
結
緒
〈
玉
〉
。
長九
尺五
寸
許
。
内
府
〈
忠
親
公
〉
説
に
は
本
体
組
也
。
褒
物
可
随
菌
色
。
錦
不
依
時
節
用
打裏
也
。
（一
贈
物
問
事
）
／
以
薄
様
褒
物
〈
付
打
校
事
〉
／
定
作
法
也
、
字
治
入
道
慶
賀
く
中
納
言
正
三
位
上
也
〉
時
、
被
参
所
々
之
問
、
上
式所
引
出物
に
以
薄
様
褒
之
、
付
打
枝
云
々
、
紋
入
道
左
府
く
実
房
公
〉
常
此
儀
神
妙
の
由
被
示
き
、
イ寸
打
校
時
は
、
薄
様
二
重
を
号I
i童
て
褒
之
、
上
下
を
捻
也
、
薄
様
を
乍
重
切
て
、
二
重
に
折
て
校
に
給
付
之
、
如
巻
数
、
文
二
重
を
引
遺
す
し
て
ち
か
へ
て
巻
事
も
あ
り
、
本
の
高
下
に
可
依
也
、
薄
様
に
て
漢
に
成
は
く
み
に
て
絡
事
無
之
、
付
校
時
、
上
下
を
は
捻
也
、
不
然
、時
は
上
下
を
折
也
、
文
高
く
は
是
も
二
重
を
引
違
て
可
褒
、
当
家
着
用
装
束
以
下
事
、
／
一
衛
府
具
足
事
／
閉
塞
。
薄
様
也
、
妻
紅
。
御
懸
物
被
出
、
薄
様
く
五
帖
〉匂
員
三
、
番
包
に
入
之
、
右
衛
門
佐
拝
領
也
、
間
各
杉
原
十
枚
宛
出
之
。
中
山
大
、
、
（納
言
）
、
薄
禄
ー
帖
予
、
硯
経
元
拝
領
也
、
（中
略
）
予
杉
原
五
枚
負
了
、
御
室
ノ
源
氏
五
十
四
帖
表
紙
出
来
了
、
越
前
ア
ツ
ヤ
ウ
六
十
枚
ヲ
ー
斗
八
升
ニ
買
、
裏
打
ニ
カ
ネ
五
升
ニ
テ
買
遣
之
、
此
外
ニ
トチ
ッ
ク
リ
ノ
代
ニ
一
石
四
斗
遺
之
、
合
一
石
六
斗
三
升
ノ
入
目
也
。
杉
原
十
帖
く
即
学
之
所
造
〉
為
学
之
円
覚
公
帖
之
賀
、
以
i同
体
二
貝
、
厚
様
ー
帖
。
二
百
文
扇
一
本
、
引
合
十
帖
（中
略
）
又
以
百
扇
阿
波
薄
後
十
帖
薄線
二
帖
、
二
百
銭返
報
、
北
庄
帯
一
筋
く
百
銭返
報
〉
蔭涼
く
江
〉
十
帖
一
本
持
参
、
妙
光
院
持
薄
様
五
十
枚
来
。
新
け
な
か
。
ゑ
ち
せ
ん
の
御
宮
け
に
、
と
り
の
こ
百
事
ゐ
、
う
す
や
う
ニ
そ
く
ま
い
ら
せ
ら
る
る
。
め
で
た
し
。
